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1長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
宗
琢
筆
｢
絵
合｣
玄
仍
息
女
筆
｢
松
風｣
岡
本
主
水
筆
｢
薄
雲｣
伴
与
九
郎
紀
金
筆
｢
朝
顔｣
長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
宗
琢
筆
｢
絵
合｣
、
玄
仍
息
女
筆
｢
松
風｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
薄
雲｣
、
伴
与
九
郎
紀
金
筆
｢
朝
顔｣
で
あ
る
。
｢
絵
合｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
草
木
を
描
い
た
下
絵
に
｢
ゑ
あ
は
せ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
四
丁
、
墨
付
二
十
一
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
六
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
松
風｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
部
に
銀
の
水
流
の
中
に
金
銀
で
水
鳥
を
配
し
、
最
上
部
と
最
下
部
に
金
銀
朱
で
水
草
を
描
い
た
下
絵
に
、｢
松
か
せ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
五
丁
、
墨
付
二
十
二
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
三
〜
二
十
七
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
薄
雲｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
部
か
ら
そ
の
下
部
に
金
で
木
を
描
き
、
そ
の
木
の
上
部
に
は
銀
で
雲
を
、
朱
で
霞
を
配
す
る
下
絵
に
、｢
う
す
雲｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
三
十
八
丁
、
墨
付
三
十
五
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
2
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
朝
顔｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
金
で
木
を
描
き
、
銀
と
朱
で
花
を
配
し
た
下
絵
に
、｢
あ
さ
か
ほ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
三
丁
、
墨
付
二
十
一
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
八
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
｢
関
屋
(
４)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
５)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
６)｣
｢
若
紫
(
７)｣
｢
賢
木
(
８)｣
｢
明
石
(
９)｣
｢
澪
標
(
)｣
｢
蓬
生
(
)｣
｢
橋
姫
(
)｣
｢
手
習
(
)｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花
(
)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
)｣
｢
宿
木
(
)｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴
(
)｣
、
東
寺
観
智
院
筆
｢
葵
(
	)｣
、
北
左
平
次
行
生
筆
｢
花
散
里
(

)｣
、
大
鳥
居
信
岩
筆
｢
須
磨
(
)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等
こ
こ
で
は
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
今
回
翻
刻
し
た
｢
絵
合｣
｢
松
風｣
｢
薄
雲｣
｢
朝
顔｣
の
四
巻
に
お
け
る
そ
の
数
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
関
屋｣
に
｢
宿
木｣
｢
橋
姫｣
｢
手
習｣
を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。
3
4巻
絵
合
松
風
薄
雲
朝
顔
書
写
者
宗
琢
玄
仍
息
女
岡
本
主
水
紀
金
ミ
セ
ケ
チ
51
４
90
57
補
入
26
０
34
６
傍
書
２
４
２
４
合
点
０
０
15
11
朱
点
30
０
55
18
総
計
109
８
196
96
巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
葵
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
観
智
院
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
４
補
入
７
０
１
48
49
０
29
３
４
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
８
合
点
１
０
０
14
14
０
７
10
３
朱
点
47
０
０
113
150
０
28
２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
19
巻
賢
木
花
散
里
須
磨
明
石
澪
標
蓬
生
関
屋
橋
姫
宿
木
書
写
者
岡
本
主
水
行
生
信
岩
岡
本
主
水
岡
本
主
水
岡
本
主
水
玄
陳
岡
本
主
水
宗
因
ミ
セ
ケ
チ
94
２
34
79
55
71
４
101
22
補
入
55
２
33
40
17
28
５
25
19
傍
書
６
１
11
９
６
５
２
17
12
合
点
21
１
55
25
５
６
２
10
０
朱
点
59
４
84
99
64
14
６
49
０
総
計
235
10
217
252
147
124
17
202
53
今
回
翻
刻
し
た
四
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
玄
仍
息
女
が
書
写
し
た
｢
松
風｣
は
、
ミ
セ
ケ
チ
、
傍
書
が
各
四
箇
所
ず
つ
あ
る
の
み
で
少
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
、
宗
琢
｢
絵
合｣
、
岡
本
主
水
｢
薄
雲｣
、
伴
与
九
郎
紀
金
｢
朝
顔｣
の
三
巻
は
、
そ
の
総
数
で
わ
か
る
よ
う
に
、
非
常
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
校
合
の
有
無
に
あ
る
と
い
え
る
。
｢
朝
顔｣
は
最
終
丁
に
｢
一
更
了｣
と
書
か
れ
て
お
り
、
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。｢
絵
合｣
｢
薄
雲｣
に
は
、
校
合
を
し
た
と
の
記
載
が
な
い
が
、
前
掲
の
表
に
あ
る
｢
薄
雲｣
の
書
写
者
で
あ
る
主
水
担
当
の
｢
夕
顔｣
｢
若
紫｣
等
の
巻
に
は
｢
一
校
了｣
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
翻
刻
し
た
｢
絵
合｣
｢
薄
雲｣
の
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
多
さ
を
見
れ
ば
、
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
に
つ
い
て
の
見
解
や
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
は
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾
向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、
宗
琢
の
｢
絵
合｣
と
伴
与
九
郎
紀
金
の
｢
朝
顔｣
、
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
岡
本
主
水
の
担
当
し
た
｢
薄
雲｣
に
は
、
ミ
セ
ケ
チ
等
が
多
い
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
5
巻
手
習
書
写
者
岡
本
主
水
ミ
セ
ケ
チ
120
補
入
64
傍
書
11
合
点
18
朱
点
143
総
計
356
三
、
宗
琢
・
玄
仍
息
女
・
伴
与
九
郎
紀
金
｢
絵
合｣
の
書
写
者
で
あ
る
宗
琢
に
つ
い
て
は
、『
連
歌
総
目
録
(
)』
に
、
次
の
五
つ
の
連
歌
会
に
名
前
が
見
え
る
以
外
は
、
出
自
や
閲
歴
が
わ
か
ら
な
い
。
①
元
和
十
年
(
一
六
二
四)
一
月
六
日
夢
想
百
韻
発
句
な
に
こ
と
も
心
に
か
な
ふ
今
年
哉
無
記
一
・
正
長
一
・
玄
仲
十
三
・
玄
甫
一
・
幸
徳
八
・
宗
琢
十
・
素
休
九
・
能
真
九
・
善
恵
十
・
由
忍
八
・
兼
次
七
・
貞
勝
六
・
重
直
六
・
利
宗
十
・
清
侍
一
(
句
上
に
｢
無
記｣
を
｢
御｣
と
記
す)
②
寛
永
八
年
(
一
六
三
一)
一
月
八
日
半
井
驢
庵
夢
想
百
韻
発
句
に
ほ
は
す
は
咲
と
し
ら
し
や
桜
花
無
記
一
・
瑞
寿
一
・
勝
千
代
一
・
玄
仲
十
二
・
安
元
十
・
勝
之
九
・
休
無
八
・
重
成
八
・
言
休
七
・
一
利
七
・
宗
伽
七
・
宗
琢
八
・
元
次
七
・
正
直
六
・
吉
真
七
・
能
国
一
③
六
月
二
十
五
日
何
人
百
韻
発
句
遠
山
を
ま
き
入
て
涼
し
玉
す
た
れ
6
紹
巴
十
一
・
紹
清
七
・
清
誉
八
・
昌
叱
十
・
玄
哉
八
・
心
前
九
・
助
景
六
・
能
哲
八
・
弘
恵
六
・
紹
閑
五
・
宗
賀
五
・
宗
琢
五
・
宗
久
五
・
英
怙
六
・
円
青
一
④
一
月
二
十
三
日
百
韻
発
句
快
気
に
駒
の
足
と
き
春
野
哉
玄
仲
・
家
守
・
休
無
・
義
久
・
義
次
・
一
利
・
重
保
・
昌
俊
・
宗
琢
・
宗
和
・
定
□
・
賞
白
⑤
三
月
二
十
四
日
百
韻
発
句
折
よ
れ
は
我
身
こ
す
浪
や
藤
の
花
玄
仲
・
定
利
・
休
無
・
一
利
・
重
保
・
昌
俊
・
宗
琢
・
景
道
・
栄
清
・
貞
三
・
賞
白
・
直
次
こ
れ
ら
の
連
歌
会
の
連
衆
を
概
観
し
て
、
先
ず
巻
頭
｢
桐
壺｣
を
担
当
し
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
の
中
心
で
あ
り
、
連
歌
界
の
大
宗
匠
で
あ
っ
た
昌
琢
の
名
前
が
入
っ
て
い
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
も
含
め
、
こ
の
五
つ
の
連
歌
会
に
連
衆
と
な
っ
て
い
る
数
の
多
い
人
物
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
最
も
多
い
の
は
玄
仲
の
四
回
で
あ
り
、
以
下
、
三
回
＝
休
無
・
一
利
二
回
＝
重
保
・
昌
俊
・
紹
清
・
賞
白
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
昌
琢
と
同
座
が
な
く
、
玄
仲
と
は
同
座
が
四
回
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
宗
琢
は
里
村
北
家
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
こ
の
｢
絵
合｣
書
写
へ
の
参
加
は
、
玄
仲
と
の
繋
が
り
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
7
そ
の
玄
仲
に
次
ぐ
三
回
の
同
座
の
あ
る
休
無
、
一
利
は
、
や
は
り
宗
琢
と
関
係
の
深
い
人
物
と
い
え
る
。『
連
歌
総
目
録』
よ
る
と
、
休
無
は
こ
こ
に
掲
げ
た
三
つ
の
連
歌
会
に
し
か
名
前
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
一
利
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
つ
の
ほ
か
、
も
う
一
つ
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
が
あ
る
。
こ
の
休
無
と
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
(
)』
や
『
系
図
纂
要
(
)』
に
よ
る
と
細
川
忠
隆
の
号
で
あ
る
。
忠
隆
は
父
、
細
川
忠
興
、
母
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
忠
興
の
不
興
を
得
て
、
細
川
家
の
家
督
は
同
母
の
末
弟
忠
利
が
継
ぎ
、
京
都
で
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
休
無
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
三
回
の
連
歌
会
の
全
て
に
、
宗
琢
は
一
利
と
共
に
一
座
し
て
お
り
、
忠
隆
に
関
係
の
あ
る
人
物
と
い
え
る
。
一
利
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
等
は
未
詳
で
あ
る
。
｢
松
風｣
の
書
写
者
で
あ
る
玄
仍
息
女
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
(
)』
の
里
村
家
系
図
に
あ
る
、
昌
琢
の
注
記
に
｢
妻
は
里
村
氏
の
女｣
ま
た
、
そ
の
子
息
昌
程
の
注
記
に
｢
母
は
里
村
氏
の
女｣
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
系
図
に
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
系
図
を
掲
げ
て
お
く
。
8
里
村
家
系
図
昌
休
昌
叱
昌
琢女
玄
仍
女
玄
陳
玄
的
玄
仍
女
玄
陳
女
昌
程
女
紹
巴
玄
仍
玄
仲
系
図
に
見
ら
れ
る
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
、
奥
田
勲
氏
(
)
は
、
江
戸
初
期
の
両
家
の
婚
姻
関
係
の
一
端
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
家
は
対
立
と
い
う
よ
り
、
す
で
に
獲
得
し
た
里
村
家
の
権
威
を
外
へ
放
出
し
な
い
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
も
、
南
北
両
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
養
子
縁
組
み
を
行
い
、
家
が
絶
え
る
の
を
防
止
し
て
い
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
両
家
の
密
接
な
婚
姻
関
係
は
、
玄
仍
息
女
の
位
置
か
ら
も
如
実
に
窺
え
る
。
玄
仍
息
女
の
夫
、
昌
琢
は
、
父
方
で
は
従
兄
弟
、
そ
の
た
め
姑
は
叔
母
に
あ
た
る
。
母
方
で
は
叔
父
で
あ
り
、
ま
た
、
昌
琢
と
の
間
の
子
息
昌
程
は
、
兄
、
玄
陳
の
娘
(
姪)
を
嫁
と
し
て
い
る
。
今
こ
こ
で
玄
陳
を
兄
と
し
た
の
は
、
古
筆
了
意
の
『
寛
文
比
誹
諧
(
宗
匠
并
素
人)
名
誉
人
(
)』
と
い
う
書
の
中
に
あ
る
、
一
連
歌
し
里
村
玄
仍
息
女
(
号
妙
三
玄
陳
妹)
と
い
う
記
載
に
よ
っ
た
。
こ
の
『
寛
文
比
誹
諧
(
宗
匠
并
素
人)
名
誉
人』
と
い
う
書
は
、
野
間
光
辰
氏
に
、
本
書
は
、
古
筆
家
第
九
代
了
意
が
、
多
年
手
が
け
て
来
た
発
句
短
冊
の
作
者
に
つ
い
て
、
そ
の
本
名
・
法
名
・
師
系
・
国
所
等
を
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
っ
て
、
文
政
十
一
年
八
月
二
十
五
日
、
了
意
七
十
八
歳
の
時
、
浪
花
の
旅
宿
に
お
い
て
筆
を
執
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
同
じ
年
の
九
月
上
旬
、
門
人
の
集
古
斎
秀
之
に
こ
れ
を
贈
っ
た
。
と
い
う
解
題
が
あ
り
、
執
筆
を
｢
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八)｣
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
玄
仍
息
女
が
生
き
た
時
代
よ
り
下
が
る
が
、｢
玄
陳
妹｣
と
い
う
出
自
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
玄
仍
息
女
の
短
冊
等
の
流
通
も
わ
か
り
、
非
常
に
貴
重
な
注
記
と
い
え
る
。
こ
の
玄
陳
の
妹
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
次
に
生
没
年
未
詳
で
あ
る
玄
仍
息
女
の
生
年
に
つ
い
て
、
里
村
家
の
人
々
の
生
没
年
を
頼
り
に
、
少
し
考
察
を
加
え
た
い
。
先
ず
里
村
家
の
人
々
の
生
没
年
を
年
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
9
年
号
記
事
元
亀
二
年
(
一
五
七
一)
頃
父
、
玄
仍
出
生
。
天
正
二
年
(
一
五
七
四)
夫
、
昌
琢
出
生
。
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一)
兄
、
玄
陳
出
生
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
兄
弟
、
玄
的
出
生
。
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二)
祖
父
、
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
舅
、
昌
叱
没
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
父
、
玄
仍
没
。
十
七
年
(
一
六
一
二)
子
息
、
昌
程
出
生
。
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
夫
、
昌
琢
没
。
こ
の
年
表
の
中
で
、
注
目
し
た
い
の
が
｢
慶
長
十
七
年
(
一
六
一
二)
子
息
、
昌
程
出
生
。｣
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
時
、
夫
で
あ
る
昌
琢
は
三
十
九
歳
、
兄
の
玄
陳
は
二
十
二
歳
、
兄
か
弟
か
不
明
で
あ
る
が
玄
的
は
二
十
歳
で
あ
る
。
先
の
了
意
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
玄
仍
息
女
は
玄
陳
の
妹
で
あ
り
、
二
十
二
歳
よ
り
は
若
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
三
十
九
歳
の
夫
の
昌
琢
と
は
、
随
分
、
年
齢
が
離
れ
て
い
る
。
現
に
昌
琢
は
父
玄
仍
の
三
歳
年
下
で
あ
り
、
親
子
の
よ
う
な
年
齢
差
で
あ
る
。
こ
の
婚
姻
の
背
景
に
は
、
先
の
奥
田
氏
の
｢
里
村
家
の
権
威
を
外
へ
放
出
し
な
い
た
め｣
と
い
う
指
摘
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
父
、
玄
仍
が
慶
長
十
二
年
(
一
六
〇
七)
に
没
し
て
い
る
点
と
、
慶
長
十
七
年
(
一
六
一
二)
子
息
の
昌
程
を
出
産
し
て
い
る
点
、
更
に
上
記
の
兄
弟
の
玄
陳
、
玄
的
の
年
齢
を
勘
案
す
る
と
、
玄
陳
、
玄
的
の
生
年
の
間
と
な
る
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文
禄
元
年
(
一
五
九
二)
か
、
同
三
年
(
一
五
九
四)
〜
慶
長
二
年
(
一
五
九
七)
の
期
間
が
推
察
さ
れ
る
。
下
限
と
し
た
慶
長
二
年
(
一
五
九
七)
と
す
れ
ば
、
子
息
出
産
時
は
十
六
歳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
玄
仍
息
女
の
生
年
を
考
え
れ
ば
、
本
書
が
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
に
は
、
三
十
一
歳
か
ら
三
十
八
歳
と
な
り
、
そ
し
て
、
こ
の
｢
松
風｣
書
写
へ
の
参
画
は
夫
、
昌
琢
の
意
向
が
当
然
あ
っ
た
と
い
え
る
。
｢
薄
雲｣
の
書
写
者
、
岡
本
主
水
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、｢
夕
顔
(
)｣
を
翻
刻
し
た
際
に
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
。
｢
朝
顔｣
の
書
写
者
、
伴
与
九
郎
紀
金
も
、
そ
の
出
自
等
は
不
明
な
点
が
多
い
。
連
歌
会
と
し
て
は
、
①
九
月
十
七
日
淀
百
韻
発
句
川
長
も
朝
霧
お
し
む
船
出
か
な
寛
佐
三
十
三
・
昌
俊
三
十
三
・
紀
金
三
十
三
・
執
筆
一
(
句
上
に
｢
昌
俊｣
を
｢
佐
川
田
喜
六
昌
俊｣
。｢
紀
金｣
を
｢
伴
与
九
郎
紀
金｣
と
記
す
。)
と
い
う
会
に
唯
一
、
名
前
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
連
歌
会
は
三
人
で
百
韻
を
捲
い
て
お
り
、
親
し
い
三
者
の
集
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
連
衆
と
な
っ
て
い
る
寛
佐
(
)
は
、
天
正
十
年
(
一
五
八
二)
の
生
ま
れ
で
、
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二)
に
六
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
豊
後
国
の
人
で
あ
る
。
京
都
に
出
て
昌
琢
の
門
人
と
な
り
『
源
氏
物
語』
の
伝
授
を
受
け
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
に
は
、
京
都
か
ら
豊
後
へ
戻
っ
て
い
る
。
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も
う
一
人
、
佐
川
(
河)
田
昌
俊
(
)
は
、
天
正
七
年
(
一
五
七
九)
の
生
ま
れ
で
、
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
三)
に
六
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
下
野
国
の
人
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
連
歌
や
茶
道
に
も
す
ぐ
れ
、
木
下
長
嘯
子
・
昭
花
堂
昭
乗
ら
と
も
親
交
が
あ
り
、
江
戸
に
住
ん
だ
後
、
晩
年
は
一
休
寺
の
辺
に
隠
棲
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
佐
が
天
正
十
年
(
一
五
八
二)
の
生
ま
れ
で
、
昌
俊
が
天
正
七
年
(
一
五
七
九)
の
生
ま
れ
と
す
る
と
、
二
人
は
年
齢
が
近
く
同
年
代
の
二
人
と
紀
金
は
一
座
し
て
い
る
の
で
、
紀
金
も
寛
佐
、
昌
俊
に
近
い
年
齢
的
か
と
思
わ
れ
る
。
紀
金
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
西
山
宗
因
(
)
の
発
句
を
季
題
別
に
分
類
し
た
『
宗
因
発
句
帳
(
)』
に
、
そ
の
名
前
が
見
え
る
。
伴
与
九
郎
紀
金
亭
に
て
山
松
や
竹
の
は
や
し
の
峰
の
雪
(『
宗
因
発
句
帳』
・
冬
・
一
一
五
七)
松
を
植
て
雪
の
陰
み
ん
千
年
哉
(『
宗
因
発
句
帳』
・
冬
・
一
一
五
八)
宗
因
は
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
｢
紅
葉
賀｣
｢
宿
木｣
の
書
写
者
で
も
あ
り
、
既
に
別
稿
で
も
触
れ
た
が
、
今
見
て
き
た
寛
佐
が
豊
後
に
帰
国
後
、
宗
因
は
『
源
氏
物
語』
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
宗
因
と
も
、
紀
金
は
交
流
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
紀
金
に
つ
い
て
は
、
竹
中
友
里
代
氏
(
)
に
、
慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
石
清
水
八
幡
宮
の
新
善
法
寺
晃
清
が
伴
与
九
郎
久
金
か
ら
神
道
伝
授
を
受
け
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
論
考
の
中
に
は
、
伴
与
九
郎
久
金
―
伴
与
九
郎
信
金
貞
享
四
年
(
一
六
八
四)
没
―
伴
与
九
郎
光
金
享
保
五
年
(
一
七
二
〇)
没
と
い
う
祖
父
か
ら
孫
へ
の
流
れ
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
の
書
写
者
、
紀
金
と
は
、｢
金｣
の
前
の
一
字
が
｢
久｣
｢
信｣
｢
光｣
と
異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
一
族
で
、
年
代
的
に
は
子
孫
の
世
代
に
あ
た
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
｢
朝
顔｣
の
書
写
者
紀
金
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
関
係
者
と
な
る
。
こ
の
｢
朝
顔｣
以
降
の
巻
に
は
、｢
胡
蝶｣
の
八
幡
田
中
殿
、｢
梅
枝｣
の
八
幡
久
古
、｢
横
笛｣
の
新
善
法
寺
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と
石
清
水
八
幡
宮
関
係
者
が
書
写
し
た
巻
も
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
伴
与
九
郎
紀
金
が
石
清
水
の
神
人
と
い
う
の
も
不
自
然
で
は
な
い
と
い
え
る
。
こ
こ
で
紀
金
と
連
歌
に
よ
っ
て
交
流
が
認
め
ら
れ
た
、
寛
佐
、
昌
俊
、
宗
因
は
、
身
分
の
高
い
公
家
や
武
家
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
と
同
じ
く
｢
伴
与
九
郎｣
も
、
先
の
竹
中
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
石
清
水
八
幡
宮
の
関
係
者
と
し
て
は
、
田
中
、
新
善
法
寺
と
い
っ
た
社
家
と
は
家
格
が
違
う
と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
紀
金
の
｢
朝
顔｣
の
書
写
者
へ
の
抜
擢
は
、
門
地
や
出
自
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
京
都
の
文
化
人
と
し
て
の
登
用
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
結
語
大
沢
本
『
源
氏
物
語
(
)』
の
｢
各
筆
源
氏
物
語
筆
者
目
録｣
に
は
、
澪
標
巻
頭
・
常
夏
進
子
内
親
王
鈴
虫
巻
頭
阿
仏
尼
と
女
性
の
書
写
者
の
名
前
が
あ
る
。
進
子
内
親
王
は
後
伏
見
天
皇
の
皇
女
で
あ
り
、
阿
仏
尼
は
、
周
知
の
通
り
、
藤
原
為
家
の
妻
で
、
冷
泉
為
相
の
母
で
も
あ
る
。
そ
の
阿
仏
尼
が
為
家
と
知
り
合
う
契
機
が
、『
源
氏
物
語』
の
書
写
依
頼
で
あ
っ
た
と
為
家
の
次
男
源
承
『
和
歌
口
伝
(
)』
は
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
藤
原
定
家
の
『
明
月
記』
に
も
、
家
の
子
女
に
『
源
氏
物
語』
の
書
写
を
さ
せ
た
と
い
う
記
事
(
)
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
手
に
よ
る
書
写
の
先
例
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
幕
藩
体
制
に
よ
る
封
建
社
会
が
確
立
し
て
く
る
と
、『
源
氏
物
語』
に
対
す
る
評
価
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
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例
え
ば
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
が
書
写
さ
れ
た
頃
に
近
い
寛
永
八
年
(
一
六
三
一)
に
出
さ
れ
た
、
貝
原
益
軒
が
書
い
た
『
和
俗
童
子
訓
(
)』
巻
五
に
は
、｢
女
子
に
見
せ
し
む
る
草
子
紙
も
、
ゑ
ら
ぶ
べ
し
。｣
と
し
て
、
又
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
な
ど
、
其
詞
は
風
雅
な
れ
ど
、
か
や
う
の
淫
俗
の
事
を
し
る
せ
る
ふ
み
を
、
は
や
く
見
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
儒
学
者
の
立
場
か
ら
の
見
解
も
出
さ
れ
る
社
会
に
あ
っ
て
、｢
松
風｣
の
書
写
者
と
し
て
、
或
い
は
、
先
の
『
寛
文
比
誹
諧
(
宗
匠
并
素
人)
名
誉
人』
で
は
、｢
連
歌
師｣
と
し
て
記
さ
れ
る
玄
仍
息
女
の
存
在
は
、
特
筆
す
べ
き
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
宗
琢
の
関
係
者
と
し
て
、
休
無
、
細
川
忠
隆
の
存
在
が
あ
り
、
伴
与
九
郎
紀
金
は
、
寛
佐
、
宗
因
と
い
っ
た
昌
琢
の
門
人
や
昌
俊
と
の
交
流
が
窺
え
、
更
に
石
清
水
八
幡
宮
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
に
今
回
、
取
り
上
げ
た
玄
仍
息
女
、
宗
琢
、
伴
与
九
郎
紀
金
を
加
え
る
と
、
更
に
多
く
の
寛
永
期
を
生
き
る
京
都
の
文
化
人
の
動
静
が
わ
か
り
、
当
時
の
社
会
や
文
化
や
風
俗
を
考
え
る
上
で
も
、
大
変
、
有
益
で
あ
る
と
い
え
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
、
傍
線
で
示
し
た
。
一
、｢
松
風｣
に
錯
簡
が
あ
る
。
原
本
で
は
、
13
オ
〜
14
ウ
、
１
オ
〜
12
ウ
、
15
オ
〜
22
オ
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
い
本
文
の
順
で
翻
刻
し
た
。
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(
ゑ
あ
は
せ)
前
斎
宮
の
御
ま
い
り
の
こ
と
中
宮
の
御
心
に
い
れ
て
も
よ
ほ
し
き
こ
え
給
こ
ま
か
な
る
御
と
ふ
ら
ひ
ま
て
と
り
立
た
る
御
う
し
ろ
み
も
な
し
と
お
ほ
し
や
れ
と
お
ほ
殿
は
院
に
○も
き
こ
し
め
さ
む
こ
と
を
は
ゝ
か
り
た
ま
ひ
て
二
条
○の
院
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
を
も
こ
の
た
ひ
は
お
ほ
し
と
ま
り
て
た
ゝ
し
ら
す
か
ほ
に
も
て
な
し
給
へ
れ
と
お
ほ
か
た
の
こ
と
ゝ
も
は
と
り
も
ち
て
お
や
め
き
き
こ
え
た
ま
ふ
・
院
は
い
と
口
お
し
とく
お
ほ
し
め
せ
と
人
わ
ろ
け
れ
は
御
せ
う
そ
こ
な
と
た
ゝえ
に
た
る
を
其
日
に
成
て
え
な
ら
ぬ
御
よ
そ
ひ
と
も
御
く
し
の
は
こ
う
ち
み
た
り
１
オ
の
は
こ
か
う
こ
の
は
こ
と
も
よ
の
つ
ね
な
ら
す
く
さ
く
さ
の
御
た
き
も
の
共
く
んぬイ
え
か
う
又
な
き
さ
ま
に
百
ふ
の
ほ
か
を
お
ほ
く
す
き
に
ほ
ふ
ま
て
こ
ゝ
ろ
こ
と
に
と
ゝ
の
へ
さ
せ
給
へ
り
お
と
ゝ
み
た
ま
ひ
も
せ
ん
に
と
か
ね
て
よ
り
や
お
ほ
し
ま
う
け
ゝ
ん
い
と
わ
さ
と
か
ま
し
か
め
り
殿
も
わ
た
り
給
へ
る
ほ
と
に
て
か
く
な
む
と
女
別
当
御
ら
ん
せ
さ
す
た
ゝ
御
く
し
の
は
こ
の
か
た
つ
か
た
を
見
た
ま
ふ
に
つ
き
せ
す
こ
ま
か
に
な
ま
め
き
て
め
つ
ら
し
き
さ
ま
な
り
さ
し
く
し
の
は
こ
の
こ
ゝ
ろ
は
に
わ
か
れ
ち
に
そ
へ
し
を
く
し
を
か
こ
と
に
て
は
る
け
き
な
１
ウ
か
と
神
や
い
さ
め
し
お
と
ゝ
こ
れ
を
御
覧
し
つ
け
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
に
い
と
か
た
し
け
な
く
い
と
お
し
く
て
我
御
心
の
な
ら
ひ
あ
や
に
く
な
る
身
を
つ
み
て
か
の
く
た
り
給
し
ほ
と
御
心
に
お
も
ほ
し
け
ん
こ
と
か
う
と
し
て
へ
て
か
へ
り
た
ま
ひ
て
其
御
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
も
と
け
た
ま
ふ
へ
き
ほ
と
に
か
ゝ
る
た
か
ひ
め
の
あ
る
を
い
か
に
お
ほ
す
ら
ん
御
く
ら
ゐ
を
も
さ
り
も
の
し
つ
か
に
て
世
を
う
ら
め
し
と
や
お
ほ
す
ら
ん
わ
れ
に
な
り
て
こ
ゝ
ろ
う
こ
く
へ
き
ふ
し
か
な
と
お
ほ
し
つ
ゝ
け
給
に
い
と
お
し
く
な
に
ゝ
か
く
あ
な
か
ち
な
る
こ
と
を
お
も
ひ
は
し
め
て
心
く
る
し
く
お
も
ほ
し
２
オ
16
な
や
ま
す
ら
む
つ
ら
し
と
も
お
も
ひ
き
こ
え
し
か
と
又
な
つ
か
し
うく
あ
は
れ
な
る
御
心
は
へ
を
な
と
思
ひ
み
た
れ
た
ま
ひ
て
と
は
か
り
う
ち
な
か
め
た
ま
へ
り
・
こ
の
御
返
は
い
か
や
う
に
か
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
ら
ん
又
御
せ
う
そ
こ
も
い
か
ゝ
な
と
き
こ
え
た
ま
へ
と
い
と
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
御
文
は
え
ひ
き
い
て
す
宮
は
な
や
ま
し
け
に
お
ほ
し
て
御
返
は
い
と
も
の
う
く
し
た
ま
へ
と
き
こ
え
給
は
さ
ら
ん
も
い
と
な
さ
け
な
く
か
た
し
け
な
か
る
へ
し
と
人


そ
そ
の
か
し
わ
つ
ら
ひ
き
こ
ゆ
る
け
は
ひ
を
き
ゝ
給
ひ
て
い
と
あ
る
ま
し
き
御
事
な
り
し
る
し
は
か
り
き
こ
え
さ
せ
２
ウ
た
ま
へ
と
き
こ
え
た
ま
ふ
○も
い
と
は
つ
か
し
け
れ
と
い
に
し
へ
お
ほ
し
い
つ
る
に
い
と
な
ま
め
き
ゝ
よ
ら
に
て
い
み
し
う
な
き
給
し
御
さ
ま
を
そ
こ
は
か
と
な
く
哀
と
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
御
お
さ
な
心
も
た
ゝ
今
の
こ
と
ゝ
お
ほ
ゆ
る
に
こ
み
や
す
所
の
御
こ
と
な
と
か
き
つ
ら
ね
哀
に
お
ほ
さ
れ
て
た
ゝ
か
く
わ
か
る
と
て
は
る
か
に
い
ひ
し
一
こ
と
も
か
へ
り
て
も
の
は
今
そ
か
な
し
き
と
は
か
り
や
あ
り
け
ん
御
つ
か
ひ
の
ろ
く
し
な


に
た
ま
は
す
お
と
ゝ
は
御
返
を
い
と
ゆ
か
し
う
お
ほ
せ
と
え
き
こ
え
た
ま
は
す
・
院
の
御
あ
り
さ
ま
は
女
３
オ
に
て
み
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
き
を
こ
の
御
け
は
ひ
も
に
け
な
か
ら
す
い
と
よ
き
御
あ
は
ひ
な
め
る
を
う
ち
は
ま
た
い
と
い
は
け
な
く
お
は
し
ま
す
め
る
に
か
く
ひ
き
た
か
へ
き
こ
ゆ
る
を
人
し
れ
す
も
の
し
と
や
お
ほ
す
ら
ん
な
と
に
く
き
こ
と
を
さ
へ
お
ほ
し
や
り
て
む
ね
つ
ふ
れ
給
へ
と
け
ふ
に
成
て
お
ほ
し
と
ゝ
む
へ
き
こ
と
に
し
あ
ら
ね
は
こ
と
ゝ
も
あ
る
へ
き
さ
ま
に
の
た
ま
ひ
を
き
て
む
つ
ま
し
うく
お
ほ
す
す
り
の
さ
い
し
や
う
を
く
は
し
く
つ
か
ふう
ま
つ
る
へ
く
の
た
ま
ふ
て
内
に
ま
い
り
給
ぬ
う
け
は
り
た
る
お
や
さ
ま
に
は
き
こ
し
め
さ
れ
し
と
院
を
つ
ゝ
み
き
こ
え
た
３
ウ
ま
ひ
て
御
と
ふ
ら
ひ
は
か
り
と
み
せ
給
へ
り
よ
き
女
房
な
と
は
も
と
よ
り
お
ほ
か
る
み
や
な
れ
は
さ
と
か
ち
な
り
し
も
ま
い
り
つ
と
ひ
て
い
と
に
な
く
け
は
ひ
あ
ら
ま
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ほ
し
あ
は
れ
お
は
せ
ま
し
か
は
い
か
に
甲
斐
あ
り
て
お
ほ
し
い
た
つ
か
ま
し
と
む
か
し
の
御
心
さ
ま
お
ほ
し
い
つ
る
に
お
ほ
か
た
の
世
に
つ
け
て
は
お
し
う
あ
た
ら
し
か
り
し
人
の
御
あ
り
さ
ま
そ
や
さ
こ
そ
え
あ
ら
ぬ
も
の
な
り
け
れ
よ
し
あ
り
し
か
た
は
な
を
す
く
れ
て
も
の
ゝ
お
り
こ
と
に
お
も
ひ
出
き
こ
え
給
・
中
宮
も
う
ち
に
そ
お
は
し
ま
し
け
る
う
へ
は
め
つ
ら
し
き
人
ま
い
り
た
ま
ふ
と
き
こ
し
め
し
４
オ
け
れ
は
い
と
う
つ
く
し
う
御
心
つ
か
ひ
し
て
お
は
し
ま
す
ほ
と
よ
り
は
い
み
し
う
さ
れ
お
と
な
ひ
給
へ
り
宮
も
か
く
は
つ
か
し
き
人
ま
い
り
た
ま
ふ
を
御
こ
ゝ
ろ
つ
か
ひ
し
て
見
え
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
と
き
こ
え
た
ま
ひ
け
り
へ
給
へ
り
イ
人
し
れ
す
お
と
な
は
ゝは
つ
か
し
う
や
あ
ら
ん
と
お
ほ
し
け
る
を
い
た
う
夜
更
て
ま
う
の
ほ
り
給
へ
り
い
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
お
ほ
と
か
に
て
さ
ゝ
や
か
に
あ
え
か
な
る
け
は
ひ
の
し
た
ま
へ
れ
は
い
と
お
か
し
と
お
ほ
し
け
り
こ
き
殿
に
は
御
覧
し
つ
け
た
れ
は
む
つ
ま
し
う
哀
に
心
や
す
く
お
も
ほ
し
こ
れ
は
人
さ
ま
も
い
た
う
し
め
り
４
ウ
は
つ
か
し
け
に
お
と
ゝ
の
御
も
て
な
し
も
や
む
こ
と
な
く
よ
そ
ほ
し
け
れ
は
あ
な
つ
り
に
く
ゝ
お
ほ
さ
れ
て
御
と
の
ゐ
な
と
は
ひ
と
し
く
し
給
へ
と
う
ち
と
け
た
る
御
わ
ら
は
あ
そ
ひ
に
ひ
る
な
と
わ
た
ら
せ
給
こ
と
は
あ
な
た
か
ち
に
お
は
し
ま
す
・
権
中
納
言
は
お
も
ふ
心
あ
り
て
き
こ
え
給
け
る
に
か
く
ま
い
り
給
て
御
む
す
め
に
き
し
ら
ふ
さ
ま
に
て
さ
ふ
ら
ひ
給
を
か
た


に
や
す
か
ら
す
お
ほ
す
へ
し
・
院
に
は
か
の
く
し
の
は
こ
の
御
か
へ
り
御
覧
せ
し
に
つ
け
て
も
御
心
は
な
れ
か
た
か
り
け
り
・
其
比
お
と
ゝ
の
ま
い
り
給
へ
る
に
御
物
語
こ
ま
や
か
な
り
５
オ
こ
こ
と
の
つ
い
て
に
斎
宮
の
く
た
り
給
し
事
さ
き


も
の
た
ま
ひ
○い
つ
れ
は
き
こ
え
出
た
ま
ひ
て
さ
お
も
ふ
心
な
ん
あ
り
し
な
と
は
え
あ
ら
は
し
給
は
す
お
と
ゝ
も
か
ゝ
る
御
け
し
き
聞
か
ほ
に
は
○
あ
ら
て
い
か
ゝ
お
ほ
し
た
る
と
ゆ
か
し
さ
に
と
か
う
か
の
御
こ
と
を
き
こ
え
給
へ
る
に
哀
な
る
御
け
し
き
○の
あ
さ
は
か
な
ら
す
見
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ゆ
れ
は
い
と


お
し
く
お
ほ
す
め
て
た
し
と
お
○も
ほ
し
し
み
に
け
け
る
御
か
た
ち
い
か
や
う
な
る
お
か
し
さ
に
か
と
ゆ
か
し
う
思
ひ
き
こ
え
給
へ
と
さ
ら
に
え
み
た
て
ま
つつ
り
給
○は
ぬ
を
ね
た
う
お
も
ほ
す
い
と
お
も
り
か
に
て
５
ウ
夢
に
も
い
は
け
た
る
御
ふ
る
ま
ひ
あ
ら
は
こ
そ
を
の
つ
か
ら
ほ
の
見
え
た
ま
ふ
つ
い
て
も
あ
ら
め
こ
ゝ
ろ
に
く
き
御
け
は
ひ
の
み
ふ
か
さ
ま
さ
れ
は
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ま
ゝ
に
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
へ
り
・
か
く
す
き
ま
な
く
て
二
所
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
は
兵
部

の
み
や
す
か


と
も
え
お
も
ほ
し
た
ゝ
す
み
か
と
をお
と
な
ひ
給
ひ
な
は
さ
り
と
も
え
お
も
ほ
し
す
て
し
と
そ
ま
ち
す
く
し
た
ま
ふ
ふ
た
所
の
御
お
ほ
え
と
も
と
り


に
い
と
み
給
へ
り
・
う
へ
は
よ
ろ
つ
の
こ
と
に
す
く
れ
て
絵
を
け
う
６
オ
あ
る
も
の
に
お
ほ
し
た
り
た
て
ゝ
こ
の
ま
せ
給
へ
は
○にや
に
な
く
か
ゝ
せ
た
ま
ふ
斎
宮
の
女
御
い
と
お
か
し
う
か
ゝ
せ
給
け
れ
は
こ
れ
に
御
こ
ゝ
ろ
う
つ
り
て
わ
た
ら
せ
給
つ
ゝ
か
き
か
よ
は
さ
せ
た
ま
ふ
殿
上
の
わ
か
き
人
と
も
こ
の
こ
と
ま
ね
ふ
を
御
心
と
ゝ
め
て
お
か
し
き
物
に
お
も
ほ
しし
た
れ
は
ま
し
て
お
か
し
け
な
る
人
の
心
は
へ
あ
る
さ
ま
に
ま
ほ
な
ら
す
か
き
す
さ
ひ
な
ま
め
か
し
う
そ
ひ
ふ
し
て
と
か
く
筆
打
や
す
ら
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
ら
う
た
け
さ
に
御
心
し
み
て
い
と
し
け
う
わ
た
ら
せ
給
て
あ
り
し
よ
り
け
に
御
思
ひ
６
ウ
ま
さ
れ
る
を
権
中
納
言
聞
た
ま
ひ
て
あ
く
ま
て
か
と
か
と
し
く
い
ま
め
き
給
へ
る
御
心
に
て
わ
れ
人
に
を
と
り
な
ん
や
と
お
ほ
し
は
け
み
て
す
く
れ
た
る
上
手
共
を
め
し
と
り
て
い
み
し
く
い
ま
し
め
て
又
な
き
さ
ま
な
る
ゑ
と
も
を
に
な
き
か
み
と
も
に
か
き
あ
つ
め
さ
せ
た
ま
ふ
物
か
た
り
ゑ
こ
そ
心
は
へ
見
え
て
見
所
あ
る
物
な
れ
と
て
お
も
し
ろ
く
心
は
へ
あ
る
か
き
り
を
え
り
つ
ゝ
か
ゝ
せ
給
れ
い
の
月
な
み
の
ゑ
も
見
な
れ
ぬ
さ
ま
に
こ
と
の
葉
を
か
き
つ
ゝ
け
て
御
覧
せ
さ
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せ
給
わ
さ
と
お
か
し
う
し
た
れ
は
又
こ
な
た
に
て
も
こ
れ
７
オ
を
御
ら
ん
す
る
に
こ
ゝ
ろ
や
す
く
も
と
り
出
た
ま
は
す
い
と
い
た
く
ひ
め
て
こ
の
御
か
た
に
も
て
わ
た
ら
せ
給
を
お
し
み
ら
う
し
給
へ
は
お
と
ゝ
き
ゝ
給
て
な
を
権
中
納
言
の
み
こ
ゝ
ろ
の
わ
か


し
さ
こ
そ
あ
ら
た
ま
り
か
た
か
め
れ
な
と
わ
ら
ひ
給
あ
な
か
ち
に
か
く
し
て
こ
ゝ
ろ
や
す
く
も
御
覧
せ
さ
せ
す
な
や
ま
し
き
こ
ゆ
る
い
と
め
さ
ま
し
や
こ
た
ひい
の
御
ゑ
共
の
侍
る
ま
い
ら
せ
む
と
そ
う
し
給
て
殿
に
ふ
る
き
も
あ
た
ら
し
き
も
ゑ
と
も
い
り
た
る
御
つ
し
と
も
ひ
ら
か
せ
給
て
女
君
と
も
ろ
と
も
に
い
ま
め
か
し
き
は
そ
７
ウ
れ


と
え
り
と
ゝ
の
へ
さ
せ
給
長
恨
歌
王
昭
君
な
と
や
う
の
ゑ
は
お
も
し
ろ
く
あ
は
れ
な
れ
と
こ
と
の
い
み
あ
る
は
ここ
た
み
は
た
て
ま
つ
ら
し
と
え
り
と
ゝ
め
給
か
の
た
ひ
の
御
日
記
の
は
こ
を
も
と
り
出
さ
せ
給
て
こ
の
つ
い
て
に
そ
女
君
に
も
み
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
け
る
御
心
ふ
か
ゝ
ら
て
い
ま
見
ん
人
た
に
す
こ
し
も
の
思
ひ
し
ら
ん
人
は
な
み
た
お
し
む
ま
し
く
哀
な
り
ま
い
て
わ
す
れ
か
た
く
そ
の
夜
の
夢
を
お
ほ
し
さ
ま
す
お
り
な
き
御
心
と
も
に
は
と
り
か
へ
し
か
な
し
う
お
ほ
し
い
て
ら
る
今
ま
て
み
せ
給
は
さ
り
け
る
う
ら
み
を
そ
８
オ
き
こ
え
た
ま
ふひ
け
る
ひ
と
り
ゐ
て
な
か
め
し
よ
り
は
あ
ま
の
す
む
か
た
を
か
き
て
そ
見
る
へ
か
り
け
る
お
ほ
つ
か
な
さ
は
な
く
さ
み
な
ま
し
も
の
を
と
の
給
い
と
哀
と
お
ほ
し
て
う
き
め
見
し
そ
の
お
り
よ
り
も
け
ふ
は
又
過
に
し
か
た
に
か
へ
る
な
み
た
か
中
宮
は
か
り
に
は
み
せ
た
て
ま
つ
る
へ
き
も
の
な
り
か
た
は
な
る
ま
し
き
一
て
う
つ
ゝ
さ
す
か
に
浦


の
あ
り
さ
ま
さ
や
か
に
み
え
た
る
を
え
り
た
ま
ふ
つ
い
て
に
も
か
の
あ
か
し
の
家
ゐ
そ
ま
つ
い
か
に
と
お
ほ
し
や
ら
ぬ
と
き
の
ま
も
な
き
・
か
う
８
ウ
絵
と
も
あ
つ
め
ら
る
と
き
ゝ
給
て
権
中
納
言
い
と
ゝ
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心
を
つ
く
し
て
ち
く
ひ
よ
う
し
ひ
も
の
か
さ
り
い
よ


と
ゝ
の
へ
た
ま
ふ
・
弥
生
の
十
日
の
ほ
と
な
れ
は
空
も
う
ら
ゝ
か
に
て
人
の
心
も
の
ひ
も
の
お
も
し
ろ
き
お
り
な
る
に
う
ち
わ
た
り
も
さ
る
へ
き
節
会
と
も
の
ひ
ま
な
れ
は
た
ゝ
か
や
う
の
こ
と
ゝ
も
に
て
御
か
た


く
ら
し
給
を
お
な
し
く
は
御
ら
ん
し
所
も
ま
さ
り
ぬ
へ
く
て
た
て
ま
つ
ら
ん
の
御
心
つ
き
て
い
と
わ
さ
と
あ
つ
め
ま
い
ら
せ
給
へ
り
こ
な
た
か
な
た
と
お
ほ
か
り
物
か
た
り
ゑ
は
こ
ま
や
か
に
な
つ
か
し
さ
ま
さ
９
オ
る
め
る
を
梅
つ
ほ
の
御
か
た
は
い
に
し
へ
の
物
か
た
り
名
た
か
く
ゆ
へ
あ
る
か
き
り
こ
き
殿
は
其
比
世
に
め
つ
ら
し
く
お
か
し
き
か
き
り
を
え
り
て
か
ゝ
せ
給
へ
れ
は
う
ち
み
る
め
の
い
ま
め
か
し
き
は
な
や
か
さ
は
い
と
こ
よ
な
く
ま
さ
れ
り
う
へ
の
女
房
な
と
も
よ
し
あ
る
か
き
り
是
は
か
れ
は
○なと
さ
た
め
あ
へ
る
を
こ
の
比
の
こ
と
に
す
め
り
中
宮
も
ま
い
ら
せ
給
へ
る
こ
ろ
に
て
か
た


御
覧
し
て
す
て
か
た
く
お
も
ほ
す
こ
と
な
れ
は
御
お
こ
な
ひ
も
を
こ
た
り
つ
ゝ
御
覧
す
こ
の
人


と
り


に
ろ
ん
す
る
を
き
こ
し
め
し
て
ひ
た
り
み
き
と
か
９
ウ
た
わ
か
た
せ
給
梅
つ
ほ
の
御
か
た
に
は
平
内
侍
の
す
け
侍
従
の
内
侍
少
将
○の
命
婦
右
に
は
大
弐
の
内
侍
の
す
け
中
将
の
命
婦
兵
部衛
○の
命
婦
を
た
ゝ
い
ま
は
こ
ゝ
ろ
に
く
き
い
う
そ
く
と
も
に
て
心


に
あ
ら
そ
ふ
く
ち
つ
き
と
も
を
お
か
し
と
き
こ
し
め
し
て
先
物
か
た
り
の
い
て
き
は
し
め
の
お
や
な
る
竹
と
り
の
翁
に
う
つ
ほ
の
と
し
か
け
を
○
あ
は
せ
てあ
ら
そ
ふ
・
な
よ
竹
の
よ
ゝ
に
ふ
り
に
け
る
こ
と
お
か
し
き
ふ
し
も
な
け
れ
と
か
く
や
ひ
め
の
こ
の
世
の
に
こ
り
に
も
け
か
れ
す
は
る
か
に
思
ひ
の
ほ
れ
る
ち
き
り
た
か
く
神
代
の
こ
と
な
め
れ
は
あ
さ
は
か
な
る
○女
目め
の
を
よ
は
10
オ
ぬ
な
ら
ん
か
し
と
い
ふ
右
は
か
く
や
ひ
め
の
ゝ
ほ
り
け
ん
雲
ゐ
は
け
に
を
よ
は
ぬ
こ
と
な
れ
は
た
れ
も
知
か
た
し
こ
の
世
の
ち
き
り
は
竹
の
な
か
に
む
す
ひ
け
れ
は
く
た
れ
る
人
の
こ
と
ゝ
こ
そ
は
み
ゆ
め
れ
ひ
と
つ
家
の
う
ち
は
て
ら
し
け
21
め
と
も
ゝ
し
き
の
か
し
こ
き
御
ひ
か
り
に
は
な
ら
は
す
な
り
に
け
り
あ
へ
の
お
ほ
し
か
ち
ゝ
の
こ
か
ね
を
す
て
ゝ
ひ
ね
す
み
の
お
も
ひ
か
た
時
に
き
え
た
る
も
い
と
あ
へ
な
し
く
ら
も
ち
の
み
こ
の
ま
こ
と
の
ほ
う
ら
い
の
ふ
か
き
心
も
し
り
な
かか
ら
い
つ
は
り
て
玉
の
え
た
に
き
す
を
つ
け
た
る
を
あ
や
ま
ち
と
な
す
・
ゑ
は
こ
せ
の
10
ウ
あ
ふ
み
手
は
き
の
つ
ら
ゆ
き
か
け
り
か
む
や
か
み
に
か
ら
の
き
を
は
い
し
て
あ
か
む
ら
さ
き
の
へ
う
し
し
た
む
の
ち
く
よ
の
つ
ね
の
よ
そ
ひ
な
り
・
と
し
か
け
は
は
け
し
き
浪
風
に
お
ほ
ゝ
れ
し
ら
ぬ
く
に
ゝ
は
な
た
れ
し
か
と
な
を
さ
し
て
ゆ
き
け
る
か
た
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
も
か
な
ひ
て
つ
ゐ
に
人
の
み
か
と
に
も
わ
か
国
に
も
あ
り
か
た
き
さ
え
の
ほ
と
を
ひ
ろ
め
名
を
残
し
け
る
ふ
かる
き
心
を
い
ふ
に
ゑ
の
さ
ま
も
も
ろ
こ
し
と
日
の
本
と
を
と
り
な
ら
へ
て
お
も
し
ろ
き
事
と
も
な
を
な
ら
ひ
な
し
と
い
ふ
・
し
ろ
き
し
き
し
あ
を
き
へ
う
し
き
な
る
玉
の
11
オ
ち
く
な
り
絵
は
つ
ね
の
り
手
は
道
風
な
れ
は
い
ま
め
か
し
う
お
か
し
け
に
め
も
か
ゝ
や
く
ま
て
見
ゆ
る
左
○に
は
そ
の
こ
と
は
り
な
し
・
つ
き
に
伊
勢
物
か
た
り
に
正
三
位
を
あ
は
せ
て
ま
た
さ
た
め
や
ら
す
こ
れ
も
み
き
は
お
も
し
ろ
く
に
き
は
ゝ
し
く
う
ち
わ
た
り
よ
り
う
ち
は
し
め
ち
か
き
世
の
あ
り
さ
ま
を
か
き
た
る
は
お
か
し
う
見
所
ま
さ
る
へ
い
な
い
し
伊
勢
の
海
の
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
を
た
と
ら
す
て
ふ
り
に
し
跡
と
な
み
や
け
つ
へ
き
よ
の
つ
ね
の
あ
た
こ
と
の
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
か
さ
れ
る
に
を
さ
れ
て
な
り
ひ
ら
11
ウ
か
名
を
や
く
た
す
へ
き
と
あ
ら
そ
ひ
か
ね
た
り
右
の
す
け
雲
の
う
へ
に
お
も
ひ
の
ほ
れ
る
心
に
は
千
尋
の
そ
こ
も
は
る
か
に
そ
み
る
兵
衛
の
大
君
の
心
た
か
さ
は
け
に
す
て
か
た
け
れ
と
さ
い
五
中
将
の
名
を
は
え
く
た
さ
し
と
の
給
○は
せ
て
み
や
み
る
め
こ
そ
う
ら
ふ
り
ぬ
ら
め
年
へ
に
し
い
せ
お
の
あ
ま
の
名
を
や
し
つ
め
ん
か
や
う
の
女
こ
と
に
て
み
た
り
か
は
し
22
く
あ
ら
そ
ふ
に
一
ま
き
に
言
○の
葉
を
つ
く
し
て
え
も
い
ひ
や
ら
す
た
ゝ
あ
さ
は
か
な
る
若
人
と
も
は
し
に
か
へ
り
ゆ
か
し
か
れ
と
う
へ
の
も
み
や
の
も
か
た
は
し
を
た
に
12
オ
え
み
す
い
と
い
た
う
ひ
め
さ
せ
給
・
お
と
ゝ
ま
い
り
た
ま
ひ
て
か
く
と
り


に
あ
ら
そ
ひ
さ
は
く
心
は
へ
と
も
お
か
し
く
お
ほ
し
て
お
な
し
く
は
御
前
に
て
こ
の
か
ち
ま
け
さ
た
め
ん
と
の
た
ま
ひ
な
り
ぬ
か
ゝ
る
こ
と
も
や
と
か
ね
て
お
ほ
えし
け
れ
は
な
か
に
も
こ
と
な
る
は
え
り
と
ゝ
め
給
へ
る
に
か
の
す
ま
あ
か
し
の
ふ
た
ま
き
は
お
ほ
す
と
こ
ろ
あ
り
て
と
り
ま
せ
給
へ
り
け
り
中
納
言
も
そ
の
御
こ
ゝ
ろ
を
と
ら
す
こ
の
比
の
世
に
は
た
ゝ
か
く
お
も
し
ろ
き
か
み
ゑ
を
と
ゝ
の
ふ
る
こ
と
を
あ
め
の
し
た
い
と
な
み
た
り
今
あ
ら
た
め
か
ゝ
ん
こ
と
は
ほ
い
な
き
事
12
ウ
な
り
た
ゝ
あ
り
け
ん
か
き
り
を
こ
そ
と
の
給
へ
と
中
納
言
は
人
に
も
み
せ
て
わ
り
な
き
窓
を
あ
け
て
か
ゝ
せ
給
め
る
を
院
に
も
か
ゝ
る
こ
と
き
か
せ
給
て
梅
つ
ほ
に
御
ゑ
と
も
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
年
の
う
ち
の
せ
ち
ゑ
と
も
の
お
も
し
ろ
く
け
ふう
あ
る
を
む
か
し
の
上
手
と
も
の
と
り


に
か
け
る
に
え
ん
き
の
御
て
つ
か
ら
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
か
ゝ
せ
給
へ
る
に
又
わ
か
御
世
の
こ
と
も
か
ゝ
せ
給
へ
る
ま
き
に
か
の
斎
宮
の
く
た
り
給
し
日
の
大
こ
く
殿
の
き
し
き
御
心
にに
し
み
て
お
ほ
し
け
れ
は
か
く
へ
き
や
う
く
は
し
く
お
ほ
せ
ら
れ
て
き
む
も
ち
か
つ
か
う
ま
つ
れ
る
か
い
と
い
み
13
オ
し
き
を
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
・
え
ん
に
す
き
た
る
ち
む
の
は
こ
に
お
な
し
き
こ
ゝ
ろ
は
の
さ
ま
な
と
い
と
い
ま
め
か
し
御
せ
う
そ
こ
は
た
ゝ
こ
と
は
に
て
院
の
殿
上
に
も
さ
ふ
ら
ふ
左
近
○の
中
将
を
御
つ
か
ひ
に
て
あ
り
か
の
大
こ
く
殿
の
御
こ
し
よ
せ
た
る
所
の
か
う


し
き
に
身
こ
そ
か
く
し
め
の
ほ
か
な
れ
そ
の
か
み
の
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
を
わ
す
れ
し
も
せ
す
と
の
み
あ
り
き
こ
え
給
は
さ
ら
ん
も
い
と
か
た
し
な
け
れ
は
く
る
し
く
お
ほ
し
な
○か
ら
む
か
し
の
御
か
ん
さ
し
の
は
し
を
い
さ
ゝ
か
お
り
て
し
め
の
う
ち
は
む
か
し
に
あ
ら
ぬ
こ
ゝ
ち
し
て
神
世
の
23
13
ウ
こ
と
も
今
そ
こ
ひ
し
き
と
て
は
な
た
の
か
ら
の
か
み
に
つ
ゝ
み
て
ま
い
ら
せ
給
御
つ
か
ひ
の
ろ
く
な
と
い
と
な
ま
め
か
し
院
の
み
か
と
御
ら
ん
す
る
に
か
き
り
な
く
あ
は
れ
と
お
ほ
す
に
そ
あ
り
し
よ
を
と
り
か
へ
さ
ま
ほ
し
く
お
も
ほ
し
け
る
お
と
ゝ
を
も
つ
ら
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
け
ん
か
し
過
に
し
か
た
の
御
む
く
○ひ
に
や
あ
り
け
ん
・
院
の
御
ゑ
は
き
さ
い
の
み
や
よ
り
つ
た
は
り
て
あ
の
女
御
の
御
か
た
に
も
お
ほ
く
ま
い
る
へ
し
・
内
侍
の
か
む
の
君
も
か
や
う
の
御
こ
の
ま
し
さ
は
人
に
す
く
れ
て
お
か
し
き
さ
ま
に
と
り
な
し
つ
ゝ
あ
つ
め
給
・
其
日
と
さ
た
め
て
に
は
か
な
る
や
う
14
オ
な
れ
と
お
か
し
き
さ
ま
に
は
か
な
う
し
な
し
て
ひ
た
り
右
の
御
ゑ
と
も
ま
い
ら
せ
給
女
房
の
さ
ふ
ら
ひ
に
お
ま
し
よ
そ
は
せ
て
北
南
か
た


に
わ
か
れ
て
さ
ふ
ら
ふ
殿
上
人
は
こ
う
ら
う
て
ん
の
す
の
こ
に
を
の


こ
ゝ
ろ
よ
せ
つ
ゝ
さ
ふ
ら
ふ
・
ひ
た
り
は
し
たた
ん
の
は
こ
に
す
は
う
の
花
そ
く
し
き
も
の
に
は
む
ら
さ
き
ち
の
か
ら
○の
に
し
き
う
ち
し
き
は
え
ひ
そ
め
の
か
ら
の
き
な
り
わ
ら
は
六
人
あ
か
い
ろ
に
さ
く
ら
か
さ
ね
の
か
さ
み
あ
こ
め
は
く
れ
な
ゐ
に
藤
か
さ
ね
の
お
り
物
な
り
す
か
た
よ
う
い
な
と
な
へ
て
な
ら
す
み
ゆ
・
右
は
ち
ん
の
は
こ
に
せ
ん
か
う
の
し
た
つ
く
ゑ
う
ち
14
ウ
し
き
は
あ
を
ち
イちに
の
こ
ま
の
に
し
き
あ
し
ゆ
ひ
の
く
み
花
そ
く
の
心
は
ヘ
な
と
今
め
か
し
わ
ら
は
あ
を
色
に
柳
の
か
さ
み
山
ふ
き
か
さ
ね
の
あ
こ
め
き
た
り
み
な
お
ま
へ
に
か
き
た
つ
う
へ
の
女
房
ま
へ
し
り
へ
と
さ
しう
そ
き
わ
け
た
り
め
し
あ
り
て
う
ち
の
お
と
ゝ
権
中
納
言
ま
い
り
給
其
日
そそ
ち
の
み
や
も
ま
い
り
給
へ
り
い
と
よ
し
あ
り
て
お
は
す
る
な
か
に
ゑ
を
な
ん
た
て
ゝ
こ
の
み
給
へ
は
お
と
ゝ
の
し
た
に
す
す
みめ
給
へ
る
や
う
ひ
け
る
に
や
あ
ら
ん
こ
と


し
き
め
し
に
は
あ
ら
て
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
給
を
お
ほ
○せ
こ
と
あ
り
て
お御
ま
へ
に
ま
い
り
た
ま
ふ
こ
の
は
ん
さ
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
○
け
に
い
とい
み
し
うく
け
に
か
き
15
オ
つ
く
し
た
る
ゑ
と
も
あ
り
さ
ら
に
え
さ
た
め
や
り
給
は
す
れ
い
の
四
季
の
ゑ
も
い
に
し
へ
の
上
手
と
も
の
お
24
も
し
ろ
き
事
と
も
を
え
ら
ひ
つ
ゝ
筆
と
ゝ
こ
ほ
ら
す
書
な
○か
し
た
る
さ
ま
た
と
へ
ん
か
た
な
し
と
み
る
に
か
み
ゑ
は
か
き
り
あ
り
て
や
りま
水
の
ゆ
た
か
な
る
心
は
へ
を
え
み
せ
つ
く
さ
ぬ
も
の
な
れ
は
た
ゝ
筆
の
か
き
り
人
の
心
に
つ
く
り
た
て
ら
れ
て
今
の
あ
さ
は
か
な
る
も
む
か
し
の
跡
に
は
ち
な
く
に
き
は
ゝ
し
く
あ
な
お
も
し
ろ
と
み
ゆ
る
事
は
ま
さ
り
て
お
ほ
く
の
あ
ら
そ
ひ
と
も
け
ふ
は
か
た


に
け
ふう
あ
る
こ
と
ゝ
も
お
ほ
か
り
あ
さ
か
れ
ひい
の
み
さ
う
し
15
ウ
を
あ
け
て
中
宮
も
お
は
し
ま
せ
は
ふ
か
う
し
ろ
し
め
し
た
ら
ん
と
思
ふ
に
お
と
ゝ
も
い
と
ゆ
ふ
に
お
も
ほ
さ
れ
給
て
所


の
は
ん
と
も
こ
ゝ
ろ
も
と
な
き
折


に
時
々
さ
し
いい
ら
へ
給
け
る
ほ
と
あ
ら
ま
ほ
し
さ
た
め
か
ね
て
よ
に
い
り
ぬ
・
左
は
な
を
か
す
ひ
と
つ
あ
る
は
て
に
す
ま
の
ま
き
出
き
た
る
に
中
納
言
の
御
こ
ゝ
ろ
さ
は
き
に
け
り
あ
な
た
に
も
心
しし
て
は
て
の
ま
き
は
心
こ
と
に
す
く
れ
た
る
を
え
り
を
き
給
へ
る
に
か
ゝ
る
い
み
し
き
も
の
ゝ
上
手
の
こ
ゝ
ろ
の
か
き
り
お
も
ひ
す
ま
し
て
し
つ
か
に
か
き
給
へ
る
は
た
と
ふ
へ
き
か
た
な
し
16
オ
御
子
よ
り
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
な
み
た
と
ゝ
め
給
は
す
そ
の
世
に
こ
ゝ
ろ
く
る
し
か
な
し
と
お
ほ
し
ゝ
程ほと
よ
り
も
お
は
し
け
ん
あ
り
さ
ま
御
心
に
お
ほ
し
け
ん
事
と
も
た
ゝ
今
の
や
う
に
見
え
所
の
さ
ま
お
ほ
つ
か
な
き
浦


磯
の
か
く
れ
な
く
か
き
あ
ら
は
し
給
へ
り
さ
う
の
て
に
か
む
な
の
と
こ
ろ


に
か
き
ま
せ
て
ま
ほ
の
く
は
し
き
日
記
に
は
あ
ら
す
哀
な
る
哥
な
と
も
ま
し
れ
る
た
く
ひ
ゆ
か
し
た
れ
も
こ
と


お
も
ほ
さ
す
さ
ま


の
御
ゑ
の
け
ふう
こ
れ
に
み
な
う
つ
り
は
て
ゝ
哀
に
お
も
し
ろ
し
よ
ろ
つ
み
な
を
し
ゆ
つ
り
て
ひ
た
り
か
つ
に
16
ウ
な
り
ぬ
・
夜
あ
け
か
た
ち
か
く
な
る
ほ
と
に
物
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
れ
て
御
か
は
ら
け
な
と
ま
い
る
つ
い
て
に
む
か
し
の
御
物
か
た
り
と
も
出
き
て
い
は
け
な
き
ほ
と
よ
り
か
く
も
ん
に
心
を
い
れ
て
侍
し
に
す
こ
し
も
さ
え
な
と
付
ぬ
へ
く
や
御
ら
ん
し
け
ん
院
の
た
ま
は
せ
し
や
う
さ
い
か
く
と
25
い
ふ
も
の
世
に
い
と
を
も
く
す
る
も
の
な
れ
は
に
や
あ
ら
ん
い
た
う
す
ゝ
み
ぬ
る
人
の
い
の
ち
を
さ
い
は
ひ
と
な
ら
ひ
ぬ
る
は
い
と
か
た
き
も
の
に
な
む
し
な
た
か
く
む
ま
れ
さ
ら
て
も
人
に
を
と
る
ま
し
き
ほ
と
に
て
あ
な
か
ち
に
こ
の
み
ち
な
ふ
か
く
な
ら
ひ
そ
と
い
さ
め
さ
せ
給
て
17
オ
ほ
ん
さ
い
の
か
た


も
の
を
し
へ
さ
せ
給
し
に
つ
た
な
き
事
も
な
く
又
と
り
た
て
ゝ
こ
の
こ
と
ゝ
こ
ゝ
ろ
う
る
事
も
侍
ら
さ
り
き
絵
か
く
こ
と
の
み
な
ん
あ
や
し
く
は
か
な
き
も
の
か
ら
い
か
に
し
て
か
は
こ
ゝ
ろ
行
は
か
り
か
き
て
み
る
へ
き
と
お
も
ふ
お
り


侍
し
を
お
ほ
え
ぬ
山
か
つ
に
な
り
て
四
方
の
う
み
の
ふ
か
き
心
を
見
し
に
さ
ら
に
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
く
ま
な
く
い
た
ら
れ
に
し
か
と
筆
の
行
か
き
り
あ
り
て
こ
ゝ
ろ
よ
り
は
こ
と
ゆ
か
す
な
む
お
も
ふ
た
ま
へ
ら
れ
し
を
つ
い
て
な
く
て
御
ら
ん
せ
さ
す
へ
き
な
ら
ね
は
か
う
す
き


し
き
や
う
な
る
の
ち
の
き
こ
え
や
あ
ら
ん
17
ウ
と
御
子
に
申
た
ま
へ
は
・
な
に
の
さ
え
も
心
よ
り
は
な
ち
て
な
ら
ふ
へ
き
わ
さ
な
ら
ね
と
み
ち


に
も
の
ゝ
し
あ
るり
ま
ね
ひ
所
あ
ら
ん
は
こ
と
の
ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
は
し
ら
ね
と
を
の
つ
か
ら
う
つ
さ
ん
に
あ
と
あ
り
ぬ
へ
し
筆
と
る
み
ち
と
碁
う
つ
こ
と
ゝ
そ
あ
や
し
う
た
ま
し
ゐ
の
ほ
と
み
ゆ
る
を
ふ
か
き
ら
う
な
く
見
ゆ
る
を
れ
も
の
も
さ
る
へ
き
に
て
か
き
う
つ
た
く
ひ
も
出
く
れ
と
家
の
こ
の
な
か
に
は
猶
人
に
ぬ
け
ぬ
る
人
の
な
に
事
を
も
こ
の
み
え
け
る
と
そ
見
え
た
る
院
の
御
ま
へ
に
て
み
こ
た
ち
内
親
王
い
つ
れ
か
は
さ
ま


と
り


の
さ
え
な
ら
は
さ
せ
18
オ
給
は
さ
り
け
ん
そ
の
な
か
に
も
と
り
た
て
た
る
御
心
に
い
れ
て
つ
た
へ
う
け
と
ら
せ
給
へ
る
か
ひ
あ
り
て
文
さ
い
を
は
さ
る
も
の
に
て
い
は
す
さ
ら
ぬ
こ
と
の
な
か
に
は
琴
ひ
か
せ
給
こ
と
な
ん
い
ち
の
さ
ええ
に
て
つ
き
に
は
よ
こ
笛
ひ
わ
さ
う
の
こ
と
を
な
ん
つ
き


に
な
ら
ひ
給
へ
る
と
う
へ
も
お
ほ
し
の
給
は
せ
き
よ
の
人
し
か
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
る
を
ゑ
は
猶
ふ
て
の
つ
い
て
に
す
さ
ひ
さ
せ
給
あ
た
こ
と
ゝ
こ
そ
お
も
ひ
給
へ
し
か
い
と
か
う
ま
26
さ
な
き
ま
て
い
に
し
へ
の
す
み
か
き
の
上
手
と
も
あ
と
を
く
ら
う
な
し
つ
へ
か
め
る
は
か
へ
り
て
け
し
か
ら
ぬ
わ
さ
な
18
ウ
り
と
打
み
た
れ
て
き
こ
え
給
て
ゑ
い
な
き
に
や
院
の
御
事
き
こ
ええ
い
て
ゝ
う
ち
し
ほ
た
れ
給
ひ
ぬ
・
廿
日
あ
ま
り
の
月
さ
し
出
て
こ
な
た
は
ま
た
さ
や
か
な
ら
ね
と
お
ほ
か
た
の
空
お
か
し
き
ほ
と
な
る
に
ふ
む
の
つ
か
さ
の
御
こ
と
め
し
出
て
わ
こ
ん
権
中
納
言
た
ま
は
り
た
ま
ふ
さ
は
い
へ
と
人
に
ま
さ
り
て
か
き
た
て
給
へ
り
み
こ
の
さ
う
の
御
こ
と
お
と
ゝ
き
ん
ひ
わ
は
少
将
の
命
婦
つ
か
う
ま
つ
る
う
へ
人
の
な
か
に
す
く
れ
た
る
を
め
し
て
は
う
し
給
は
す
い
み
し
う
お
も
し
ろ
し
あ
け
は
つ
る
ま
ゝ
に
花
の
色
も
人
の
御
か
た
ち
も
ほ
の
か
に
見
え
て
鳥
の
19
オ
さ
へ
つ
る
ほ
と
こ
ゝ
ち
ゆ
き
め
て
た
き
あ
さ
ほ
ら
け
な
り
ろ
く
と
も
は
中
宮
の
御
か
た
よ
り
給
は
す
み
こ
は
御
そ
又
か
さ
ね
て
給
は
り
た
ま
ふ
そ
の
比
の
こ
と
に
は
こ
の
ゑ
○の
さ
た
め
を
し
た
ま
ふ
か
の
う
ら


の
ま
き
は
中
宮
の
御
か
た
に
さ
ふ
ら
は
せ
給
へ
と
き
こ
え
さ
せ
給
け
れ
は
こ
れ
か
は
し
め
又
の
こ
り
の
ま
き


ゆ
か
し
か
ら
せ
給
へ
と
い
ま
つ
き


に
と
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
う
へ
に
も
御
心
ゆ
か
せ
給
て
お
ほ
し
め
し
た
る
を
う
れ
し
く
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
・
は
か
な
き
こ
と
に
つ
け
て
も
か
う
も
て
な
し
き
こ
え
給
へ
は
権
中
納
言
は
な
を
お
ほ
え
を
さ
る
へ
き
19
ウ
に
や
と
こ
ゝ
ろ
や
ま
し
う
お
ほ
さ
る
へ
か
め
り
う
へ
の
御
心
さ
し
は
も
と
よ
り
お
ほ
し
し
み
に
け
れ
は
猶
こ
ま
や
か
に
お
ほ
し
め
し
た
る
さ
ま
を
人
し
れ
す
見
た
て
ま
つ
り
し
り
給
て
そ
た
の
も
し
く
さ
り
と
も
と
お
ほ
さ
れ
け
る
・
さ
る
へ
き
せ
ち
ゑ
と
も
に
も
こ
の
御
と
き
よ
り
と
す
ゑ
の
人
の
い
ひ
つ
た
ふ
へ
き
れ
い
を
そ
へ
ん
と
お
ほ
し
わ
た
く
し
さ
ま
の
か
ゝ
る
は
か
な
き
御
あ
そ
ひ
も
め
つ
ら
し
き
す
ち
に
せ
さ
せ
給
て
い
み
し
き
さ
か
り
の
御
世
な
り
・
お
と
ゝ
そ
な
を
つ
ね
な
き
も
の
に
世
を
お
ほ
し
て
い
ま
す
こ
し
お
と
な
ひ
お
は
し
ま
す
と
み
た
て
ま
つ
り
て
20
オ
27
猶
世
を
そ
む
き
な
ん
と
ふ
か
く
お
も
ほ
す
へ
か
め
る
む
か
し
の
た
め
し
を
見
き
く
に
も
よ
は
ひ
た
ら
て
つ
か
さ
位
た
か
く
の
ほ
り
世
に
ぬ
け
ぬ
る
人
の
な
か
く
え
た
も
た
ぬ
わ
さ
な
り
け
り
こ
の
御
世
に
は
身
の
ほ
と
お
ほ
え
○す
き
に
た
り
な
か
比
な
き
に
成
て
し
つ
み
た
り
し
う
れ
へ
に
か
は
り
て
い
ま
ゝ
て
も
な
か
ら
ふ
る
な
り
今
よ
り
後
の
さ
か
へ
は
猶
い
の
ち
う
し
ろ
め
た
し
し
つ
か
に
こ
も
り
ゐ
て
の
ち
の
世
の
こ
と
を
つ
と
め
か
つ
は
よ
は
ひ
を
も
の
へ
ん
と
お
も
ほ
し
て
山
里
の
長
閑
な
る
を
し
め
て
御
堂
つ
く
ら
せ
た
ま
ひ
仏
経
の
い
と
な
み
20
ウ
そ
へ
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
め
る
に
す
ゑ
の
君
た
ち
お
も
ふ
さ
ま
に
か
し
つ
き
い
た
し
て
み
む
と
お
ほ
し
め
す
に
そ
と
く
捨
給
は
ん
事
は
か
た
け
な
る
い
か
に
お
ほ
し
を
き
つ
る
に
か
と
い
と
し
り
か
た
し
21
オ
28
(
松
か
せ)
ひ
ん
か
し
の
院
つ
く
り
た
て
ゝ
花
散
里
と
聞
え
し
う
つ
ろ
は
し
給
ふ
西
の
た
い
わ
た
殿
な
と
か
け
て
ま
と
こ
ろ
け
い
し
な
と
あ
る
へ
き
さ
ま
に
し
を
か
せ
給
ひ
ん
か
し
の
た
い
は
あ
か
し
の
御
方
と
お
ほ
し
を
き
て
た
り
北
の
た
い
は
こ
と
に
ひ
ろ
く
つ
く
ら
せ
給
て
か
り
に
て
も
哀
と
お
ほ
し
て
行
末
か
け
て
契
た
の
め
給
し
人


つ
と
ひ
住
へ
き
さ
ま
に
へ
た
て


し
つ
ら
は
せ
給
へ
る
し
も
な
つ
か
し
う
見
所
あ
り
て
こ
ま
か
也
し
ん
て
む
は
ふ
た
け
給
は
す
時


わ
た
り
給
ふ
御
や
す
み
所
に
し
て
さ
る
か
た
な
る
御
し
つ
ら
ひ
と
も
し
を
か
せ
給
へ
り
明
石
に
は
御
１
オ
せ
う
そ
こ
た
え
す
今
は
猶
の
ほ
り
給
へ
き
事
を
は
の
給
へ
と
女
は
猶
わ
か
身
の
ほ
と
を
思
ひ
し
る
こ
と
な
く
や
ん
こ
と
な
き
ゝ
は
の
人
々
た
に
中


さ
て
か
け
は
なれ
ぬ
御
有
さ
ま
の
つ
れ
な
き
を
み
つ
ゝ
物
思
ひ
ま
さ
り
ぬ
へ
く
き
く
を
ま
し
て
な
に
は
か
り
の
お
ほ
え
な
り
と
て
か
さ
し
い
て
ま
し
ら
は
ん
こ
の
わ
か
君
の
御
お
も
て
ふ
せ
に
数
な
ら
ぬ
身
の
程
こ
そ
あ
ら
は
れ
め
玉
さ
か
に
は
ひ
わ
た
り
給
つ
ゐ
て
を
ま
つ
事
に
て
人
わ
ら
へ
に
は
し
た
な
き
事
い
か
に
あ
ら
ん
と
思
ひ
み
た
れ
て
も
又
さ
り
と
て
か
ゝ
る
所
に
お
ひ
い
て
ゝ
か
す
ま
へ
ら
れ
給
は
さ
ら
ん
も
い
と
１
ウ
哀
と
な
れ
は
ひ
た
す
ら
に
も
え
う
ら
み
そ
む
か
す
親
た
ち
も
け
に
こ
と
は
り
と
思
ひ
な
け
く
に
中


心
も
つ
き
は
て
ぬ
む
か
し
は
ゝ
君
の
御
お
ほ
ち
中
務
の
宮
と
聞
え
け
る
か
ら
う
し
給
け
る
所
大
井
河
の
と
(
マ
マ)
わ
た
り
に
あ
り
け
る
を
そ
の
御
後
は
か


し
う
あ
ひ
つ
く
人
も
な
く
て
年
比
あ
れ
ま
と
ふ
を
思
ひ
出
て
か
の
時
よ
り
つ
た
は
り
て
宿
も
り
の
や
う
に
て
あ
る
人
を
よ
ひ
と
り
て
か
た
ら
ふ
世
中
を
今
は
と
思
ひ
は
て
ゝ
か
ゝ
る
す
ま
ゐ
に
し
つ
み
そ
め
し
か
と
も
末
の
世
に
思
か
け
ぬ
事
い
て
き
て
な
ん
さ
ら
に
都
の
栖
も
と
む
る
を
俄
に
ま
は
ゆ
き
人
な
か
２
オ
29
い
と
は
し
た
な
く
ゐ
中
ひ
に
け
る
心
ち
も
し
つ
か
な
る
ま
し
き
を
ふ
る
き
所
た
つ
ね
て
と
な
ん
思
ひ
よ
る
さ
る
へ
き
物
は
あ
け
わ
た
さ
ん
す
り
な
と
し
て
か
た
の
こ
と
人
す
み
ぬ
へ
く
は
つ
く
ろ
ひ
な
さ
れ
な
ん
や
と
い
ふ
あ
つ
か
り
此
年
比
ら
う
す
る
人
も
物
し
給
は
す
あ
や
し
き
藪
に
成
て
侍
れ
とは
し
も
や
に
そ
つ
く
ろ
ひ
て
や
と
り
侍
る
を
此
春
の
こ
ろ
内
の
大
殿
の
つ
く
ら
せ
給
ふ
御
堂
ち
か
く
て
か
の
わ
た
り
な
ん
い
と
け
さ
は
か
し
う
な
り
に
て
侍
る
い
か
め
し
き
御
た
う
と
も
た
て
ゝ
お
ほ
く
の人
な
ん
つ
く
り
い
と
な
み
侍
る
め
る
し
つ
か
な
る
御
ほ
い
な
ら
は
そ
れ
２
ウ
も
か
の
と
の
ゝ
御
か
け
に
か
た
か
け
て
と
思
ふ
事
あ
り
て
を
の
つ
か
ら
を
い


に
う
ち
の
事
と
も
を
物
せ
よ
と
い
ふ
み
つ
か
ら
ら
う
す
る
所
に
は
へ
ら
ね
と
又
し
り
つ
た
え
給
ふ
人
も
な
け
れ
は
か
こ
か
な
る
な
ら
ひ
に
て
年
比
か
く
ろ
へ
侍
つ
る
也
み
さ
う
の
田
畠
な
と
い
ふ
事
の
あ
れ
は
へ
り
し
か
は
故
民
部
大
輔
の
君
に
申
給
は
り
て
さ
る
へ
き
も
の
な
と
奉
り
て
な
ん
ら
う
し
つ
く
り
侍
る
な
ん
と
そ
の
あ
た
り
の
た
く
は
へ
の
事
と
も
を
あ
や
う
け
に
思
て
ひ
け
か
ち
に
つ
な
し
に
く
き
か
ほ
を
は
な
ゝ
と
打
あ
か
め
つ
ゝ
は
ち
ふ
き
い
へ
は
さ
ら
に
そ
の
田
な
と
や
う
の
事
は
３
オ
こ
ゝ
に
し
る
ま
し
た
ゝ
年
比
の
や
う
に
思
ひ
て
物
せ
よ
券
な
と
は
こ
ゝ
に
な
ん
あ
れ
と
す
へ
て
世
中
を
捨
た
る
身
に
て
年
比
と
も
か
く
も
た
つ
ね
し
ら
ぬ
を
そ
の
事
も
今
く
は
し
く
し
た
た
め
ん
な
と
い
ふ
に
も
大
と
の
ゝ
け
は
ひ
を
か
く
れ
は
わ
つ
ら
は
し
く
て
そ
の
ゝ
ち
物
な
と
お
ほ
く
う
け
と
り
て
な
ん
い
そ
き
つ
く
り
け
る
か
や
う
に
思
ひ
よ
る
ら
ん
と
も
し
り
給
は
て
の
ほ
ら
ん
事
を
物
う
か
る
も
心
え
す
お
ほ
し
わ
か
君
の
さ
て
つ
く


と
物
し
給
ふ
を
後
の
世
に
人
の
い
ひ
つ
た
え
ん
今
一
き
は
人
わ
ろ
き
ゝ
は
に
や
と
お
ほ
す
つ
く
り
出
て
そ
し
か


３
ウ
の
所
を
な
ん
思
ひ
出
た
る
と
聞
え
さ
せ
け
る
人
に
ま
し
ら
は
ん
事
を
く
る
し
け
に
の
み
物
す
る
は
か
く
思
ふ
也
け
り
と
心
え
給
く
ち
お
し
か
ら
ぬ
心
の
よ
う
い
ほ
と
30
哉
と
お
ほ
し
な
り
ぬ
こ
れ
み
つ
の
朝
臣
れ
い
の
忍
ふ
る
道
は
い
つ
と
な
く
い
ろ
ひ
つ
か
う
ま
つ
る
人
な
れ
は
つ
か
は
し
く
(
マ
マ)
さ
る
へ
き
さ
ま
に
こ
ゝ
か
し
こ
の
よ
う
い
な
と
せ
さ
せ
給
け
り
あ
た
り
お
か
し
う
て
海
つ
ら
に
か
よ
ひ
た
る
所
の
さ
ま
に
な
ん
侍
り
け
る
と
聞
ゆ
れ
は
さ
や
う
の
す
ま
ゐ
に
よ
し
な
か
ら
す
は
あ
り
ぬ
へ
し
と
お
ほ
す
つ
く
ら
せ
給
ふ
御
た
う
は
大
覚
寺
の
み
な
み
に
あ
た
り
て
た
き
４
オ
殿
の
心
は
へ
な
と
を
と
ら
す
お
も
し
ろ
き
寺
也
こ
れ
は
河
つ
ら
に
え
も
い
は
ぬ
松
か
け
に
な
に
の
い
た
は
り
も
な
く
た
て
た
る
し
ん
て
む
の
こ
と
そ
き
た
る
さ
ま
も
を
の
つ
か
ら
山
里
の
哀
を
み
せ
た
り
う
ち
の
し
つ
ら
ひ
な
と
ま
て
お
ほ
し
よ
る
し
た
し
き
人


い
み
し
う
忍
ひ
て
く
た
し
つ
か
は
す
の
か
れ
か
た
く
て
今
は
と
思
ひ
(
マ
マ)
に
年
へ
つ
る
う
ら
を
は
な
れ
な
ん
事
哀
に
入
道
の
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
て
独
と
ま
ら
ん
事
を
思
ひ
み
た
れ
て
よ
ろ
に
か
(
マ
マ)
な
し
す
へ
て
な
と
か
く
心
つ
く
し
に
な
り
は
し
め
け
ん
身
に
か
と
露
の
か
ゝ
ら
ぬ
た
く
ひ
う
ら
山
し
く
４
ウ
お
ほ
ゆ
親
た
ち
も
か
ゝ
る
御
む
か
へ
に
て
の
ほ
る
さ
い
は
ひ
は
年
比
ね
て
も
さ
め
て
も
ね
か
ひ
わ
た
り
し
心
さ
し
の
か
な
ふ
と
い
と
う
れ
し
け
れ
と
あ
ひ
み
て
過
さ
ん
い
ふ
せ
さ
の
た
へ
か
た
う
か
な
し
け
れ
は
よ
る
ひ
る
思
ほ
れ
て
お
な
し
事
を
の
み
さ
ら
は
わ
か
君
を
は
見
奉
ら
て
は
侍
る
へ
き
か
と
い
ふ
よ
り
ほ
か
の
事
な
し
母
君
も
い
み
し
う
哀
也
年
比
た
に
お
な
し
い
ほ
り
に
も
す
ま
す
か
け
は
な
れ
つ
れ
は
ま
し
て
た
れ
に
よ
り
て
か
は
か
け
と
ま
ら
ん
た
ゝ
あ
り
に
(
マ
マ)
く
打
み
る
人
の
あ
さ
は
か
な
る
か
た
ら
ひ
た
に
み
な
れ
そ
な
れ
て
わ
か
る
ゝ
ほ
と
は
５
オ
た
ゝ
な
ら
さ
め
る
を
ま
し
て
も
て
ひ
か
め
た
る
か
し
ら
つ
き
心
を
き
て
こ
そ
た
の
も
し
け
な
け
れ
と
又
さ
る
か
た
に
こ
れ
こ
そ
は
世
を
か
き
る
へ
き
栖
な
め
れ
と
あ
り
は
て
ぬ
命
を
か
き
り
に
思
ひ
て
契
す
く
し
き
つ
る
を
俄
に
行
は
な
れ
ん
も
心
ほ
そ
し
わ
か
き
人
々
の
い
ふ
せ
う
思
ひ
し
つ
み
つ
る
は
う
れ
し
き
物
か
ら
み
捨
か
た
き
浜
の
さ
31
ま
を
又
は
え
し
も
か
へ
ら
し
か
し
と
よ
す
る
波
に
そ
へ
て
袖
ぬ
れ
か
ち
也
秋
の
比
ほ
ひ
な
れ
は
物
の
哀
と
り
か
さ
ね
た
る
心
ち
し
て
そ
の
日
と
あ
る
あ
か
月
秋
風
す
ゝ
し
く
て
虫
の
ね
も
と
り
あ
へ
ぬ
に
海
の
か
た
を
見
い
た
５
ウ
し
て
ゐ
た
る
に
入
道
れ
い
の
こ
や
よ
り
ふ
か
う
お
き
て
は
な
す
ゝ
り
打
し
て
お
こ
な
ひ
ゐ
ま
し
た
り
い
み
し
う
こ
と
い
み
す
れ
と
た
れ
も


忍
ひ
か
た
し
わ
か
君
は
い
と
も


う
つ
く
し
け
に
よ
る
ひ
か
り
け
ん
玉
の
こ
ゝ
ち
し
て
袖
よ
り
ほ
か
に
は
な
ち
聞
え
さ
り
つ
る
を
み
な
れ
て
ま
つ
は
し
給
へ
る
心
さ
ま
な
と
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
か
く
人
に
た
か
へ
る
身
を
い
ま


し
く
思
ひ
な
か
ら
か
た
時
見
奉
ら
て
は
い
か
て
か
す
く
さ
ん
と
す
ら
ん
と
つ
ゝ
み
あ
へ
す
行
さ
き
を
遙
に
い
の
る
わ
か
れ
ち
に
た
へ
ぬ
老
(
マ
マ)
の
涙
也
け
り
い
と
も
ゆ
ゝ
し
や
と
て
を
し
の
こ
ひ
か
く
す
あ
ま
君
６
オ
も
ろ
と
も
に
都
は
い
て
き
此
た
ひ
や
独
野
中
の
み
ち
に
ま
と
は
ん
と
て
な
き
給
ふ
さ
ま
い
と
こ
と
は
り
也
こ
ゝ
ら
契
か
は
し
て
つ
も
り
ぬ
る
年
月
の
ほ
と
を
思
へ
は
か
う
浮
た
る
事
を
た
の
み
て
す
て
し
世
に
か
へ
る
も
お
も
へ
は
は
か
な
し
や
御
か
た
い
き
て
又
あ
ひ
み
ん
事
を
い
つ
と
て
か
限
も
し
ら
ぬ
よ
を
は
た
の
ま
ん
を
く
り
に
た
に
と
せ
ち
に
の
給
へ
と
か
た


に
つ
け
て
え
さ
る
ま
し
き
よ
し
を
い
ひ
つ
ゝ
さ
す
か
に
道
の
ほ
と
も
い
と
う
し
ろ
め
た
な
き
け
し
き
也
世
中
を
す
て
は
し
め
し
に
か
ゝ
る
人
の
く
に
ゝ
６
ウ
思
ひ
く
た
り
侍
し
事
も
た
ゝ
君
の
御
た
め
と
思
ふ
や
う
に
明
暮
の
御
か
し
つ
き
も
心
に
か
な
ふ
や
う
も
や
と
思
ひ
給
へ
た
ち
し
か
と
身
の
つ
た
な
か
り
け
る
き
は
の
思
し
ら
る
ゝ
事
お
ほ
か
り
し
か
は
さ
ら
に
都
に
か
へ
り
て
ふ
る
す
ら
う
の
し
つ
め
る
た
く
ひ
に
て
ま
つ
し
き
家
の
蓬
葎
も
と
の
あ
り
さ
ま
あ
ら
た
む
る
事
も
な
き
物
か
ら
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
に
を
こ
か
ま
し
き
名
を
ひ
ろ
め
て
親
の
御
な
き
か
け
を
は
つ
か
し
め
ん
事
の
い
み
し
さ
に
な
ん
や
か
て
世
を
捨
つ
る
か
と
て
也
け
り
と
人
に
も
し
ら
れ
32
に
し
を
そ
の
か
た
に
つ
け
て
は
よ
う
思
ひ
は
な
ち
て
７
オ
け
り
と
思
ひ
侍
る
に
君
の
や
う


お
と
な
ひ
給
ひ
も
の
お
も
な
(
マ
マ)
し
し
る
へ
き
に
そ
へ
て
は
な
と
か
う
く
ち
お
し
き
せ
か
い
に
て
に
し
き
を
か
く
し
聞
ゆ
ら
ん
と
心
の
や
み
晴
ま
な
く
な
け
き
わ
た
り
侍
し
ま
ゝ
に
仏
神
を
た
の
み
聞
え
て
さ
り
と
も
か
う
つ
た
な
き
身
に
ひ
か
れ
て
山
か
つ
の
い
ほ
り
に
は
ま
し
り
給
は
し
と
思
ふ
心
ひ
と
つ
を
頼
侍
し
に
思
ひ
よ
り
か
た
く
て
う
れ
し
き
事
と
も
を
み
奉
り
そ
め
て
も
中


身
の
ほ
と
を
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
か
な
し
く
な
け
き
侍
り
つ
れ
と
も
わ
か
君
の
か
う
い
て
お
は
し
ま
し
た
る
御
す
く
せ
の
た
の
も
し
さ
に
か
ゝ
る
７
ウ
な
き
さ
に
月
日
を
す
く
し
給
は
ん
も
い
と
か
た
し
け
な
う
契
こ
と
に
お
ほ
え
給
へ
は
見
侍
ら
ん
奉
ら
さ
ら
ん
心
ま
と
ひ
は
し
つ
め
か
た
け
れ
と
こ
の
身
は
な
か
く
世
を
す
て
し
心
侍
り
君
た
ち
は
世
を
て
ら
し
給
へ
き
ひ
か
り
し
る
け
れ
は
し
は
し
か
ゝ
る
山
か
つ
の
心
を
み
た
り
給
ふ
斗
の
御
契
こ
そ
は
あ
り
け
め
天
に
む
ま
る
ゝ
人
の
あ
や
し
き
三
の
み
ち
に
か
へ
ら
ん
一
時
に
思
な
す
ら
へ
て
け
ふ
な
か
く
わ
か
れ
奉
り
ぬ
命
つ
き
ぬ
と
き
こ
し
め
す
と
も
後
の
こ
と
お
ほ
し
い
と
な
む
な
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
御
心
う
こ
か
し
給
ふ
な
と
い
ひ
は
な
つ
物
か
ら
と
(
マ
マ)
も
な
ら
ん
ゆ
ふ
へ
ま
て
は
わ
か
君
の
御
事
８
オ
を
な
ん
六
時
の
つ
と
め
に
も
猶
心
き
た
な
く
う
ち
ま
せ
侍
ぬ
へ
き
と
て
こ
れ
に
そ
打
ひ
そ
み
ぬ
る
御
車
は
あ
ま
た
つ
ゝ
け
ん
も
所
せ
く
か
た
へ
つ
ゝ
わ
け
ん
も
わ
つ
ら
は
し
と
て
御
と
も
の
人


も
あ
な
か
ち
に
か
く
ろ
へ
忍
ふ
れ
は
船
に
て
し
の
ひ
や
か
に
と
さ
た
め
た
り
た
つ
の
時
に
ふ
な
て
し
給
む
か
し
人
も
哀
と
い
ひ
け
る
浦
の
朝
霧
へ
た
て
(
マ
マ)
た
り
行
ま
ゝ
に
い
と
物
か
な
し
く
て
入
道
は
心
す
み
は
つ
ま
し
く
あ
く
か
れ
な
か
め
ゐ
た
り
こ
ゝ
ら
年
を
へ
て
今
さ
ら
に
か
へ
る
も
猶
思
ひ
つ
き
せ
す
あ
ま
君
は
な
き
給
か
の
き
し
に
心
よ
り
に
し
あ
ま
船
の
そ
む
き
し
方
８
ウ
に
こ
き
か
へ
る
か
な
御
か
た
33
い
く
か
へ
り
行
か
ふ
秋
を
す
く
し
つ
ゝ
う
き
木
に
の
り
て
我
か
へ
る
ら
ん
思
ふ
か
た
の
風
に
て
か
き
り
け
る
日
た
か
へ
す
い
り
給
ぬ
人
に
み
と
か
め
ら
れ
し
の
心
も
あ
れ
は
み
ち
の
ほ
と
も
か
ろ
ら
か
に
し
な
し
た
り
家
の
さ
ま
も
お
も
し
ろ
う
て
年
比
へ
つ
る
海
つ
ら
に
お
ほ
え
た
れ
は
所
か
へ
た
る
心
ち
も
せ
す
昔
の
事
思
ひ
出
ら
れ
て
哀
な
る
事
お
ほ
か
り
つ
く
り
そ
へ
た
る
ら
う
な
と
ゆ
へ
あ
る
さ
ま
に
水
の
な
か
れ
も
お
か
し
う
し
な
し
た
り
こ
ま
や
か
な
る
に
は
あ
ら
ね
と
も
住
つ
か
は
さ
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
し
た
し
き
け
い
し
に
９
オ
お
ほ
せ
給
て
御
ま
う
け
の
こ
と
せ
さ
せ
給
け
り
わ
た
り
給
は
ん
こ
と
は
と
か
う
お
ほ
し
た
は
か
る
ほ
と
に
日
比
へ
ぬ
な
か


物
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
捨
し
家
居
も
恋
し
う
つ
れ


な
れ
は
か
の
御
か
た
み
の
き
ん
を
か
き
な
ら
す
お
り
の
い
み
し
う
忍
ひ
か
た
け
れ
は
人
は
な
た
る
に
打
と
け
て
す
こ
し
ひ
く
に
松
風
は
し
た
な
く
ひ
ゝ
き
あ
ひ
た
り
尼
君
物
か
な
し
け
に
て
よ
り
ふ
し
給
へ
る
お
き
あ
か
り
て
身
を
か
へ
て
ひ
と
り
か
へ
れ
る
山
里
に
聞
し
に
に
た
る
松
風
そ
ふ
く
御
か
た
ふ
る
さ
と
に
み
し
世
の
友
を
恋
わ
ひ
て
さ
え
９
ウ
つ
る
こ
と
を
た
れ
か
わ
く
ら
ん
か
や
う
に
物
は
か
な
く
て
あ
か
し
く
ら
す
お
と
ゝ
中


し
つ
こ
ゝ
ろ
な
く
お
ほ
さ
る
れ
は
人
め
お
も
え
は
ゝ
か
り
あ
へ
給
は
て
わ
た
り
給
を
女
君
に
は
か
く
な
ん
と
た
し
か
に
し
ら
せ
奉
り
給
さ
り
け
る
を
れ
い
の
聞
も
や
あ
は
せ
給
と
て
せ
う
そ
こ
聞
え
給
ふ
か
つ
ら
に
み
る
へ
き
事
侍
る
を
い
さ
や
心
に
も
あ
ら
て
程
へ
に
け
り
と
ふ
ら
は
ん
と
い
ひ
し
人
さ
え
か
の
わ
た
り
ち
か
く
き
ゐ
て
ま
つ
な
れ
は
心
く
る
し
く
て
な
ん
さ
か
の
の
御
堂
に
も
か
さ
り
な
き
仏
の
御
と
ふ
ら
ひ
す
へ
け
れ
は
二
三
日
は
侍
り
な
ん
と
聞
え
給
桂
の
院
と
い
ふ
所
に
は
10
オ
か
に
つ
く
ろ
は
せ
給
ふ
と
き
く
は
そ
こ
に
す
へ
給
へ
る
に
や
と
お
ほ
す
に
心
つ
き
な
け
れ
は
を
の
ゝ
え
さ
へ
あ
ら
た
め
給
は
ん
ほ
と
や
待
と
を
に
と
心
ゆ
か
ぬ
御
け
し
き
也
れ
い
の
く
ら
へ
く
る
し
き
御
心
か
な
い
に
し
へ
の
有
さ
ま
34
名
残
な
し
と
世
人
も
い
ふ
な
る
物
を
な
に
や
か
や
と
御
心
と
り
給
ほ
と
に
日
た
け
ぬ
忍
ひ
や
か
に
こ
せ
ん
う
と
き
は
ま
せ
て
御
心
つ
か
ひ
し
て
わ
た
り
給
ぬ
た
そ
か
れ
時
に
お
は
し
つ
き
た
り
か
り
の
御
そ
に
や
つ
れ
給
へ
り
し
た
に
世
に
し
ら
ぬ
心
ち
せ
し
を
ま
し
て
さ
る
御
心
ち
し
て
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
給
へ
る
御
な
を
10
ウ
し
す
か
た
世
に
な
く
な
ま
め
か
し
う
ま
は
ゆ
き
心
ち
す
れ
は
思
ひ
む
せ
ひ
つ
る
心
の
や
み
も
は
る
ゝ
や
う
也
め
つ
ら
し
う
哀
に
て
わ
か
君
を
見
給
ふ
も
い
か
ゝ
あ
さ
く
は
お
ほ
さ
れ
ん
今
ま
て
へ
た
て
け
る
年
月
た
に
あ
さ
ま
し
く
く
や
し
き
ま
て
お
ほ
す
大
殿
は
ら
の
君
を
う
つ
くく
し
け
也
と
世
人
も
て
さ
は
く
は
猶
時
世
に
よ
れ
は
人
の
み
な
す
也
け
り
か
く
こ
そ
は
す
く
れ
た
る
人
の
山
口
は
し
る
か
り
け
れ
と
打
ゑ
み
た
る
か
ほ
の
な
に
心
な
き
か
あ
い
き
や
う
つ
き
匂
ひ
た
る
を
い
み
し
う
ら
う
た
し
と
お
ほ
す
め
の
と
の
11
オ
く
た
り
し
程
は
お
と
ろ
へ
た
り
し
か
た
ち
ね
ひ
ま
さ
り
て
つ
き
比
の
御
物
か
た
り
な
と
な
れ
て
聞
ゆ
る
を
哀
に
さ
る
塩
屋
の
か
た
は
ら
に
す
く
し
つ
ら
ん
事
を
お
ほ
し
の
給
ふ
こ
ゝ
に
も
い
と
里
は
な
れ
て
わ
た
ら
ん
事
も
か
た
き
を
猶
か
の
ほ
い
あ
る
所
に
う
つ
ろ
ひ
給
へ
と
の
給
へ
と
い
と
う
ゐ


し
き
ほ
と
す
く
し
て
と
聞
ゆ
る
も
こ
と
は
り
也
夜
ひ
と
よ
万
に
契
か
た
ら
ひ
あ
か
し
給
つ
く
ろ
ふ
へ
き
所


の
あ
つ
か
り
い
ま
く
は
へ
た
る
け
い
し
な
と
に
お
ほ
せ
ら
る
か
つ
ら
の
院
に
わ
た
り
給
ふ
へ
し
と
有
け
れ
は
近
11
ウ
き
み
さ
う
の
人


ま
い
り
あ
つ
ま
り
た
り
け
る
も
み
な
尋
ま
い
り
た
り
前
栽
と
も
の
お
れ
ふ
し
た
る
な
と
つ
く
ろ
は
せ
給
こ
ゝ
か
し
こ
の
た
て
石
と
も
ゝ
み
な
ま
ろ
ひ
う
せ
た
る
を
な
さ
け
有
て
し
な
さ
は
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き
所
か
な
か
ゝ
る
と
こ
ろ
を
わ
さ
と
つ
く
ろ
ふ
も
あ
い
な
き
わ
さ
也
と
て
す
く
し
は
て
ね
は
た
つ
時
物
う
く
心
と
ま
る
く
る
し
か
り
き
な
と
35
き
し
方
の
事
も
の
給
ひ
出
て
な
き
み
わ
ら
ひ
み
打
と
け
給
へ
る
い
と
め
て
た
し
尼
君
の
そ
き
て
み
奉
る
に
老
も
忘
れ
物
思
ひ
も
は
る
ゝ
心
ち
し
て
打
ゑ
12
オ
み
ぬ
ひ
ん
か
し
の
わ
た
殿
の
し
た
よ
り
い
つ
る
水
の
心
は
へ
つ
く
ろ
は
せ
給
と
て
い
と
な
ま
め
か
し
き
ち
(
マ
マ)
き
す
か
た
打
と
け
給
へ
る
を
め
て
た
う
う
し
(
マ
マ)
と
見
奉
る
に
あ
か
の
く
な
と
の
あ
る
を
見
給
に
お
ほ
し
出
て
あ
ま
君
は
こ
な
た
に
か
い
と
し
と
け
な
き
す
か
た
也
け
り
や
と
て
御
な
お
し
め
し
出
て
奉
る
き
丁
の
も
と
に
よ
り
給
て
つ
み
か
ろ
く
お
ふ
し
た
て
給
へ
る
人
の
ゆ
へ
は
御
お
こ
な
ひ
の
ほ
と
哀
に
こ
そ
思
ひ
な
し
聞
ゆ
れ
い
と
い
た
く
思
す
ま
し
給
へ
り
し
御
栖
を
捨
て
う
き
世
に
か
へ
り
給
へ
る
心
さ
し
あ
さ
か
ら
す
12
ウ
又
か
し
こ
に
は
い
か
に
と
ま
り
て
思
ひ
を
こ
せ
給
ふ
ら
ん
と
さ
ま


に
な
ん
と
い
と
な
つ
か
し
う
の
給
す
て
侍
し
世
を
今
さ
ら
に
立
か
へ
り
思
給
へ
み
た
る
ゝ
を
を
し
は
か
ら
せ
給
ひ
け
れ
は
命
な
か
き
の
し
る
し
も
思
ひ
給
へ
し
ら
れ
ぬ
る
と
打
な
き
て
あ
ら
い
そ
か
け
に
心
く
る
し
う
思
ひ
聞
え
さ
せ
侍
し
二
葉
の
松
も
い
ま
は
た
の
も
し
き
御
お
ひ
さ
き
を
い
は
ひ
聞
え
さ
す
る
を
あ
さ
き
根
さ
し
ゆ
へ
や
い
か
ゝ
と
か
た


心
つ
く
さ
れ
侍
な
と
聞
ゆ
る
け
は
ひ
よ
し
な
か
ら
ね
は
昔
物
語
に
み
こ
の
住
給
け
る
有
さ
ま
な
と
か
た
ら
せ
給
に
つ
く
ろ
は
れ
た
る
水
の
音
な
ひ
か
こ
と
か
ま
し
う
13
オ
き
こ
ゆす
み
な
れ
し
人
は
か
へ
り
て
た
と
れ
と
も
し
水
そ
も
と
の
あ
る
し
か
ほ
な
る
わ
さ
と
は
な
く
て
い
ひ
け
つ
さ
ま
み
や
ひ
か
に
よ
し
と
き
ゝ
給
い
さ
ら
ゐ
は
は
や
く
の
事
も
わ
す
れ
し
を
も
と
の
あ
る
し
や
お
も
か
は
り
せ
る
哀
と
う
ち
な
か
め
て
立
給
ふ
す
か
た
匂
ひ
世
に
し
ら
す
と
の
み
思
ひ
聞
ゆ
御
寺
に
わ
た
り
給
ひ
て
月
こ
と
の
十
四
五
日
つ
こ
も
り
の
日
お
こ
な
は
る
へ
き
不
賢
か
う
阿
弥
陀
さ
か
の
念
仏
の
三
昧
を
は
さ
る
物
に
て
又


く
は
へ
お
こ
な
は
せ
36
13
ウ
給
へ
き
事
さ
た
め
を
か
せ
給
ふ
た
う
の
か
さ
り
仏
の
御
具
な
と
め
く
ら
し
お
ほ
せ
ら
る
月
の
あ
か
き
に
か
へ
り
給
ふ
あ
り
し
夜
の
事
お
ほ
し
出
ら
る
ゝ
折
す
く
さ
す
か
の
き
ん
の
御
琴
さ
し
い
て
た
り
そ
こ
は
か
と
な
く
物
哀
な
る
に
え
忍
ひ
給
は
て
か
き
な
ら
し
給
ふ
ま
た
し
ら
へ
も
か
は
ら
す
ひ
き
か
へ
し
そ
の
お
り
い
ま
の
心
ち
し
給
契
し
に
か
は
ら
ぬ
こ
と
の
し
ら
へ
に
て
た
え
ぬ
心
の
ほ
と
は
し
り
き
や
女
か
は
ら
し
と
契
し
こ
と
を
た
の
み
に
て
松
の
14
オ
ひ
ゝ
き
に
ね
を
そ
へ
し
哉
と
聞
え
か
は
し
た
る
も
に
け
な
か
ら
ぬ
こ
そ
は
身
に
あ
ま
り
た
る
有
さ
ま
な
め
れ
こ
よ
な
う
ね
ひ
ま
さ
り
に
け
る
か
た
ち
け
は
ひ
え
お
ほ
し
す
つ
ま
し
う
わ
か
君
は
た
つ
き
も
せ
す
ま
ほ
ら
れ
給
ふ
い
か
に
せ
ま
し
か
く
ろ
へ
た
る
さ
ま
に
て
お
ひ
出
ん
か
心
く
る
し
う
く
ち
お
し
き
を
二
条
の
院
に
わ
た
し
て
心
の
行
限
も
て
な
さ
は
後
の
お
ほ
え
も
つ
み
ま
ぬ
か
れ
な
ん
か
し
と
お
も
ほ
せ
と
又
お
も
は
ん
事
い
と
お
し
く
て
え
う
ち
出
給
は
て
涙
く
み
て
見
給
ふ
お
さ
な
き
心
ち
に
す
こ
し
は
ち
ら
ひ
た
り
し
か
や
う


打
と
け
て
14
ウ
物
い
ひ
わ
ら
ひ
な
と
し
て
む
つ
れ
給
ふ
を
み
る
ま
ゝ
に
匂
ひ
ま
さ
り
て
う
つ
く
し
い
た
き
て
お
は
す
る
さ
ま
み
る
か
ひ
あ
り
て
す
く
せ
こ
よ
な
し
と
み
え
た
り
又
日
は
京
へ
か
へ
ら
せ
給
け
れ
は
す
こ
し
お
ほ
と
の
こ
も
り
す
こ
し
て
や
か
て
こ
れ
よ
り
出
給
へ
き
を
桂
の
院
に
人
々
お
ほ
く
ま
い
り
つ
と
ひ
て
こ
ゝ
に
も
殿
上
人
あ
ま
た
ま
い
り
た
り
御
さ
う
そ
く
な
と
し
給
て
い
と
は
し
た
な
き
わ
さ
か
な
か
く
み
あ
ら
は
さ
る
へ
き
く
ま
に
も
あ
ら
ぬ
を
と
て
さ
は
か
し
き
に
ひ
か
れ
て
出
給
心
く
る
し
け
れ
は
さ
り
け
な
く
ま
き
ら
は
し
て
立
と
ま
り
給
へ
る
戸
口
に
め
の
と
わ
か
君
い
た
き
て
さ
し
15
オ
い
て
た
り
哀
な
る
御
け
し
き
に
か
き
な
て
給
ふ
て
み
て
は
い
と
く
る
し
か
り
ぬ
へ
き
こ
そ
い
と
う
ち
つ
け
な
れ
37
い
か
ゝ
す
へ
き
い
と
里
と
を
し
や
と
の
給
へ
は
は
る
か
に
思
給
へ
た
り
つ
る
年
比
よ
り
も
今
か
ら
の
御
も
て
な
し
の
お
ほ
つ
か
な
う
侍
ら
ん
は
心
つ
く
し
に
な
と
聞
ゆ
わ
か
君
手
を
さ
し
出
て
立
給
へ
る
を
し
た
ひ
給
へ
は
つ
い
ゐ
給
ひ
て
あ
や
し
う
物
思
た
え
ぬ
身
に
こ
そ
あ
り
け
れ
し
は
し
に
て
も
く
る
し
や
い
つ
ら
な
と
も
ろ
と
も
に
出
て
は
お
し
み
給
は
ぬ
さ
ら
は
こ
そ
人
心
ち
も
せ
め
と
の
給
へ
は
打
わ
ら
ひ
て
女
君
に
か
く
な
ん
と
聞
ゆ
中


思
ひ
15
ウ
み
た
れ
て
ふ
し
た
れ
は
と
み
に
も
う
こ
か
れ
す
あ
ま
り
上
す
め
か
し
と
お
ほ
し
た
り
人


も
か
た
は
ら
い
た
か
れ
は
し
ふ


に
ゐ
さ
り
出
て
木
丁
に
は
た
か
く
れ
た
る
か
た
はは
ら
め
い
み
し
う
な
ま
め
ひ
て
よ
し
あ
り
た
を
や
き
た
る
け
は
ひ
み
こ
た
ち
と
い
は
ん
に
も
た
り
ぬ
へ
し
か
た
ひ
ら
引
や
り
て
こ
ま
や
か
に
か
た
ら
ひ
給
ふ
出
給
と
て
と
は
か
り
か
へ
り
み
給
へ
る
に
さ
こ
そ
し
つ
め
つ
れ
見
を
く
り
き
こ
ゆ
い
は
ん
か
た
な
き
さ
か
り
の
御
か
た
ち
也
い
た
う
そ
ひ
や
き
給
へ
り
し
か
す
こ
し
な
り
あ
ふ
ほ
と
に
成
給
に
け
る
御
す
か
た
か
く
て
こ
そ
物


し
か
り
け
れ
と
16
オ
御
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
ま
て
な
ま
め
か
し
う
あ
い
き
や
う
の
こ
ほ
れ
お
つ
る
そ
あ
な
か
ち
な
る
見
な
し
な
る
へ
き
か
の
と
け
た
り
し
く
ら
人
も
か
へ
り
な
り
に
け
り
ゆ
け
ひ
の
せ
う
ま
(
マ
マ)
て
こ
と
し
か
う
ふ
り
え
て
け
り
昔
に
あ
ら
た
め
心
ち
よ
け
に
て
御
は
か
し
と
り
に
よ
り
き
た
り
人
か
け
を
見
つ
け
て
き
し
か
た
の
物
忘
し
侍
ら
ね
と
か
し
こ
け
れ
は
こ
そ
う
ら
風
お
ほ
え
侍
つ
る
暁
の
ね
覚
に
も
お
と
ろ
か
し
聞
え
さ
す
へ
き
よ
す
か
た
に
な
く
て
と
け
し
き
は
む
を
や
へ
た
つ
山
は
さ
ら
に
島
か
く
れ
に
も
お
と
ら
さ
り
け
る
を
松
も
昔
の
と
た
と
ら
れ
つ
る
に
16
ウ
忘
ぬ
人
も
物
し
給
け
る
に
た
の
も
し
な
と
い
ふ
こ
よ
な
し
や
我
も
思
ひ
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
を
な
と
あ
さ
ま
し
う
お
ほ
ゆ
れ
と
今
こ
と
さ
ら
に
と
打
け
さ
や
き
て
ま
い
り
ぬ
い
と
よ
そ
ほ
し
く
さ
し
あ
ゆ
み
給
ふ
ほ
と
か
し
ま
(
マ
マ)
し
う
を
ひ
は
ら
ひ
て
御
車
の
し
り
に
頭
中
将
兵
衛
督
の
せ
38
給
ふ
い
と
か
る


し
き
か
く
れ
か
見
あ
ら
は
さ
れ
ぬ
る
こ
そ
ね
た
う
と
い
た
う
か
ら
か
り
給
よ
へ
の
月
に
く
ち
お
し
う
御
と
も
に
を
く
れ
侍
に
け
る
と
思
ひ
給
へ
ら
れ
し
か
は
け
さ
霧
を
わ
け
て
ま
い
り
侍
け
る
山
の
錦
は
ま
た
し
う
侍
け
り
野
へ
の
色
こ
そ
盛
に
侍
り
け
れ
な
に
か
し
の
朝
臣
の
小
17
オ
た
か
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
て
立
を
く
れ
侍
ぬ
る
い
か
ゝ
成
ぬ
ら
ん
な
と
い
ふ
け
ふ
は
猶
か
つ
ら
殿
に
と
て
そ
な
た
さ
ま
に
お
は
し
ま
し
ぬ
俄
な
る
御
し
(
マ
マ)
る
し
し
さ
は
き
て
鵜
飼
と
も
め
し
た
る
に
あ
ま
の
さ
へ
つ
り
お
ほ
し
出
ら
る
の
に
と
ま
り
ぬ
る
き
ん
た
ち
こ
鳥
し
る
し
は
か
り
ひ
き
つ
け
さ
せ
た
る
荻
の
え
た
な
と
つ
と
に
し
て
ま
い
れ
り
お
ほ
み
き
あ
ま
た
ゝ
ひ
す
ん
な
か
れ
て
河
の
わ
た
り
あ
や
う
け
な
れ
は
ゑ
い
に
ま
き
れ
て
お
は
し
ま
し
く
ら
し
つ
を
の


絶
句
な
と
つ
く
り
わ
た
し
て
月
花
や
か
に
さ
し
出
る
ほ
と
に
お
ほ
み
あ
そ
ひ
は
し
ま
り
て
い
と
17
ウ
今
め
か
し
ひ
き
物
ひ
わ
和
琴
は
か
り
笛
と
も
上
す
の
限
し
て
お
り
に
あ
ひ
た
る
調
子
吹
た
つ
る
ほ
と
河
風
吹
あ
は
せ
て
お
も
し
ろ
き
に
月
た
か
う
さ
し
あ
か
り
万
の
事
す
め
る
夜
の
や
ゝ
更
る
ほ
と
に
殿
上
人
四
五
人
斗
つ
れ
て
ま
い
れ
り
う
へ
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
を
御
あ
そ
ひ
有
け
る
つ
い
て
に
け
ふ
は
六
日
の
御
物
忌
あ
く
日
に
て
か
な
ら
す
ま
い
り
給
へ
き
を
い
か
な
れ
はは
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
は
こ
ゝ
に
か
う
と
ま
ら
せ
給
に
け
る
よ
し
き
こ
し
め
し
て
御
せ
う
そ
こ
あ
る
也
け
り
御
つ
か
ひ
は
蔵
人
の
弁
な
り
け
り
18
オ
月
の
す
む
川
の
を
ち
な
る
里
な
れ
は
か
つ
ら
の
か
け
は
の
と
け
か
る
ら
ん
う
ら
山
し
う
と
あ
り
か
し
こ
ま
り
聞
え
さ
せ
給
ふ
う
へ
の
御
あ
そ
ひ
よ
り
も
猶
所
か
ら
の
す
こ
さ
そ
へ
た
る
物
の
ね
を
め
て
ゝ
又
ゑ
い
く
は
ゝ
り
ぬ
こ
ゝ
に
は
ま
う
け
の
物
も
さ
ふ
ら
は
さ
り
け
れ
は
大
井
に
わ
さ
と
な
ら
ぬ
ま
う
け
の
物
や
と
い
ひ
つ
か
は
し
た
り
と
り
あ
へ
た
る
に
し
た
か
ひ
て
ま
い
ら
せ
た
り
き
ぬ
ひ
け
(
マ
マ)
ふ
た
か
け
に
て
あ
る
を
御
使
の
弁
は
と
て
か
へ
り
ま
い
れ
は
39
女
の
さ
う
そ
く
か
つ
け
た
ま
ふ
久
堅
の
ひ
か
り
に
近
き
名
の
み
し
て
あ
さ
夕
18
ウ
霧
も
は
れ
ぬ
山
里
行
幸
ま
ち
聞
え
給
ふ
心
は
へ
な
る
へ
し
中
に
お
ひ
た
る
打
す
ん
し
給
つ
ゐ
て
に
か
の
あ
は
ち
島
を
お
ほ
し
出
て
み
つ
ね
か
所
か
ら
か
も
と
お
ほ
め
き
け
む
事
な
と
の
給
ひ
い
て
た
る
に
物
哀
な
る
ゑ
い
な
き
と
も
あ
る
へ
し
め
く
り
き
て
手
に
と
る
斗
さ
や
け
き
や
あ
は
ち
の
島
の
あ
は
と
み
し
月
頭
中
将
う
き
雲
に
し
は
し
ま
か
ひ
し
月
影
の
す
み
は
つ
る
よ
そ
の
と
け
か
る
へ
き
左
大
弁
す
こ
し
お
と
な
ひ
て
こ
院
の
御
時
に
も
む
つ
ま
し
う
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
し
人
也
け
り
19
オ
雲
の
上
の
す
み
か
を
捨
て
よ
は
の
月
い
つ
れ
の
た
ゝ
(
マ
マ)
に
か
け
か
く
し
け
ん
心


に
あ
ま
た
あ
め
れ
と
う
る
さ
く
て
な
む
け
ち
か
う
打
し
つ
ま
り
た
る
御
物
語
す
こ
し
う
ち
み
た
れ
て
千
と
せ
も
み
き
か
ま
ほ
し
き
御
有
さ
ま
な
れ
は
を
の
ゝ
え
も
朽
ぬ
へ
け
れ
と
け
ふ
さ
へ
は
と
て
い
そ
き
か
へ
り
給
ふ
物
と
も
し
な


に
か
つ
け
て
霧
の
絶
ま
に
立
ま
し
り
た
る
も
前
栽
の
花
に
み
え
ま
か
ひ
た
る
色
あ
ひ
な
と
こ
と
に
め
て
た
し
近
衛
つ
か
さ
の
名
た
か
き
と
ね
り
も
の
ゝ
ふ
し
と
も
な
と
さ
ふ
ら
ふ
に
さ
う


し
け
れ
は
そ
の
こ
ま
19
ウ
な
と
み
た
れ
あ
そ
ひ
て
ぬ
き
か
け
給
色


の
秋
の
に
し
き
を
風
の
吹
お
ほ
ふ
か
と
み
ゆ
の
ゝ
し
り
て
帰
ら
せ
給
ひ
ゝ
き
を
大
井
に
は
物
へ
た
て
ゝ
聞
て
名
残
さ
ひ
し
う
な
か
め
給
御
せ
う
そ
こ
を
た
に
せ
て
と
お
と
ゝ
も
御
心
に
か
ゝ
れ
り
と
の
に
お
は
し
て
と
は
か
り
打
や
す
み
給
ふ
山
里
の
御
物
か
た
り
な
と
聞
え
給
ふ
い
と
ま
聞
え
し
ほ
と
過
つ
れ
は
い
と
く
る
し
う
こ
そ
此
す
き
物
と
も
の
た
つ
ね
き
て
い
と
い
た
う
し
ひ
と
ゝ
め
し
に
ひ
か
さ
れ
て
け
さ
は
い
と
な
や
ま
し
と
て
お
ほ
と
の
こ
も
れ
り
れ
い
の
心
と
け
す
み
え
給
へ
と
見
し
ら
ぬ
や
う
に
て
な
す
ら
ひ
20
オ
40
な
ら
ぬ
ほ
と
を
し
ゐ
て
お
ほ
し
く
ら
ふ
る
も
わ
る
き
わ
さ
な
め
り
我
は
わ
れ
と
思
ひ
な
し
給
へ
と
を
し
へ
聞
え
給
ふ
暮
か
ゝ
る
程
に
内
へ
ま
い
り
給
に
ひ
き
そ
は
め
て
い
そ
き
か
き
給
ふ
は
か
し
こ
へ
な
め
り
そ
は
め
こ
ま
や
か
に
み
ゆ
打
さ
ゝ
め
き
て
つ
か
は
す
を
こ
た
ち
な
と
に
く
み
聞
ゆ
そ
の
夜
は
う
ち
に
も
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
け
れ
と
と
け
さ
り
つ
る
御
け
し
き
と
り
に
夜
ふ
け
ぬ
れ
と
ま
か
て
給
ぬ
あ
り
つ
る
御
返
も
て
ま
い
れ
り
え
ひ
き
か
く
し
給
は
て
御
覧
す
こ
と
に
に
く
か
る
へ
き
ふ
し
も
み
え
ね
は
こ
れ
や
り
か
く
し
給
へ
む
つ
か
し
や
か
ゝ
る
物
の
20
ウ
ち
ら
ん
も
今
は
つ
き
な
き
程
に
な
り
に
け
り
と
くて
御
け
う
そ
く
に
よ
り
ゐ
給
て
御
心
の
う
ち
に
は
い
と
あ
は
れ
に
恋
し
う
お
ほ
し
や
ら
る
れ
は
火
を
打
な
か
め
て
こ
と
に
物
も
の
給
は
す
文
は
ひ
ろ
け
な
か
ら
あ
れ
と
女
君
見
給
は
ぬ
や
う
な
る
を
せ
め
て
見
か
く
し
給
ふ
御
ま
し
り
こ
そ
わ
つ
ら
は
し
け
れ
と
て
打
ゑ
み
給
へ
る
御
あ
い
き
や
う
所
せ
き
ま
て
こ
ほ
れ
ぬ
へ
し
さ
し
よ
り
給
て
ま
こ
と
は
ら
う
た
け
な
る
物
を
み
し
か
は
契
あ
さ
く
も
み
え
ぬ
を
さ
り
と
て
物
め
か
さ
ん
程
も
は
ゝ
か
り
お
ほ
か
る
に
思
ひ
な
ん
わ
つ
ら
ひ
ぬ
る
お
な
し
心
に
め
く
ら
し
21
オ
て
御
心
に
思
ひ
さ
た
め
給
へ
い
か
ゝ
す
へ
き
こ
ゝ
に
て
は
く
ゝ
み
給
て
ん
や
ひ
る
の
子
か
よ
は
ひ
に
も
成
に
け
る
を
つ
み
な
き
さ
ま
な
る
も
思
ひ
捨
か
た
う
こ
そ
い
は
け
な
け
な
る
し
も
つ
か
た
も
ま
き
ら
は
さ
ん
な
と
思
ふ
を
め
さ
ま
し
と
お
ほ
さ
す
は
ひ
き
ゆ
ひ
給
へ
か
し
と
聞
え
給
思
は
す
に
の
み
と
り
な
し
給
ふ
御
心
の
へ
た
て
を
せ
め
て
み
し
ら
す
う
ら
な
く
や
と
て
こ
そ
い
は
け
な
か
ら
ん
御
心
に
は
い
と
よ
う
か
な
ひ
ぬ
へ
く
な
ん
い
か
に
う
つ
く
し
き
ほ
と
に
と
て
す
こ
し
う
ち
ゑ
み
給
ひ
ぬ
ち
こ
を
わ
り
な
う
ら
う
た
き
物
に
し
給
ふ
御
心
な
れ
は
え
て
い
た
21
ウ
き
か
し
つ
か
は
や
と
お
ほ
す
い
か
に
せ
ま
し
む
か
へ
や
せ
ま
し
と
お
ほ
し
み
た
る
わ
た
り
給
事
い
と
か
た
し
さ
か
野
の
御
堂
の
念
仏
な
と
待
出
て
月
に
ふ
た
ゝ
41
ひ
は
か
り
の
御
契
な
め
り
と
し
の
わ
た
り
に
は
立
ま
さ
り
ぬ
へ
か
め
る
を
を
よ
ひ
な
き
事
と
思
へ
と
も
猶
い
か
ゝ
物
お
も
は
し
か
ら
ぬ
22
オ
42
(
う
す
雲)
冬
に
な
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
河
つ
ら
の
す
ま
ゐ
い
と
ゝ
心
ほ
そ
さ
ま
さ
り
て
う
は
の
空
な
る
こ
ゝ
ち
の
み
し
つ
ゝ
あ
か
し
く
ら
す
を
君
も
な
を
か
く
て
は
え
す
く
さ
し
か
の
ち
か
き
所
に
思
ひ
た
ち
ね
と
す
ゝ
め
給
へ
と
つ
ら
き
所
お
ほ
く
心
み
は
て
ん
も
残
り
な
き
心
地
す
へ
き
を
い
か
に
い
ひ
て
か
な
に
と
い
ふ
や
う
に
思
み
た
れ
た
り
・
さ
ら
は
こ
の
わ
か
君
を
か
く
て
の
み
は
ひ
な
き
事
な
り
お
も
ふ
心
あ
れ
は
か
た
し
け
な
し
た
い
に
き
ゝ
を
き
て
常
に
ゆ
か
し
か
る
を
し
は
し
み
な
ら
は
さ
せ
て
は
か
ま
き
の
事
な
と
も
１
オ
人
し
れ
ぬ
さ
ま
な
ら
す
し
な
さ
ん
と
な
む
お
も
ふ
と
ま
め
や
か
に
か
た
ら
ひ
給
さ
お
ほ
す
ら
ん
と
お
も
ひ
わ
た
る
事
な
れ
は
い
と
ゝ
む
ね
つ
ふ
れ
ぬ
あ
ら
た
め
て
や
ん
こ
と
な
き
方
に
も
て
な
さ
れ
給
と
も
人
の
も
り
き
か
ん
事
は
中


に
や
つ
く
ろ
ひ
か
た
く
お
ほ
さ
れ
ん
と
て
は
な
ち
か
た
く
思
ひ
た
る
こ
と
は
り
に
は
あ
れ
と
う
し
ろ
や
す
か
ら
ぬ
か
た
に
や
な
と
は
な
疑
ひ
給
そ
か
し
こ
に
は
年
へ
ぬ
れ
と
か
ゝ
る
人
も
な
き
か
さ
う


し
く
お
ほ
ゆ
る
儘
に
前
斎
宮
の
お
と
な
ひ
も
の
し
給
を
た
に
こ
そ
あ
１
ウ
な
か
ち
に
あ
つ
か
ひ
き
こ
ゆ
め
れ
は
ま
し
て
か
く
に
く
み
か
た
け
な
め
る
程
を
を
ろ
か
に
は
見
は
な
つ
ま
し
き
心
は
へ
に
な
○ん
と
女
君
の
御
あ
り
さ
ま
の
お
も
ふ
や
う
な
る
事
も
か
た
り
給
・
け
に
い
に
し
へ
は
い
か
は
か
り
の
こ
と
に
さ
た
ま
り
給
へ
き
に
か
と
つ
て
に
も
ほ
の
聞
え
し
御
心
の
名
残
な
く
し
つ
ま
るり
給
へ
る
は
お
ほ
ろ
け
の
御
す
く
せ
に
も
あ
ら
す
人
の
御
あ
り
さ
ま
も
こ
ゝ
ら
の
御
中
に
す
く
れ
給
つへ
る
に
こ
そ
○はと
思
ひ
や
ら
れ
て
数
な
ら
ぬ
人
の
な
ら
ひ
き
こ
ゆ
へ
き
お
ほ
え
に
も
あ
ら
ぬ
を
さ
す
か
に
２
オ
43
た
ち
出
て
人
も
め
さ
ま
し
と
お
ほ
す
事
や
あ
ら
ん
わ
か
身
は
と
て
も
か
く
て
も
同
し
事
をお
い
さ
き
と
を
き
人
の
御
う
へ
も
つ
ゐ
に
は
か
の
御
心
に
か
ゝ
る
へ
き
に
こ
そ
あ
め
れ
さ
り
と
な
ら
は
け
に
か
う
な
に
心
な
き
程
に
や
ゆ
つ
り
聞
え
ま
し
と
思
ふ
又
手
を
は
な
ち
て
う
し
ろ
め
た
か
ら
ん
事
つ
れ


も
な
く
さ
む
方
な
く
て
は
い
とかゝ
あ
か
し
く
ら
す
へ
か
ら
ん
何
に
付
て
か
玉
さ
か
の
御
立
よ
り
も
あ
ら
ん
な
にと
さ
ま


お
も
ひ
み
た
る
ゝ
に
も
み
の
う
き
事
か
き
り
な
し
・
あ
ま
君
お
も
ひ
や
り
ふ
か
き
人
に
て
あ
ち
き
２
ウ
な
し
み
た
て
ま
つ
ら
さ
ら
ん
事
は
い
と
む
ね
い
た
か
り
ぬ
へ
け
れ
と
つ
ゐ
に
こ
の
御
た
め
に
よ
か
る
へ
か
ら
ん
事
を
こ
そ
お
も
は
め
あ
さ
く
お
ほ
し
て
の
給
ふ
事
に
は
あ
ら
し
只
う
ち
た
の
み
聞
え
て
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
て
よ
母
方
か
しら
こ
そ
御
門
の
御
子
も
き
は


お
は
す
め
れ
こ
の
お
と
ゝ
の
君
の
世
に
ふ
た
つ
な
き
御
あ
り
さ
ま
な
か
ら
よ
しに
つ
か
へ
た
ま
ふ
は
こ
大
納
言
の
今
ひ
と
刻
な
り
お
と
り
給
て
更
衣
は
ら
と
い
は
れ
給
し
け
ち
め
に
こ
そ
お
は
す
め
れ
ま
し
て
只
人
は
な
す
ら
ふ
へ
き
事
に
も
あ
ら
す
３
オ
又
み
こ
た
ち
大
臣
の
御
は
ら
と
い
へ
と
猶
さ
し
む
か
ひ
た
る
お
と
り
の
所
に
は
人
も
お
も
ひ
お
と
し
お
や
の
御
お
も
て
な
し
も
え
い
み
し
か
ら
ぬ
物
也
ま
し
て
是
は
や
ん
こ
と
な
き
御
か
た


に
か
ゝ
る
人
出
も
の
し
給
は
ゝ
こ
よ
な
く
け
た
れ
給
な
ん
程


に
つ
け
て
お
や
に
も
ひ
と
ふ
し
も
て
か
し
つ
か
れ
ぬ
る
人
こ
そ
や
か
て
お
と
し
め
ら
ぬ
(
マ
マ)
ぬ
は
し
め
と
は
な
れ
御
は
か
ま
き
の
程
も
い
み
し
き
心
を
尽
す
と
も
か
ゝ
る
み
山
か
く
れ
に
て
は
な
に
の
は
へ
か
あ
ら
ん
た
ゝ
ま
か
せ
き
こ
え
給
て
も
て
な
し
聞
え
給
は
ん
あ
り
３
ウ
さ
ま
を
も
聞
給
へ
と
を
し
ふ
さ
か
し
き
人
の
心
の
う
ら
と
も
に
も
物
と
は
せ
な
と
す
る
に
も
猶
わ
た
り
給
て
は
ま
さ
る
へ
し
と
の
み
い
へ
は
思
ひ
よ
は
44
り
に
た
り
・
殿
も
し
か
お
ほ
し
な
か
ら
お
も
は
ん
所
の
い
と
お
し
さ
に
し
ゐ
て
も
ゑえ
の
給
は
て
御
は
か
ま
き
の
事
い
か
や
う
に
か
と
の
給
へ
る
御
返
り
に
よ
ろ
つ
の
事
か
ひ
な
き
み
に
た
く
へ
聞
え
て
は
け
に
お
い
さ
き
も
い
と
お
し
か
る
へ
く
お
ほ
え
侍
る
を
た
ち
ま
し
り
て
も
い
か
に
人
わ
ら
へ
に
や
と
き
こ
え
た
る
を
い
と
あ
わ
れ
に
お
ほ
す
日
な
と
と
は
せ
４
オ
給
て
し
の
ひ
や
か
に
さ
る
へ
き
事
な
と
○の給
を
き
て
さ
せ
給
ふ
は
な
ち
き
こ
え
ん
事
は
な
を
い
と
哀
れ
に
お
ほ
ゆ
れ
と
君
の
御
た
め
に
よ
か
る
へ
き
事
を
こ
そ
は
と
ね
ん
す
め
の
と
を
も
ひ
き
わ
か
れ
な
む
事
明
暮
の
物
お
も
は
し
さ
つ
れ


を
も
う
ち
か
た
ら
ひ
て
な
く
さ
め
習
つ
る
に
い
と
ゝ
た
つ
き
な
き
事
を
さ
へ
と
り
そ
へ
い
み
し
う
お
ほ
ゆ
へ
き
事
と
君
も
な
く
め
の
と
も
さ
る
へ
き
に
や
お
ほ
え
ぬ
さ
ま
に
て
み
た
て
ま
つ
り
そ
め
て
年
こ
ろ
の
御
心
は
へ
の
わ
す
れ
か
た
ふ
恋
し
う
お
ほ
え
給
へ
き
を
う
ち
た
え
き
こ
ゆ
る
事
は
よ
も
侍
ら
し
つ
ゐ
４
ウ
に
は
と
た
の
み
な
か
ら
し
は
し
に
て
も
よ
そ


に
お
も
ひ
の
外
の
ま
し
ら
ひ
し
侍
ら
ん
か
や
す
か
ら
す
も
侍
へ
き
か
な
と
う
ち
な
き
つ
ゝ
す
く
す
程
に
し
は
す
に
も
な
り
ぬ
雪
霰
か
ち
に
心
ほ
そ
さ
ま
さ
り
て
あ
や
し
く
さ
ま


に
物
お
も
ふ
へ
か
り
け
る
身
か
な
と
打
な
け
き
て
つ
ね
よ
り
も
こ
の
君
を
な
て
つ
く
ろ
ひ
つ
ゝ
ゐ
た
り
・
ゆ
き
か
き
く
ら
し
ふ
り
積
る
あ
し
た
き
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
の
事
残
ら
す
思
ひ
つ
ゝ
け
て
れ
い
は
こ
と
に
は
し
ち
か
な
る
い
て
ゐ
な
と
も
せ
ぬ
を
汀
の
氷
な
と
み
や
り
て
５
オ
し
ろ
き
き
ぬ
と
も
の
な
よ
ゝ
か
な
る
あ
ま
た
き
て
な
か
め
ゐ
た
る
や
う
た
い
か
し
ら
つ
き
さ
う
し
ろ
て
な
と
限
な
き
人
と
聞
ゆ
と
も
か
う
こ
そ
は
お
は
す
ら
め
と
人
々
も
み
る
お
つ
る
な
み
た
を
か
き
は
ら
ひ
て
か
や
う
な
ら
ん
日
ま
し
て
い
か
に
お
ほ
つ
か
な
か
ら
ん
と
ら
う
た
け
に
う
ち
な
け
き
て
45
雪
ふ
か
みきイ
深
山
の
道
は
は
れ
す
と
も
猶
ふ
み
か
よ
へ
跡
た
え
す
し
て
と
の
給
へ
は
め
の
と
う
ち
な
き
て
雪
ま
な
き
よ
し
の
ゝ
山
を
尋
て
も
心
の
か
よ
ふ
跡
５
ウ
た
え
め
や
は
と
い
ひ
慰
む
こ
の
雪
す
こ
し
と
け
て
わ
た
り
給
へ
り
れ
い
は
ま
ち
聞
ゆ
る
に
さ
な
ら
ん
と
お
ほ
ゆ
る
事
とに
よ
り
む
ね
打
つ
ふ
れ
て
人
や
り
な
ら
す
お
ほ
ゆ
わ
か
心
に
こ
そ
あ
ら
め
い
な
ひ
き
こ
え
ん
を
し
ゐ
て
や
は
あ
ち
き
な
と
お
ほ
ゆ
れ
と
か
る
か
る
し
き
や
う
な
り
と
せ
め
て
お
も
ひ
か
へ
す
・
い
と
う
つ
く
し
け
に
て
ま
へ
に
ゐ
給
へ
る
を
み
給
に
を
ろ
か
に
は
お
も
ひ
か
た
か
り
け
る
人
の
す
く
せ
か
な
と
お
ほ
す
・
こ
の
春
よ
り
お
ほふ
す
御
く
し
あ
ま
そ
き
の
程
に
て
ゆ
ら


と
め
て
た
く
６
オ
つ
ら
つ
き
ま
み
の
か
ほ
れ
る
程
な
と
い
へ
は
さ
ら
也
よ
そ
の
物
に
お
も
ひ
や
ら
ん
ほ
と
の
心
の
や
み
を
し
は
か
り
給
に
い
か
ゝ
心
く
る
し
ゝ
け
れ
は
う
ち
か
へ
し
の
給
ひ
あ
か
す
な
に
か
か
く
く
ち
を
し
き
身
の
程
な
ら
す
た
に
も
て
な
し
給
は
ゝ
と
き
こ
ゆ
る
物
か
ら
ね
ん
し
あ
へ
す
う
ち
な
く
け
は
ひ
哀
な
り
・
姫
君
は
何
心
も
な
く
御
車
に
の
ら
ん
事
を
い
そ
き
給
よ
せ
た
る
所
に
は
ゝ
君
み
つ
か
ら
い
た
き
て
い
て
給
へ
り
か
た
こ
と
の
こ
ゑ
は
い
と
う
つ
く
し
う
○て
袖
を
と
ら
へ
て
の
り
給
へ
と
ひ
く
も
い
み
し
う
お
ほ
え
て
６
ウ
す
ゑ
と
を
き
二
葉
の
松
に
引
わ
か
れ
い
つ
か
木
高
き
影かけ
を
み
る
へ
き
え
も
い
ひ
や
ら
す
い
み
し
う
な
け
は
さ
り
や
あ
な
く
る
し
と
お
ほ
し
て
お
ひ
そ
め
し
ね
も
ふ
か
け
れ
は
た
け
く
ま
の
松
に
こ
松
の
千
代
を
な
ら
へ
ん
の
と
か
に
を
と
な
く
さ
め
給
さ
る
事
と
は
お
ほ
し
し
つ
む
れ
と
え
な
む
た
へ
さ
り
け
る
め
の
と
少
将
と
て
あ
て
や
か
な
る
人
は
か
り
御
は
か
し
あ
ま
か
つ
や
う
の
も
の
と
り
て
の
る
人
た
ま
い
に
よ
ろ
し
き
わ
か
へ人
わ
ら
は
な
と
の
せ
て
御
を
く
り
に
46
ま
い
ら
す
・
道
す
か
ら
と
ま
り
つ
る
人
の
心
く
る
し
さ
を
７
オ
い
か
に
つ
み
や
しう
ら
ん
と
お
ほ
す
く
ら
う
お
は
し
つ
き
て
御
車
よ
す
る
よ
り
花
や
か
に
け
は
ひ
こ
と
な
る
を
ゐ
中
ひ
た
る
心
ち
と
も
は
は
し
た
な
く
て
や
ま
し
ら
は
ん
と
お
も
ひ
つ
れ
と
に
し
お
も
て
を
こ
と
に
し
つ
ら
は
せ
給
て
ち
い
さ
き
御
て
う
と
と
も
う
つ
く
し
け
に
と
ゝ
の
へ
さ
せ
給
へ
り
め
の
と
の
つ
ほ
ね
に
は
に
し
の
わ
た
殿
の
北
に
あ
た
れ
る
をせ
さ
せ
給
へ
り
若
君
は
み
ち
に
て
ね
給
ひ
に
け
り
い
た
○き
を
ろ
さ
れ
て
な
き
な
と
は
し
給
は
す
こ
な
た
に
て
御
く
た
物
ま
い
り
な
と
し
給
へ
と
や
う


み
め
く
ら
し
て
は
ゝ
君
の
見
え
ぬ
を
も
と
７
ウ
め
て
ら
う
た
け
に
う
ち
ひ
そ
み
給
へ
は
め
の
と
め
し
出
て
な
く
さ
め
ま
き
ら
は
し
き
こ
え
給
ふ
山
里
の
御つ
れ


ま
し
て
い
か
に
と
お
ほ
し
や
る
は
い
と
お
し
け
れ
と
明
暮
お
ほ
す
さ
ま
に
か
し
つ
き
つ
ゝ
み
た
ま
ふ
は
も
の
あ
ひ
た
る
心
ち
し
給
ら
ん
・
い
か
に
そ
や
人
の
お
も
ふ
へ
き
き
す
な
き
事
は
こ
の
わ
た
り
に
い
て
お
は
せ
て
と
く
ち
お
し
く
お
ほ
さ
る
し
は
し
は
人
々
も
と
め
て
な
き
な
と
し
給
ひ
し
か
と
大
か
た
心
や
す
く
お
か
し
き
心
さ
ま
な
れ
は
う
へ
に
い
と
よ
く
つ
き
む
つ
ひ
き
こ
え
給
へ
は
い
み
し
う
う
つ
く
し
き
物
え
た
り
と
お
ほ
し
け
り
８
オ
こ
と
事
な
く
い
た
き
あ
つ
か
ひ
も
て
あ
そ
ひ
聞
え
給
ひ
て
め
の
と
も
を
の
つ
か
ら
ち
か
う
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
に
け
り
又
や
ん
こ
と
な
き
人
の
乳
あ
る
そ
へ
て
ま
い
り
給
ふ
・
御
は
か
ま
き
は
な
に
は
か
り
わ
さ
と
お
ほ
し
い
そ
く
事
は
な
け
れ
と
け
し
き
こ
と
也
御
し
つ
ら
ひ
ひ
い
な
あ
そ
ひ
の
心
ち
し
て
お
か
し
う
み
ゆ
ま
い
り
給
へ
る
ま
ら
う
と
と
も
た
ゝ
あ
け
暮
の
け
ち
め
し
な
け
れ
は
あ
な
か
ち
に
め
も
た
ゝ
さ
り
き
た
ゝ
姫
君
の
た
す
き
ひ
き
ゆ
ひ
給
へ
る
む
ね
つ
き
そ
う
つ
く
し
け
さ
そ
ひ
て
み
え
給
つへ
る
・
お
ほ
ゐ
に
は
８
ウ
つ
き
せ
す
恋
し
き
に
も
身
の
お
こ
た
り
を
な
け
47
き
そ
へ
た
り
さ
こ
そ
い
ひ
し
か
あ
ま
君
も
い
と
ゝ
涙
も
ろ
な
れ
と
か
く
も
て
か
し
つ
か
れ
給
を
き
く
は
う
れ
し
か
り
け
り
な
に
事
を
か
な
か


と
ふ
ら
ひ
聞
え
給
は
ん
た
ゝ
御
方
の
人
々
に
め
の
と
よ
り
は
し
め
て
よ
に
な
き
色
あ
ひ
を
お
も
ひ
い
そ
き
て
そ
を
く
り
聞
え
給
け
る
待
と
を
か
ら
ん
も
い
と
ゝ
さ
れ
は
よ
と
お
も
は
む
に
い
と
を
し
け
れ
は
年
の
う
ち
に
しし
の
ひ
て
わ
た
り
給
へ
り
い
と
○と
きさ
ひ
し
き
す
ま
ゐ
に
明
暮
の
か
し
つ
き
く
さ
を
さ
へ
は
な
れ
き
こ
え
て
思
は
ん
９
オ
こ
と
の
心
く
る
し
け
れ
は
御
ふ
み
な
と
も
た
え
ま
な
く
つ
か
は
す
女
君
も
い
ま
は
こ
と
に
え
ん
し
聞
え
給
は
す
う
つ
く
し
き
人
に
つ
み
ゆ
る


し
き
こ
え
給
へ
り
・
年
も
か
へ
り
ぬ
う
ら
ゝ
か
な
る
空
に
お
も
ふ
事
な
き
御
あ
り
さ
ま
は
い
と
ゝ
め
て
た
く
み
か
き
あ
ら
た
め
た
る
御
よ
そ
ひ
に
ま
い
り
つ
と
ひ
給
め
る
人
の
お
と
な
し
き
程
の
は
七
日
御
よ
ろ
こ
ひ
な
と
し
給
ふ
ひ
き
つ
れ
給
へ
り
わ
か
や
か
な
る
は
な
に
と
も
な
く
心
ち
よ
け
に
み
え
た
り
つ
き
つ
き
の
人
も
心
の
う
ち
に
は
お
も
ふ
事
も
や
あ
ら
ん
う
は
へ
は
ほ
こ
り
か
に
み
ゆ
る
こ
ろ
をほ
ひ
な
り
か
し
・
東
○の
院
９
ウ
の
た
い
の
御
方
も
あ
り
さ
ま
は
こ
の
ま
し
う
あ
ら
ま
しほ
し
き
さ
ま
に
さ
ふ
ら
ふ
人
々
わ
ら
は
へ
の
す
か
た
な
と
う
ち
と
け
す
心
つ
か
ひ
し
つ
ゝ
す
く
し
給
ふ
に
ち
か
き
し
る
し
は
こ
よ
な
く
て
の
と
か
な
る
御
い
と
ま
の
ひ
ま
な
と
に
は
ふ
と
は
ひ
わ
た
り
な
と
し
給
へ
と
夜ル
た
ち
と
ゝ
ま
り
な
と
や
そう
に
わ
さ
と
は
み
え
給
は
す
た
ゝ
御
心
さ
ま
の
お
い
ら
か
に
こ
め
き
て
か
は
か
り
の
す
く
せ
な
り
け
る
身
に
こ
そ
あ
ら
め
と
お
も
ひ
な
し
つ
ゝ
あ
り
か
た
き
ま
て
う
し
ろ
や
す
く
の
と
か
に
も
の
し
給
へ
は
お
り
ふ
し
の
御
心
を
き
て
な
と
も
こ
な
た
の
御
有
さ
ま
に
10
オ
お
と
る
け
ち
め
こ
な
(
マ
マ)
な
か
ら
す
も
て
な
し
給
て
あ
な
つ
り
き
こ
ゆ
へ
う
は
あ
ら
ね
は
を
な
し
こ
と
人
ま
い
○り
つ
か
う
ま
つ
り
て
○けい
し
イへ
た
う
と
も
ゝ
事
お
こ
た
ら
す
な
か


み
た
れ
た
る
所
な
く
め
や
す
き
御
有
さ
ま
な
り
・
48
山
里
の
つ
れ


を
も
た
え
す
お
ほ
し
や
れ
は
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
物
さ
は
か
し
き
程
す
く
し
て
わ
た
り
給
と
て
つ
ね
よ
り
こ
と
に
う
ち
け
さ
う
し
給
ひ
て
さ
く
ら
の
御
な
を
し
に
え
な
ら
ぬ
御
そ
ひ
き
か
さ
ね
て
た
き
し
め
さ
う
そ
き
給
ひ
て
ま
か
り
申
し
給
けふ
さ
ま
く
ま
な
き
夕
日
に
い
と
ゝ
し
く
き
よ
ら
に
み
え
10
ウ
給
ふ
を
女
君
た
ゝ
な
ら
す
み
た
て
ま
つ
り
を
く
り
き
こ
え
給
ふ
姫
君
は
い
は
け
な
く
御
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
に
か
ゝ
り
て
し
た
ひ
き
こ
え
給
ふ
ほ
と
に
と
に
も
出
給
ぬ
へ
け
れ
は
立
と
ま
り
て
い
と
哀
と
お
ほ
し
た
り
こ
し
ら
へ
を
き
て
あ
す
か
へ
り
こ
む
と
く
ち
す
さ
み
て
出
給
ふ
に
わ
た
と
の
ゝ
口
に
待
か
け
て
中
将
の
君
し
て
き
こ
え
給
船
と
む
る
を
ち
か
た
人
の
な
く
は
こ
そ
あ
す
か
へ
り
こ
ん
せ
な
と
ま
ち
み
め
い
た
う
な
れ
て
聞
ゆ
れ
は
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
ほ
ゝ
ゑ
み
て
11
オ
行
て
み
て
あ
す
も
さ
ね
こ
ん
な
か


に
を
ち
か
た
人
は
心
を
く
と
も
何
事
と
も
き
ゝ
わ
か
て
さ
れ
あ
り
き
給
ふ
人
を
う
へ
は
う
つ
く
し
と
み
給
へ
は
を
ち
か
た
人
の
め
さ
ま
し
さ
も
こ
よ
な
く
お
ほ
し
ゆ
る
さ
れ
に
た
り
い
か
に
お
も
ひ
を
こ
す
ら
ん
わ
れ
に
て
い
み
し
う
恋
し
か
り
ぬ
へ
き
さ
ま
を
と
う
ち
ま
も
り
つ
ゝ
ふ
と
こ
ろ
に
入レ
て
う
つ
く
し
け
な
る
御
ち
を
く
ゝ
め
給
つ
ゝ
た
は
ふ
れ
ゐ
給
へ
る
御
さ
ま
み
と
こ
ろ
お
ほ
か
り
御お
ま
へ
な
る
人
々
は
な
と
か
お
な
し
く
は
い
て
や
な
と
か
た
ら
ひ
あ
へ
り
・
か
し
こ
に
は
い
と
の
と
や
11
ウ
か
に
心
は
せ
あ
る
け
は
ひ
に
す
み
な
し
て
家
の
あ
り
さ
ま
も
や
う
は
な
れ
め
つ
ら
し
き
に
身
つ
か
ら
の
け
は
ひ
な
と
は
み
る
た
ひ
こ
と
に
や
ん
こ
と
な
き
人
々
に
お
と
る
け
ち
め
こ
よ
な
か
ら
す
か
た
ち
よ
う
い
あ
ら
ま
ほ
し
く
ね
ひ
ま
さ
り
ゆ
く
た
ゝ
よ
の
つ
ね
の
お
ほ
え
に
か
き
ま
き
れ
た
ら
は
さ
る
た
く
ひ
な
く
や
は
と
お
も
ふ
へ
き
を
よ
に
ゝ
ぬ
ひ
か
物
な
る
お
や
の
き
こ
え
49
な
と
こ
そ
く
る
し
け
れ
人
の
ほ
と
な
と
は
さ
て
も
あ
へ
き
を
な
と
お
ほ
す
すは
つ
か
に
あ
か
ぬ
程
に
の
み
あ
れ
は
に
や
心
の
と
か
な
ら
す
立
か
へ
り
給
ふ
も
12
オ
く
る
し
く
て
夢
の
わ
た
り
の
う
き
橋
か
と
の
み
う
ち
な
け
か
れ
て
さ
う
の
琴
の
あ
る
を
ひ
き
よ
せ
て
か
の
あ
か
し
に
て
さ
夜
ふ
け
て
た
り
し
ね
も
れ
い
の
お
ほ
し
い
て
ら
る
れ
は
ひ
わ
を
わ
り
な
く
せ
め
給
へ
は
す
こ
し
か
き
あ
は
せ
た
る
い
か
て
か
う
の
み
ひ
き
す
く
し
け
ん
と
お
ほ
さ
る
若
君
の
御
事
な
と
こ
ま
や
か
に
か
た
り
給
ひ
つ
ゝ
お
は
す
こ
ゝ
は
か
ゝ
る
所
な
れ
と
か
や
う
に
立
と
ま
り
給
ふ
お
り


あ
れ
は
は
か
な
き
く
た
物
こ
は
い
ゐ
は
か
り
は
き
こ
し
め
す
と
き
も
あ
り
ち
か
き
御
て
ら
か
つ
ら
殿
な
と
に
お
は
し
ま
し
12
ウ
ま
き
ら
は
し
つ
ゝ
い
と
ま
ほ
に
は
み
た
れ
給
は
ね
と
又
い
と
け
さ
や
か
に
は
し
た
な
く
を
し
な
へ
て
○の
さ
ま
に
は
も
て
な
し
給
は
ぬ
な
と
こ
そ
は
お
ほ
え
こ
と
に
は
ゆみ
ゆ
め
れ
・
女
も
か
ゝ
る
御
心
の
程
を
み
し
り
き
こ
え
て
す
き
た
り
と
お
ほ
す
は
か
り
の
事
は
し
い
て
す
又
い
た
く
ひ
け
せ
す
な
と
し
て
御
心
を
き
て
に
も
て
た
か
ふ
事
な
く
て
い
と
め
や
す
く
そ
あ
り
け
る
・
お
ほ
ろ
け
に
や
ん
こ
と
な
き
所
に
て
○たに
か
は
か
り
も
う
ち
と
け
給
ふ
事
な
く
け
た
か
き
御
も
て
な
し
を
き
ゝ
を
き
た
れ
そは
ち
か
き
程
に
ま
し
ら
ひ
13
オ
て
は
中


い
と
ゝ
め
な
れ
て
人
あ
な
つ
ら
れ
な
る
事
と
も
そ
あ
ら
ま
し
玉
さ
か
に
て
か
や
う
に
ふ
り
は
へ
給
へ
る
こ
そ
た
け
き
心
ち
す
れ
と
お
も
ふ
へ
し
・
あ
か
し
に
も
さ
こ
そ
○は
い
ひ
し
か
こ
の
御
心
を
き
て
あ
り
さ
ま
を
ゆ
か
し
か
り
て
お
ほ
つ
か
な
か
ら
す
人
は
か
よ
は
し
つ
ゝ
む
ね
つ
ふ
る
ゝ
事
も
あ
り
ま
た
お
も
た
ゝ
し
く
う
れ
しし
と
思
事
も
お
ほ
く
な
ん
あ
り
け
る
・
其
こ
ろ
お
ほ
き
お
と
ゝ
う
せ
給
ぬ
よ
の
を
も
し
と
お
は
し
つ
る
人
な
れ
は
お
ほ
や
け
に
も
お
ほ
し
な
け
く
し
は
し
こ
も
り
50
給
へ
り
し
程
を
た
に
あ
め
の
し
た
の
さ
は
き
な
り
13
ウ
し
か
は
ま
し
て
か
な
し
と
お
も
ふ
人
お
ほ
か
り
源
氏
の
お
と
ゝ
も
い
と
く
ち
を
し
う
よ
ろ
つ
の
事
を
し
ゆ
つ
り
き
こ
え
て
こ
そ
い
と
ま
も
あ
り
つ
る
を
心
ほ
そ
く
事
し
け
く
も
お
ほ
さ
れ
て
な
け
き
お
は
す
・
御
門
は
御
年
よ
り
は
こ
よ
な
う
お
と
な


し
う
ね
ひ
さ
せ
給
ひ
て
よ
の
ま
つ
り
こ
と
も
う
し
ろ
め
た
く
思
ひ
き
こ
え
給
へ
き
に
は
あ
ら
ね
と
も
又
と
り
た
て
ゝ
御
う
し
ろ
み
し
給
ふ
へ
き
人
も
な
き
を
誰
に
ゆ
つ
り
て
か
は
し
つ
か
な
る
御
ほ
い
も
か
な
は
ん
と
お
ほ
す
に
い
と
あ
か
す
口
を
し
・
後
の
御
わ
さ
な
と
に
も
御
こ
と
も
む
ま
こ
に
す
14
オ
き
て
な
ん
こ
ま
や
か
に
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
け
る
・
そ
の
年
大
か
た
世
中
さ
は
か
し
く
て
お
ほ
や
け
さ
ま
に
物
の
さ
と
し
し
け
く
の
と
か
な
ら
て
あ
ま
つ
空
に
も
れ
い
に
た
か
へ
る
月
日
ほ
し
の
ひ
か
り
見
え
雲
の
た
ゝ
す
ま
ゐ
あ
り
と
の
み
世
の
人
お
と
ろ
く
事
お
ほ
く
て
み
ち


の
か
ん
か
へ
文
と
も
た
て
ま
つ
れ
る
に
も
あ
や
し
う
世
に
な
へ
て
な
ら
ぬ
事
と
も
ま
し
り
た
り
う
ち
の
お
と
ゝ
の
み
な
ん
御
心
の
う
ち
に
は
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
事
あ
り
あ
る
け
る
・
入
道
き
さ
い
の
宮
春
の
は
し
め
よ
り
な
や
み
わ
た
ら
せ
14
ウ
給
て
三
月
に
は
い
と
お
も
く
な
ら
せ
給
ぬ
れ
は
行
幸
な
と
あ
り
院
に
わ
か
れ
た
て
ま
つ
ら
せ
給
し
程
は
い
と
い
は
け
な
く
も
の
ふ
か
く
も
お
ほ
さ
れ
さ
り
し
を
い
み
し
う
お
ほ
し
な
け
き
た
る
御
け
し
き
な
れ
は
宮
も
い
と
か
な
し
う
お
ほ
し
め
さ
る
・
こ
と
し
は
か
な
ら
す
の
か
る
ま
し
き
年
と
思
○ひ
給
へ
つ
れ
と
お
と
ろ


し
き
心
ち
に
も
侍
ら
さ
り
つ
れ
は
い
の
ち
の
限
し
り
か
ほ
とに
侍
ら
ん
も
人
や
う
た
て
こ
と


し
う
お
も
は
ん
と
は
ゝ
か
り
て
な
ん
く
と
く
の
事
な
と
も
わ
さ
と
れ
い
よ
り
も
と
り
わ
き
て
し
も
侍
ら
す
な
り
に
15
オ
け
る
ま
い
り
て
心
の
と
か
に
む
か
し
の
御
物
語
も
な
と
51
お
も
ひ
給
へ
な
か
ら
う
つ
し
さ
ま
な
る
お
り
す
く
な
く
侍
て
口
を
し
く
い
ふ
せ
く
て
す
き
侍
ぬ
る
事
と
い
と
よ
は
け
に
聞
え
給
卅
七
に
そ
お
は
し
け
る
さ
れ
と
い
と
わ
か
く
さ
か
り
に
お
は
し
ま
す
さ
ま
を
お
し
く
か
な
し
と
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
つ
ゝ
し
ま
せ
給
へ
き
御
と
し
な
る
に
は
れ


し
か
ら
て
月
こ
ろ
す
き
さ
せ
給
事
を
た
に
な
け
き
わ
た
り
給
ひ
つ
る
に
御
つ
ゝ
し
み
な
と
を
も
つ
ね
よ
り
こ
と
に
せ
さ
せ
給
は
さ
り
け
る
事
と
い
み
し
う
お
ほ
し
め
し
た
り
た
ゝ
此
こ
ろ
そ
お
と
ろ
き
て
15
ウ
よ
ろ
つ
の
事
せ
さ
せ
給
月
こ
ろ
は
つ
ね
の
御
な
や
み
と
の
み
う
ち
た
ゆ
み
た
り
つ
る
を
源
氏
の
お
と
ゝ
も
ふ
か
く
お
ほ
し
入
た
り
限
あ
れ
は
ほ
と
な
く
か
つへ
ら
せ
給
も
か
な
し
き
事
お
ほ
か
り
宮
い
と
く
る
し
う
て
は
るか


し
う
物
も
き
こ
え
さ
せ
給
は
す
御
心
の
う
ち
に
お
ほ
し
つ
ゝ
く
る
に
た
か
き
す
く
せ
世
の
さ
か
へ
も
な
ら
ふ
人
な
く
御
心
の
う
ち
に
あ
か
す
お
も
ふ
事
も
人
に
ま
さ
り
け
る
み
と
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
う
へ
の
夢
の
中
に
も
か
ゝ
る
事
の
心
を
し
ら
せ
給
は
ぬ
を
さ
す
か
に
心
く
る
し
う
み
奉
ら
せ
給
て
こ
れ
の
み
そ
う
し
ろ
め
た
16
オ
く
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
事
に
お
ほ
し
を
か
る
へ
き
心
ち
し
給
け
る
・
お
と
ゝ
お
ほ
や
け
方
さ
ま
に
て
も
か
く
や
む
こ
と
な
き
人
の
か
き
り
う
ち
つ
ゝ
き
う
せ
給
な
ん
事
を
人
し
れ
す
お
ほ
し
な
け
く
人
し
れ
ぬ
あ
は
れ
は
た
限
な
く
て
御
い
の
り
な
と
お
ほ
し
よ
ら
ぬ
事
な
し
年
こ
ろ
お
ほ
し
た
え
た
り
つ
る
す
ち
さ
へ
い
ま
ひ
と
た
ひ
き
こ
え
す
な
り
ぬ
る
か
い
み
し
く
お
ほ
さ
る
れ
は
ち
か
き
御
几
丁
の
も
と
に
よ
り
て
御
有
さ
ま
な
と
も
さ
る
へ
き
人
々
に
と
ひ
き
ゝ
給
へ
は
し
た
し
き
か
き
り
さ
ふ
ら
ひ
て
こ
ま
か
に
き
こ
ゆ
月
16
ウ
こ
ろ
な
や
ま
せ
給
へ
る
御
心
ち
に
御
お
こ
な
ひ
を
時
の
ま
も
た
ゆ
ま
せ
給
は
す
せ
さ
せ
給
ふ
つ
も
り
の
い
と
と
い
た
う
く
つ
お
れ
さ
せ
給
に
こ
の
こ
ろ
と
な
り
て
は
か
う
し
な
と
を
た
に
ふ
れ
さ
せ
給
は
す
な
り
52
に
た
れ
は
た
の
み
所
な
く
な
ら
せ
給
に
た
る
事
と
な
き
な
かけ


く
人
々
お
ほ
か
り
・
院
の
御
ゆ
い
こ
ん
に
か
な
ひ
て
う
ち
の
御
う
し
ろ
み
つ
か
う
ま
つ
り
給
事
年
こ
ろ
お
も
ひ
し
り
侍
事
お
ほ
か
れ
と
何
に
つ
け
て
か
は
そ
の
心
よ
せ
こ
と
な
る
さ
ま
を
も
も
ら
し
き
こ
ゑえ
ん
と
の
み
の
と
か
に
お
も
ひ
侍
り
け
る
を
い
ま
な
ん
あ
は
れ
17
オ
に
く
ち
お
し
く
と
ほ
の
か
に
の
給
は
す
る
も
ほ
の


聞
ゆ
る
に
御
い
ら
へ
も
き
こ
え
や
り
給
は
す
な
き
給
ふ
さ
ま
い
と
い
み
し
な
と
か
う
し
も
心
よ
は
き
さ
ま
に
と
人
め
を
お
ほ
し
か
へ
せ
と
い
に
し
へ
よ
り
の
御
有
さ
ま
を
お
ほ
か
た
の
世
に
つ
け
て
も
あ
た
ら
し
く
お
し
き
人
の
御
あ
り
さ
ま
を
心
に
か
な
ふ
わ
さ
な
ら
ね
は
か
け
と
ゝ
め
き
こ
え
む
方
な
く
い
ふ
か
ひ
な
く
お
ほ
さ
る
ゝ
事
か
き
り
な
くし
・
は
か


し
か
ら
ぬ
み
な
か
ら
も
む
か
し
よ
り
御
う
し
ろ
み
つ
か
う
ま
つ
る
へ
き
事
を
心
の
い
た
る
か
き
り
を
ろ
か
な
ら
す
お
も
ひ
給
ふ
る
に
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
17
ウ
か
く
れ
給
ぬ
る
を
た
ゝに
世
中
心
あ
は
た
ゝ
し
く
思
給
へ
ら
る
ゝ
に
又
か
く
お
は
し
ま
せ
は
よ
ろ
つ
に
心
み
た
れ
侍
て
世
に
侍
ら
ん
事
も
残
り
な
き
心
ち
な
ん
し
侍
と
聞
え
給
ほ
と
に
と
も
し
ひ
な
と
の
き
え
ゐい
る
や
う
に
て
は
て
給
ひ
ぬ
れ
は
い
ふ
か
ひ
な
く
か
な
し
き
事
を
お
ほ
し
な
け
く
・
か
し
こ
き
御
み
の
ほ
と
ゝ
聞
ゆ
る
中
に
も
御
こ
ゝ
ろ
は
え
な
と
の
よ
の
た
め
に
も
あ
ま
ね
く
あ
は
れ
に
お
は
し
ま
し
て
か
う
け
に
事
よ
せ
て
人
の
う
れ
へ
と
あ
る
事
な
と
も
を
の
つ
か
ら
う
ち
ま
し
る
を
い
さ
ゝ
か
も
さ
や
う
な
る
事
の
み
た
れ
な
く
18
オ
人
の
つ
か
ふう
ま
つ
る
事
を
も
世
の
く
る
し
み
と
あ
る
へ
き
事
を
は
と
ゝ
め
給
く
と
く
の
か
た
と
て
も
す
ゝ
む
る
に
よ
り
給
て
い
か
め
し
う
め
つ
ら
し
う
し
た
ま
ふ
人
な
と
む
か
し
の
さ
か
し
き
世
に
み
な
あ
り
け
る
を
こ
れ
は
さ
や
う
な
る
事
な
く
た
ゝ
も
と
よ
り
の
た
か
ら
物
え
給
ふ
へ
き
つ
か
さ
か
う
ふ
り
み
ふ
の
も
の
ゝ
さ
る
へ
き
限
し
て
ま
こ
と
に
○
こ
ゝ
ろ
ふ
か
き
事
と
も
の
か
き
り
を
し
を
か
せ
給
へ
53
れ
は
何
にと
わ
く
ま
し
き
山
ふ
し
な
と
ま
て
お
し
み
き
こ
ゆ
お
さ
め
奉
る
に
も
世
中
ひ
ひ
き
て
か
な
し
と
お
も
は
ぬ
人
な
し
殿
上
人
な
と
な
へ
て
ひ
と
18
ウ
つ
色
に
く
ろ
み
わ
た
り
て
物
の
は
へ
な
き
春
の
く
れ
な
り
・
二
条
院
の
お御
ま
へ
の
桜
を
御
覧
し
て
も
花
の
え
ん
の
お
り
な
と
お
ほ
し
い
つ
こ
と
し
は
か
り
は
と
ひ
と
り
こ
ち
給
て
人
の
み
と
か
め
つ
へ
け
れ
は
御
ね
ん
す
た
う
に
こ
も
り
ゐ
給
て
日
々ひ
と
ひ
な
き
く
ら
し
給
夕
日
花
や
か
に
さ
し
て
山
き
は
の
梢
あ
ら
は
な
る
に
雲
の
う
す
く
わ
た
れ
る
か
に
ひ
色
な
る
を
何
事
も
御
め
と
と
○と
ま
ら
ぬ
こ
ろ
な
れ
と
い
と
物
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
る
入
日
さ
す
嶺
に
た
な
ひ
く
う
す
雲
は
物
お
も
ふ
袖
に
19
オ
色
や
ま
か
へ
る
人
き
か
ぬ
所
な
れ
は
か
ひ
な
し
・
御
わ
さ
な
と
も
過
て
事
と
も
し
つ
ま
り
て
み
か
と
物
心
ほ
そ
く
お
ほ
し
た
り
・
こ
の
入
道
○の
宮
の
御
は
ゝ
き
さ
き
の
御
世
よ
り
つ
た
は
り
て
御
い
の
り
の
師
に
て
さ
ふ
ら
ひ
け
る
僧
都
故
宮
に
も
い
と
や
む
こ
と
な
く
し
た
し
き
物
に
お
ほ
し
た
り
し
を
お
ほ
や
け
○に
も
を
も
き
御
お
ほ
え
に
て
い
か
め
し
き
御
願
と
も
お
ほ
く
た
て
ゝ
世
に
か
し
こ
き
ひ
し
り
な
り
け
る
と
し
七
十
は
か
り
に
て
い
ま
は
を
は
り
の
を
こ
な
ひ
を
せ
ん
と
て
こ
も
り
た
る
か
宮
の
御
事
に
よ
り
て
い
て
た
る
19
ウ
を
う
ち
よ
り
め
し
あ
り
て
常
に
さ
ふ
ら
は
せ
給
こ
の
こ
ろ
は
な
を
も
と
の
こ
と
く
ま
い
り
さ
ふ
ら
は
る
へ
き
よ
し
お
と
ゝ
も
す
ゝ
め
た
ま
へ
は
今
は
よ
ゐ
に
○なと
い
と
た
へ
か
た
う
お
ほ
え
侍
れ
と
お
ほ
せ
こ
と
の
か
し
こ
き
に
よ
り
ふ
か
き
心
さ
し
を
そ
へ
て
と
て
候
さ
ふ
ら
ふに
し
つ
か
な
る
あ
か
つ
き
に
人
も
ち
か
く
さ
ふ
ら
は
す
あ
る
は
ま
か
て
な
と
し
ぬ
る
ほ
と
に
こ
た
ひ
に
う
ち
し
は
ふ
き
つ
ゝ
世
中
の
事
と
も
そ
う
し
給
ふ
つ
ゐ
て
に
い
と
そ
こう
し
か
た
く
か
へ
り
て
は
つ
み
に
も
や
ま
か
り
あ
た
ら
ん
と
お
も
ふ
給
へ
は
ゝ
か
る
事
お
ほ
か
れ
と
し
ろ
し
め
さ
ぬ
54
20
オ
に
つ
み
を
も
く
て
天
の
ま
な
こ
をお
そ
ろ
し
う
お
も
ふ
給
へ
ら
る
ゝ
事
を
心
に
む
せ
ひ
つ
ゝ
い
の
ち
を
は
り
侍
な
は
な
に
の
や
く
か
は
侍
ら
ん
仏
も
心
き
た
な
し
と
や
お
ほ
し
め
さ
ん
と
は
か
り
そ
う
し
さ
し
て
え
う
ち
い
て
ぬ
事
あ
り
・
う
へ
な
に
事
な
ら
ん
こ
の
世
に
う
ら
み
残
る
へ
く
お
も
ふ
事
や
あ
ら
ん
法
師
は
ひ
し
り
にと
い
へ
と
も
あ
る
ま
し
き
よ
こ
さ
ま
の
そ
ね
み
ふ
か
く
う
た
て
あ
ん
な
る
物
を
と
お
ほ
し
て
い
は
け
な
か
り
し
時
よ
り
へ
た
て
お
も
ふ
事
な
き
を
そ
こ
に
は
かか


く
し
の
ひ
の
こ
さ
れ
た
る
事
あ
り
け
る
を
な
ん
つ
ら
20
ウ
く
お
も
ひ
ぬ
る
と
の
給
は
す
れ
は
あ
な
か
し
こ
さ
ら
に
仏
の
い
さ
め
ま
ほも
り
給
し
てん
こ
む
の
ふ
か
き
み
ち
を
た
に
か
く
し
と
ゝ
む
る
事
な
く
ひ
ろ
め
つ
か
う
ま
つ
り
侍
り
ま
し
て
心
に
く
ま
あ
る
事
な
に
こ
と
に
か
侍
ら
ん
こ
れ
は
き
し
か
た
ゆ
く
さ
き
の
大
事
と
侍
る
こ
と
を
と
き
をお
は
し
ま
し
に
し
院
き
さ
い
の
宮
た
ゝ
い
ま
世
を
ま
つ
り
こ
ち
給
ふ
お
と
ゝ
の
御
た
め
す
へ
て
か
へ
り
て
よ
か
ら
ぬ
事
に
や
も
り
い
て
侍
ら
ん
か
ゝ
る
お
い
法
師
の
身
に
は
た
と
ひ
う
れ
へ
侍
と
も
な
に
の
く
い
か
侍
ら
ん
仏
天
の
つ
け
あ
る
に
よ
り
21
オ
て
そ
う
し
侍
也
・
わ
か
君
は
ら
ま
れ
お
は
し
た
り
し
時
よ
り
故
宮
ふ
か
く
お
ほ
し
な
け
く
事
あ
り
て
御
い
の
り
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
給
ふ
ゆ
へ
な
ん
侍
し
く
かは
し
く
は
法
師
の
心
に
え
○さ
と
り
侍
ら
す
こ
と
の
た
か
ひ
め
あ
り
て
お
と
ゝ
よ
こ
さ
ま
の
つ
み
に
あ
た
り
給
し
時
い
よ


を
ち
お
ほ
し
め
し
て
重
て
御
い
の
り
と
も
う
け
た
ま
は
り
侍
し
を
お
と
ゝ
も
き
こ
し
め
し
て
な
む
又
更
に
こ
と
く
は
へ
お
ほ
せ
ら
れ
て
御
く
ら
ゐ
に
つ
き
お
は
し
ま
し
ゝ
ま
て
つ
か
ふう
ま
つ
る
事
と
も
侍
し
そ
の
う
け
給
は
り
し
さ
ま
と
て
く
は
し
く
そ
う
す
る
21
ウ
を
き
こ
し
め
す
に
あ
さ
ま
し
う
め
つ
ら
か
に
て
お
そ
ろ
し
う
も
か
な
し
う
も
さ
ま


に
御
心
み
た
れ
け
り
と
55
は
か
り
御
い
ら
へ
も
な
け
れ
は
僧
都
す
ゝ
み
そ
う
し
つ
る
を
ひ
ん
な
く
お
ほ
し
め
す
に
や
と
わ
つ
ら
は
し
く
お
も
ひ
て
や
を
ら
か
し
こ
ま
り
て
ま
か
つ
る
を
め
し
と
ゝ
め
て
心
に
し
ら
て
す
き
な
ま
し
か
は
後
○の
世
ま
て
の
と
か
め
あ
る
へ
か
り
け
る
事
を
い
ま
ゝ
て
し
の
ひ
こ
め
ら
れ
た
り
け
る
を
な
ん
か
へ
り
て
う
し
ろ
め
た
き
心
な
り
と
お
も
ひ
ぬ
る
又
こ
の
事
を
知
り
て
も
ら
し
つ
た
ふ
る
た
く
ひ
や
あ
ら
ん
と
の
給
22
オ
は
す
さ
ら
に
な
に
か
し
と
わ
う
命
婦
と
よ
り
外
の
人
こ
の
事
の
け
し
き
み
た
る
侍
ら
す
さ
る
に
よ
り
な
ん
い
と
お
そ
ろ
し
う
侍
天
へ
ん
し
き
り
に
さ
と
し
世
中
し
つ
か
な
ら
ぬ
は
こ
の
け
な
るり
い
と
き
な
く
物
の
心
し
ろ
し
め
す
ま
し
か
り
つ
る
ほ
と
こ
そ
侍
つ
れ
や
う


御
よ
は
ひ
た
り
お
は
し
ま
し
て
な
に
事
も
わ
き
ま
へ
さ
せ
た
ま
ふ
へ
き
時
に
い
た
り
て
と
か
を
も
し
め
す
な
り
よ
ろ
つ
の
事
をお
や
の
御
世
よ
り
は
し
ま
る
に
こ
そ
侍
な
れ
な
に
の
つ
み
と
も
し
ろ
し
め
さ
ぬ
か
お
そ
ろ
し
き
に
22
ウ
よ
り
思
ひ
給
へ
け
ち
て
し
事
を
さ
ら
に
心
よ
り
い
た
し
侍
ぬ
る
事
と
な
く


き
こ
ゆ
る
ほ
と
に
あ
け
は
て
ぬ
れ
は
ま
か
て
ぬ
・
う
へ
は
ゆ
め
の
や
う
に
い
み
し
き
事
を
き
か
せ
給
ひ
て
色


に
お
ほ
し
み
た
れ
さ
せ
給
ふ
故
院
の
御
た
め
も
う
し
ろ
め
た
く
お
と
ゝ
の
か
く
た
ゝ
人
に
て
世
に
つ
か
へ
給
も
あ
は
れ
に
か
た
し
け
な
か
り
け
る
事
か
た


お
ほ
し
な
や
み
て
日
た
く
る
ま
て
い
て
さ
せ
給
は
ね
は
か
く
な
ん
と
き
ゝ
給
て
お
と
ゝ
も
お
と
ろ
き
て
ま
い
り
給
へ
る
を
御
覧
す
る
に
つ
け
23
オ
て
も
い
と
ゝ
し
の
ひ
か
た
く
お
ほ
し
め
さ
れ
て
御
な
み
た
の
こ
ほ
れ
さ
せ
給
ぬ
る
を
大
か
た
故
宮
の
御
事
を
ひ
る
よ
な
く
お
ほ
し
め
し
た
る
こ
ろ
な
れ
は
な
め
り
と
み
た
て
ま
つ
り
給
・
そ
の
日
式
部

の
み
こ
う
せ
給
ぬ
る
よ
し
そ
う
す
る
に
56
い
よ


世
中
の
さ
は
か
し
き
事
を
な
け
き
お
ほ
し
た
り
か
ゝ
る
こ
ろ
な
れ
は
お
と
ゝ
は
さ
と
に
も
え
ま
か
て
給
は
て
つ
と
さ
ふ
ら
ひ
給
・
し
うめ
や
か
な
る
御
物
語
の
つ
い
て
に
世
は
つ
き
ぬ
る
に
や
あ
ら
ん
も
の
心
ほ
そ
く
れ
い
な
ら
ぬ
心
ち
の
み
す
る
23
ウ
を
あ
め
の
し
た
も
か
く
の
と
か
な
ら
ぬ
心
に
よ
ろ
つ
あ
は
た
ゝ
し
く
な
ん
こ
宮
の
お
ほ
さ
ん
所
に
よ
り
て
こ
そ
世
間
の
事
も
思
は
ゝ
か
り
つ
れ
今
は
心
や
す
き
さ
ま
に
て
も
す
く
さ
ま
ほ
し
く
な
ん
と
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
ふ
・
い
と
あ
る
ま
し
き
御
事
也
世
の
し
つ
か
な
ら
ぬ
事
は
か
な
ら
す
ま
いつ
り
こ
と
の
な
を
く
ゆ
か
め
る
に
も
よ
り
侍
ら
す
さ
か
し
き
世
に
し
も
な
ん
よ
か
ら
ぬ
事
と
も
ゝ
侍
け
る
ひ
し
り
の
み
か
と
の
世
に
も
よ
こ
さ
ま
の
み
た
れ
い
て
く
る
事
も
ろ
こ
し
に
も
侍
け
る
わ
か
国
に
も
さ
な
ん
侍
24
オ
ま
し
て
こ
と
は
り
の
よ
は
ひ
と
も
の
時
い
た
り
ぬ
る
を
お
ほ
し
な
け
く
へ
き
事
に
も
侍
ら
す
な
と
す
へ
て
お
ほ
く
の
事
と
も
を
き
こ
え
給
ふ
か
た
は
し
ま
ね
ふ
も
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
也や
・
つ
ね
よ
り
も
く
ろ
き
御
よ
そ
ひ
に
や
つ
し
給
へ
る
御
か
た
ち
た
か
ふ
所
な
し
う
へ
も
と
し
こ
ろ
御
か
ゝ
み
に
も
お
ほ
し
よ
る
事
な
れ
と
き
こ
し
め
し
ゝ
事
の
ゝ
ち
は
又
こ
ま
か
に
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
つ
ゝ
こ
と
に
い
と
ゝ
あ
は
れ
に
お
ほ
し
め
さ
る
れ
は
い
か
て
こ
の
事
を
か
す
め
き
こ
え
は
や
と
お
ほ
せ
と
24
ウ
さ
す
か
に
は
し
た
な
く
も
お
ほ
し
ぬ
へ
き
事
な
れ
は
わ
か
き
御
心
ち
に
つ
ゝ
ま
し
く
て
ふ
と
も
え
う
ち
い
て
き
こ
え
給
は
ぬ
ほ
と
は
た
ゝ
大
方
の
事
と
も
を
つ
ね
よ
り
こ
と
に
な
つ
か
し
う
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
う
ち
か
し
こ
ま
り
給
つへ
る
さ
ま
に
て
○いと
御
け
し
き
こ
と
な
る
を
か
し
こ
き
人
の
御
め
に
は
あ
や
し
と
み
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
い
と
か
く
さ
た


と
き
こ
し
め
し
た
ら
ん
と
は
お
ほ
さ
ゝ
り
け
り
・
う
へ
は
わ
う
命
57
婦
に
く
は
し
き
事
と
は
ま
ほ
し
う
お
ほ
し
め
せ
と
い
ま
さ
ら
に
し
か
し
の
ひ
給
け
ん
事
し
り
に
け
り
25
オ
と
か
の
人
に
も
お
も
は
れ
し
た
ゝ
お
と
ゝ
に
い
か
て
ほ
の
め
か
し
と
ひ
聞
え
て
さ
き


か
ゝ
る
事
の
れ
い
は
あ
り
け
り
や
と
き
か
ん
と
そ
お
ほ
せ
と
さ
ら
に
つ
い
て
も
な
け
れ
は
い
よ


御
か
く
も
ん
を
せ
さ
せ
給
つ
ゝ
さ
ま


の
ふ
み
と
も
を
御
ら
ん
す
る
に
も
ろ
こ
し
に
は
あ
ら
は
れ
て
も
し
の
ひ
て
も
み
た
り
か
は
し
き
事
い
と
お
ほ
か
り
け
り
日
本
に
は
さ
しら
に
御
ら
ん
し
し
る
所
な
し
た
と
ひ
あ
ら
ん
に
て
も
か
や
う
に
し
の
ひ
た
ら
ん
事
を
は
い
か
て
か
つ
た
へ
し
る
や
う
の
あ
ら
ん
と
す
る
一
世
の
源
氏
又
納
言
25
ウ
大
臣
に
な
り
て
の
ち
に
さ
ら
に
み
こ
に
も
な
り
く
うら
ゐ
に
も
つ
き
給
へ
る
も
あ
ま
た
の
れ
い
あ
り
け
り
人
か
ら
の
か
し
こ
き
に
事
よ
せ
て
さ
も
や
ゆ
つ
り
き
こ
え
ま
し
な
と
よ
ろ
つ
に
そ
お
ほ
し
け
る
・
秋
の
つ
か
さ
め
し
に
太
政
大
臣
に
な
り
給
へ
き
事
う
ち


に
さ
た
め
申
給
つ
い
て
に
な
む
み
か
と
お
ほ
し
よ
す
る
す
ち
の
事
も
ら
し
き
こ
え
給
け
る
を
お
と
ゝ
い
と
ま
は
ゆ
く
お
そ
ろ
し
う
お
ほ
し
て
さ
ら
に
あ
る
ま
し
き
よ
し
を
申
か
へ
し
給
・
故
院
の
御
心
さ
し
あ
ま
た
の
み
こ
た
ち
の
御
中
に
と
り
わ
き
て
26
オ
お
ほ
し
め
し
な
か
ら
く
うら
ゐ
を
ゆ
つ
ら
せ
給
は
ん
事
を
お
ほ
し
め
し
よ
ら
す
な
り
に
け
り
な
に
か
そ
の
御
心
あ
ら
た
め
て
を
よ
は
ぬ
き
は
に
は
の
ほ
り
侍
ら
ん
た
ゝ
も
と
の
御
を
き
て
の
ま
ゝ
に
お
ほ
や
け
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
い
ま
す
こ
し
の
よ
は
ひ
か
さ
な
り
侍
な
は
の
と
か
な
る
を
こ
な
ひ
に
こ
も
り
侍
な
ん
と
思
給
ふ
る
と
つ
ね
の
御
こ
と
の
は
に
か
は
ら
す
そ
う
し
給
へ
は
い
と
く
ち
お
し
う
な
む
お
ほ
し
け
る
太
政
大
臣
に
な
り
給
へ
き
さ
た
め
あ
れ
と
し
は
し
と
お
ほ
す
所
あ
り
て
た
ゝ
御
26
ウ
58
位
そ
ひ
て
牛
車
ゆ
る
さ
れ
て
ま
い
り
ま
か
て
し
給
を
み
か
と
あ
か
す
か
た
し
け
な
き
物
に
お
も
ひ
聞
え
給
て
猶
み
こ
に
な
り
給
へ
き
よ
し
を
お
ほ
し
の
給
は
す
れ
と
世
中
の
御
う
し
ろ
み
し
給
へ
き
人
な
し
権
中
納
言
○
大
納
言
に
な
り
て
右
大
将
か
け
給
へ
る
を
い
ま
一
き
は
あ
か
り
な
ん
に
○なに
事
も
ゆ
つ
り
て
ん
さ
て
の
ち
に
と
も
か
く
も
し
つ
か
な
る
さ
ま
に
と
そ
お
ほ
し
け
る
猶
お
ほ
し
め
く
ら
す
に
故
宮
の
御
た
め
に
も
い
と
お
ゝし
し
う
又
う
へ
の
か
く
お
ほ
し
○めし
な
や
め
る
を
み
た
て
ま
つ
27
オ
る
(
マ
マ)
給
も
か
た
し
け
な
き
に
た
れ
か
ゝ
る
事
を
も
ら
し
そ
う
し
け
ん
と
あ
や
し
う
お
ほ
さ
る
・
命
婦
は
み
く
し
け
と
の
の
か
は
り
た
る
所
に
う
つ
り
て
さ
う
し
た
ま
は
り
て
ま
い
り
た
り
お
と
ゝ
た
い
め
ん
し
給
て
こ
の
事
を
も
し
物
の
つ
い
て
に
露
は
か
り
に
て
も
も
ら
し
そ
う
し
給
事
や
あ
り
し
と
あ
な
い
し
給
へ
と
さ
ら
に
か
け
て
も
き
こ
し
め
さ
ん
事
を
い
み
し
き
こ
と
に
お
ほ
し
め
し
て
か
つ
は
つ
み
う
る
こ
と
に
に
(
マ
マ)
や
と
う
へ
の
御
た
め
を
猶
お
ほ
し
め
し
な
け
き
た
り
し
と
き
こ
ゆ
る
に
27
ウ
も
一
か
た
な
ら
す
心
ふ
か
く
お
は
せ
し
御
あ
り
さ
ま
な
と
つ
き
せ
す
直こひ
き
こ
え
さ
せ
給
・
斎
宮
女
御
は
お
ほ
し
○し
も
し
る
き
御
お
ほ
え
な
り
御
よ
そ
い
あ
り
さ
ま
な
と
も
お
も
ふ
さ
ま
に
あ
ら
ま
ほ
し
う
み
え
給
へ
れ
は
か
た
し
け
な
き
物
に
も
て
か
し
つ
き
聞
え
給
へ
り
・
秋
こ
ろ
二
条
院
に
ま
か
て
給
へ
り
し
○ん
殿
の
御
し
つ
ら
ひ
い
と
ゝ
か
ゝ
や
く
は
か
り
し
給
て
い
ま
は
む
け
の
をお
や
さ
ま
に
も
て
な
し
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
給
・
秋
の
雨
い
と
し
つ
か
に
ふ
り
て
お
ま
へ
の
前
栽
の
色


み
た
れ
た
る
露
の
し
け
さ
28
オ
に
い
に
し
へ
の
事
と
も
か
き
つ
ゝ
け
お
ほ
し
い
ら
れ
て
御
袖
も
ぬ
れ
つ
ゝ
女
御
の
御
方
に
わ
た
り
給
へ
り
こ
ま
や
か
な
る
に
ひ
色
の
御
な
を
し
す
か
た
に
て
59
世
中
の
さ
は
か
し
き
な
と
こ
と
つ
け
給
て
や
か
て
御
さ
う
し
ん
な
れ
は
す
ゝ
ひ
き
か
く
し
て
御
さ
ま
よ
く
も
て
な
し
給
へ
る
つ
き
せ
す
な
ま
め
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
て
み
す
の
う
ち
に
い
り
給
ぬ
み
き
丁
は
か
り
を
へ
た
て
ゝ
み
つ
か
ら
き
こ
え
給
せ
ん
さ
い
と
も
こ
そ
の
こ
り
な
く
ひ
も
と
き
侍
に
け
れ
い
と
物
す
さ
ま
し
き
と
し
な
る
を
心
や
り
て
28
ウ
時
し
り
か
ほ
な
る
も
あ
は
れ
に
こ
そ
と
て
は
し
ら
に
よ
り
ゐ
給
へ
る
夕
は
えへ
い
と
め
て
た
し
む
か
し
の
御
事
と
も
か
の
野
宮
に
立
わ
つ
ら
ひ
し
明
ほ
の
な
と
を
聞
え
い
て
給
ふ
い
と
物
あ
は
れ
と
お
ほ
し
た
り
宮
も
か
く
れ
は
と
に
や
す
こ
し
な
き
給
け
は
ひ
い
と
ら
う
た
け
に
て
う
ち
み
し
ろ
き
給
ほ
と
も
あ
さ
ま
し
く
や
は
ら
か
に
な
ま
め
き
て
お
は
す
へ
か
め
る
み
た
て
ま
つ
ら
ぬ
こ
そ
く
ち
を
し
け
れ
と
む
ね
の
う
ち
つ
ふ
る
ゝ
そ
う
た
て
あ
る
や
・
す
き
に
し
方
こ
と
に
お
も
ひ
な
や
む
へ
き
事
も
な
く
29
オ
て
侍
ぬ
へ
か
り
し
世
中
に
も
猶
心
か
ら
す
き


し
き
こ
と
に
つ
け
て
物
お
も
ひ
の
た
え
す
も
侍
け
る
か
な
さ
る
ま
し
き
事
と
も
の
心
く
る
し
き
か
あ
ま
た
侍
し
中
に
つ
ゐ
に
心
も
と
け
す
む
す
ほ
ほ
れ
て
や
み
ぬ
る
事
ふ
た
つ
な
ん
侍
る
ま
つ
ひ
と
つ
は
こ
の
す
き
給
に
し
御
事
よ
あ
さ
ま
し
う
の
み
お
も
ひ
つ
め
て
や
み
給
に
し
か
な
か
き
世
の
う
れ
は
し
き
ふ
し
と
お
も
ひ
給
へ
ら
れ
し
を
か
う
ま
て
も
つ
か
う
ま
つ
り
た御
ら
ん
せ
ら
る
ゝ
を
な
ん
な
く
さ
め
お
も
ふ
給
へ
な
せ
と
も
え
し
煙
の
む
す
ほ
ゝ
れ
29
ウ
給
け
ん
は
な
を
い
ふ
せ
う
こ
そ
思
給
へ
ら
る
れ
と
て
い
ま
ひ
と
つ
は
の
給
ひ
さ
し
つ
な
か
こ
ろ
み
の
な
き
に
し
つ
み
侍
し
ほ
と
か
た


に
お
も
ひ
給
へ
し
事
か
た
は
し
つ
ゝ
か
な
ひ
に
た
り
ひ
ん
か
し
の
院
に
も
の
す
る
人
の
そ
こ
は
るか
と
な
く
て
心
く
る
し
う
お
ほ
え
わ
た
り
侍
し
も
を
た
し
う
思
ひ
な
り
60
に
て
侍
り
心
は
へ
の
に
く
か
ら
ぬ
な
と
我
も
人
も
み
給
へ
あ
き
ら
め
て
い
と
こ
そ
さ
は
や
か
な
れ
か
く
立
か
へ
り
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
み
つ
か
う
ま
つ
る
よ
ろ
こ
ひ
な
と
は
さ
し
も
心
に
ふ
か
く
し
ま
す
30
オ
か
や
う
な
る
す
き
か
ま
し
き
方
は
し
つ
め
か
た
う
の
み
侍
る
を
お
ほ
ろ
け
に
お
も
ひ
し
の
ひ
た
る
御
う
し
ろ
み
と
は
お
ほ
し
○し
ら
せ
給
ら
ん
や
あ
は
れ
と
た
に
の
た
ま
は
せ
す
は
い
か
に
か
ひ
な
く
侍
ら
ん
と
の
た
ま
ふ
・
む
つ
か
し
う
て
御
い
ら
へ
も
な
け
れ
は
さ
り
や
あ
な
心
う
と
て
こ
と


に
い
ひ
ま
き
ら
は
し
給
つ
い
ま
は
い
か
て
の
と
や
か
に
い
け
る
世
の
か
き
り
お
も
ふ
事
の
こ
さ
す
後
○の
世
の
つ
と
め
も
心
に
ま
か
せ
て
こ
も
るり
な
む
と
お
も
ひ
侍
る
を
こ
の
世
の
お
も
ひ
い
て
出
に
に
し
つ
む
へ
き
ふ
し
の
侍
ら
30
ウ
ぬ
こ
そ
さ
す
か
に
く
ち
お
し
う
侍
り
ぬ
へ
け
れ
数
な
ら
ぬ
お
さ
な
き
人
の
侍
る
お
ひ
さ
き
い
と
ま
ち
と
を
也
や
か
た
し
け
な
く
と
も
な
を
こ
の
か
と
ひ
ろ
け
さ
せ
給
て
侍
ら
す
な
り
な
ん
の
ち
に
も
か
す
ま
へ
さ
せ
給
へ
な
と
聞
え
た
ま
ふ
御
い
ら
へ
は
い
と
お
ほ
と
か
な
る
さ
ま
に
か
しら
う
し
て
ひ
と
こ
と
は
か
り
か
す
め
給
へ
る
け
は
ひ
い
と
な
つ
か
し
け
な
る
に
き
ゝ
つ
き
て
し
め


と
く
る
ゝ
迄
お
は
す
・
は
か


し
き
か
た
の
ゝ
そ
み
は
さ
る
物
に
て
と
し
の
う
ち
ゆ
き
か
は
る
時
々
の
花
も
み
ち
空
の
け
し
31
オ
き
に
つ
け
て
も
心
の
ゆ
く
事
も
し
侍
に
し
か
な
春
の
花
の
は
や
し
秋
の
野
の
さ
か
り
を
と
るり


に
人
あ
ら
そ
ひ
侍
り
け
る
そ
の
こ
ろ
の
け
に
と
心
よ
る
は
か
り
あ
ら
は
な
る
さ
た
め
こ
そ
侍
ら
さ
ん
な
れ
も
ろ
こ
し
に
は
春
の
花
の
に
し
き
に
し
く
も
の
な
し
と
い
ひ
侍
め
り
や
ま
と
こ
と
の
は
に
は
秋
の
あ
は
れ
を
と
り
た
て
ゝ
お
も
へ
る
い
つ
れ
も
時
々
に
つ
け
て
み
給
に
め
う
つ
り
て
え
こ
そ
花
烏
の
色
を
も
○
ね
を
も
わ
き
ま
へ
侍
ら
ね
せ
は
き
か
き
ね
の
う
ち
な
り
と
61
も
そ
の
お
り


の
心
み
し
る
は
か
り
春
の
花
の
木
を
31
ウ
も
う
へ
わ
た
し
秋
の
草
を
も
ほ
り
う
つ
し
て
い
た
つ
ら
な
る
野
辺
の
む
し
を
も
す
ま
せ
て
人
に
御
覧
せ
さ
せ
む
にと
思
ふ
給
ふ
る
を
い
つ
か
た
に
か
御
心
よ
せ
侍
○る
へ
か
ら
ん
と
聞
え
給
に
い
と
聞
え
に
く
き
事
と
お
ほ
せ
と
む
け
に
た
え
て
御
い
ら
へ
聞
え
給
は
さ
ら
ん
も
う
た
て
あ
れ
は
・
ま
し
て
い
とかゝ
思
わ
き
侍
ら
ん
け
に
い
つ
と
な
き
中
に
あ
や
し
と
聞
し
夕
こ
そ
は
か
な
う
き
え
給
に
し
露
の
よ
す
か
に
も
思
給
へ
ら
れ
ぬ
へ
け
れ
と
し
と
け
な
け
に
の
給
ひ
け
つ
も
い
と
ら
う
た
け
な
る
に
え
し
の
ひ
給
は
て
32
オ
君
も
さ
は
あ
は
れ
を
か
は
せ
人
し
れ
す
わ
か
み
に
し
む
る
秋
の
夕
風
し
の
ひ
か
た
き
お
り


も
侍
り
か
し
と
聞
え
給
に
い
つ
こ
の
御
い
ら
へ
か
は
あ
ら
ん
心
え
す
と
お
ほ
し
た
る
御
け
し
き
な
り
こ
の
つ
い
て
に
え
こ
め
給
は
て
う
ら
み
聞
え
給
ふ
事
と
も
あ
る
へ
し
い
ま
す
こ
し
ひ
か
る
事
も
し
給
ひ
つ
へ
け
れ
と
も
い
と
う
た
て
と
お
ほ
い
た
る
も
こ
と
は
り
に
わ
か
御
心
も
わ
か


し
う
け
し
か
ら
す
と
お
ほ
し
か
へ
し
て
う
ち
な
け
き
給
へ
る
さ
ま
の
も
の
ふ
か
う
な
ま
め
か
し
き
も
心
つ
き
な
う
そ
お
ほ
し
な
り
ぬ
る
32
ウ
や
は
(
マ
マ)
ら
つ
ゝ
ひ
き
い
り
給
ぬ
る
け
し
き
な
れ
は
あ
さ
ま
し
う
も
う
と
ま
せ
給
ぬ
る
か
な
ま
こ
と
に
心
ふ
か
き
人
は
か
く
こ
そ
あ
ら
さ
な
れ
よ
し
い
ま
よ
り
は
に
く
ま
せ
た
ま
ふ
な
よ
つ
ら
か
ら
ん
と
て
わ
た
り
給
ぬ
・
う
ち
し
め
り
た
る
御
に
ほ
ひ
と
ま
り
た
る
さ
へ
う
と
ま
し
く
お
ほ
さ
る
○人々
御
つかう
う
し
な
と
ま
い
り
て
こ
の
御
し
と
ね
の
う
つ
り
か
い
ひ
し
ら
ぬ
物
か
な
い
か
て
か
く
と
り
あ
つ
め
柳
の
え
た
に
さ
か
せ
た
る
御
あ
り
さ
ま
な
ら
ん
ゆ
かゆ
し
う
と
聞
え
あ
へ
り
・
た
い
に
わ
た
り
給
て
と
み
に
も
い
33
オ
り
給
は
す
い
た
う
な
か
め
て
は
し
ち
か
う
ふ
し
給
62
へ
り
と
う
ろ
と
を
く
か
け
て
ち
か
く
人
々
さ
ふ
ら
は
せ
給
て
物
か
た
り
な
と
せ
さ
せ
給
か
う
あ
な
か
ち
な
る
事
に
む
ね
ふ
た
か
る
く
せ
の
猶
あ
り
け
る
よ
と
わ
か
身
な
か
ら
お
ほ
し
し
ら
る
・
是
は
い
と
に
け
な
き
事
な
り
お
そ
ろ
し
う
つ
み
ふ
か
き
か
た
は
お
ほ
う
ま
さ
り
け
め
と
い
に
し
へ
の
す
き
○は
お
も
ひ
や
り
す
く
な
き
ほ
と
の
あ
や
ま
ち
に
仏
神
も
ゆ
る
し
給
け
ん
と
お
ほ
し
さ
ま
す
も
な
を
こ
の
み
ち
は
う
し
ろ
や
す
く
ふ
か
き
方
の
ま
さ
り
け
る
か
な
と
お
33
ウ
ほ
し
し
ら
れ
給
・
女
御
は
秋
の
あ
わは
れ
を
し
り
か
ほ
に
い
ら
へ
き
こ
え
て
け
りる
も
く
や
し
う
は
つ
か
し
と
御
心
ひ
と
つ
に
物
む
つ
か
し
う
て
な
や
ま
し
け
に
さ
へ
し
給
を
い
と
す
く
よ
か
に
つ
れ
な
く
て
つ
ね
よ
り
も
お
や
か
り
あ
り
き
給
・
女
君
に
女女
御
の
秋
に
心
を
よ
せ
給
へ
た
り
し
も
あ
は
れ
に
君
の
春
の
明
ほ
の
に
心
し
め
給
へ
る
も
こ
と
は
り
に
こ
そ
あ
れ
と
き


に
つ
け
た
る
木
草
の
花
に
よ
せ
て
も
御
心
と
ま
る
は
か
り
の
あ
そ
ひ
な
と
し
て
し
か
な
と
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
の
い
と
な
み
し
34
オ
け
き
身
こ
そ
ふ
さ
は
し
か
ら
ね
い
か
て
お
も
ふ
事
し
て
し
○かな
と
た
ゝ
御
た
め
さ
う


し
く
や
と
お
も
ふ
こ
そ
心
く
る
し
け
れ
な
と
か
た
ら
ひ
聞
え
給
・
山
里
の
人
も
い
か
に
な
と
た
え
す
お
ほ
し
や
れ
と
所
せ
さ
の
み
ま
さ
る
御
身
に
て
わ
た
り
給
こ
と
い
と
か
た
し
世
中
を
あ
ち
き
な
く
う
し
と
お
も
ひ
知
る
け
し
き
な
と
か
さ
し
も
お
も
ふ
へ
き
心
や
す
く
た
ち
い
て
ゝ
お
ほ
そ
う
の
す
ま
ゐ
は
せ
し
と
お
も
へ
る
を
お
ほ
け
な
し
と
は
お
ほ
す
物
か
ら
い
と
を
し
く
て
れ
い
の
ふ
た
む
の
御
念
仏
に
こ
と
つ
け
て
わ
た
り
給
へ
り
す
み
な
る
ゝ
34
ウ
ま
ゝ
に
い
と
心
す
こ
け
な
る
所
の
さ
ま
に
い
と
ふ
か
ゝ
ら
さ
ら
ん
事
に
て
た
に
あ
は
れ
そ
ひ
ぬ
へ
し
ま
し
て
見
た
て
ま
つ
る
に
つ
け
て
も
つ
ら
か
り
け
る
御
ち
き
り
の
さ
す
か
に
あ
さ
か
ら
63
ぬ
を
お
も
ふ
に
中


に
て
な
く
さ
め
か
た
き
け
し
き
な
れ
は
こ
し
ら
へ
か
ね
た
ま
ふ
い
と
うこ
し
け
き
中
よ
り
か
ゝ
り
ひ
と
も
の
か
け
の
や
り
水
の
ほ
た
る
に
み
え
ま
か
ふ
も
お
か
し
か
ゝ
る
す
ま
ゐ
に
し
ほ
し
ま
さ
ら
ま
し
か
は
め
つ
ら
か
に
お
ほ
え
ま
し
と
の
た
ま
ふ
に
35
オ
い
さ
り
せ
し
影
わ
す
ら
れ
ぬ
か
ゝ
り
火
は
身
の
う
き
舟
や
し
た
ひ
き
に
け
ん
お
も
ひ
こ
そ
ま
か
へ
ら
れ
侍
れ
と
き
こ
ゆ
れ
は
あ
さ
か
ら
ぬ
し
た
の
お
も
ひ
を
し
ら
ね
は
や
猶
か
ゝ
り
火
の
影
は
さ
は
け
る
た
れ
う
き
も
の
と
を
し
か
へ
し
う
ら
み
給
ふ
る
お
ほ
か
た
物
し
つ
か
に
お
ほ
さ
る
○る
こ
ろ
な
れ
は
た
う
と
き
事
と
も
に
御
心
と
ま
り
て
れ
い
よ
り
は
日
こ
ろ
経
給
ふ
に
や
す
こ
し
お
も
ひ
ま
き
れ
け
ん
と
そ
35
ウ
64
(
あ
さ
か
ほ)
斎
院
は
御
ふ
くく
に
て
お
り
ゐ
た
ま
ひ
に
き
か
し
お
と
ゝ
れ
い
の
お
ほ
し
そ
め
つつ
る
事
た
え
ぬ
御
く
せ
に
て
御
と
ふ
ら
ひ
な
と
い
と
し
け
う
き
こ
え
給
ふ
宮
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
事
を
お
ほ
せ
は
御
か
へ
り
も
う
ち
と
け
て
き
こ
え
給
は
す
い
と
く
ち
を
し
と
お
ほ
し
わ
た
る
な
か
月
に
成
て
も
ゝ
そ
の
ゝ
宮
に
わ
た
り
給
ぬ
る
を
きき
ゝ
て
女
五
の
宮
○の
そ
こ
に
お
は
す
れ
は
そ
な
た
の
御
と
ふ
ら
ひ
に
事
つ
け
て
ま
う
て
給
ふ
こ
院
の
こ
の
み
こ
た
ち
を
は
心
こ
と
に
や
む
こ
と
な
く
思
ひ
き
こ
え
給
へ
り
し
か
は
い
ま
も
し
た
し
く
つ
き


に
き
こ
え
か
は
し
給
ふ
め
り
１
オ
お
な
し
し
ん
て
ん
の
に
し
ひ
む
か
し
に
そ
す
み
給
け
る
ほ
と
も
な
くく
あ
れ
に
け
る
心
ち
し
て
あ
は
れ
に
け
は
ひ
し
め
や
か
な
り
宮
た
い
め
ん
し
給
て
御
物
語
き
こ
え
給
ふ
い
と
ふ
る
め
き
た
る
御
け
は
ひ
し
は
ふ
き
か
ち
に
お
は
す
こ
の
か
み
に
お
は
す
れ
と
こ
お
ほ
と
の
ゝ
宮
は
あ
ら
ま
ほ
し
く
ふ
り
か
た
き
御
あ
り
さ
ま
な
る
を
も
て
は
な
れ
こ
ゑ
ふ
つ
ゝ
か
に
こ
ち


し
く
お
ほ
え
給
へ
る
も
さ
る
か
た
な
り
・
院
の
う
へ
か
く
れ
給
ひ
て
後
よ
ろ
つ
心
ほ
そ
く
お
ほ
え
侍
り
つ
る
に
と
し
の
つ
も
る
ま
ゝ
に
い
と
な
み
た
か
ち
に
て
す
く
し
侍
る
を
こ
の
宮
さ
へ
か
く
う
ち
す
て
給
へ
れ
は
い
よ


あ
る
か
な
き
か
に
と
１
ウ
ま
り
侍
る
を
か
く
た
ち
よ
り
と
は
せ
給
に
な
む
物
忘
れ
し
ぬ
へ
くく
侍
と
き
こ
え
給
か
し
こ
く
も
ふ
り
給
へ
る
か
な
と
お
も
へ
と
う
ち
か
し
こ
ま
り
て
院
か
く
れ
給
て
後
は
さ
ま


に
つ
け
て
お
な
し
世
の
や
う
に
も
侍
ら
す
お
ほ
え
ぬ
つ
み
に
あ
た
り
侍
て
し
ら
ぬ
世
に
ま
と
ひ
侍
し
を
た
ま


お
ほ
や
け
に
か
す
ま
へ
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
は
又
と
り
み
た
り
い
と
ま
な
くく
な
と
し
て
年
比
も
ま
い
り
て
い
に
し
へ
の
御
物
か
た
り
を
た
に
き
こ
え
う
け
給
は
ら
ぬ
を
い
ふ
せ
く
思
ひ
た
ま
へ
わ
た
り
つ
ゝ
な
ん
な
と
き
こ
え
給
ふ
を
い
と
も


あ
さ
ま
し
く
い
つ
か
た
に
つ
け
て
も
さ
た
め
な
き
よ
を
お
２
オ
65
な
し
さ
ま
に
て
み
た
ま
へ
す
く
す
い
の
ち
な
か
さ
の
う
ら
め
し
き
事
お
ほ
くく
侍
れ
と
か
く
て
世
に
た
ち
か
へ
り
給
へ
る
御
よ
ろ
こ
ひ
に
な
ん
あ
り
し
年
こ
ろ
を
み
た
て
ま
つ
り
さ
し
て
ま
し
か
は
く
ち
お
し
か
ら
ま
し
と
お
ほ
え
侍
る
と
う
ち
わ
な
ゝ
き
給
て
い
と
き
よ
ら
に
ね
ひ
ま
さ
り
給
に
け
る
か
な
わ
ら
は
に
も
の
し
給
へ
り
し
を
み
た
て
ま
つ
りり
そ
め
に
し
と
き
世
に
か
ゝ
る
ひ
か
り
の
い
て
お
は
し
た
る
事
と
お
と
ろ
か
れ
侍
し
を
時


み
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
ゆ
ゝ
し
く
お
ほ
え
侍
り
て
な
ん
内
の
う
へ
な
ん
い
と
よ
く
に
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
る
と
人
々
き
こ
ゆ
る
を
さ
り
と
も
お
と
り
２
ウ
給
へ
ら
ん
と
こ
そ
を
し
は
か
り
侍
れ
と
な
か


と
き
こ
え
給
へ
は
こ
と
に
か
く
さ
し
む
か
ひ
て
人
の
ほ
め
ぬ
わ
さ
か
な
と
お
か
し
く
お
ほ
す
・
山
か
つ
に
な
り
て
い
た
う
お
も
ひ
く
つ
を
れ
侍
し
年
こ
ろ
の
後
こ
よ
な
く
お
と
ろ
へ
に
て
侍
る
物
を
う
ち
の
御
か
た
ち
は
い
に
し
へ
の
よ
に
も
な
ら
ふ
人
な
く
や
と
こ
そ
あ
り
か
た
く
み
た
て
ま
つ
り
侍
れ
あ
や
し
き
御
を
し
は
か
り
に
な
ん
と
き
こ
え
給
ふ
・
と
き


み
た
て
ま
つ
ら
は
い
と
ゝ
し
き
い
の
ち
や
の
ひ
侍
ら
ん
け
ふ
は
老
も
わ
す
れ
う
き
世
の
な
け
き
み
な
さ
り
ぬ
る
心
ち
な
ん
と
て
も
又
な
い
た
ま
ふ
三
宮
う
ら
や
ま
し
く
さ
る
へ
き
御
ゆ
か
り
そ
ひ
て
し
た
し
く
み
た
て
３
オ
ま
つ
り
給
ふ
を
う
ら
や
み
侍
る
こ
の
う
せ
給
ぬ
る
も
さ
や
う
に
こ
そ
く
ひ
給
ふ
お
り


あ
り
し
か
と
の
給
ふ
に
そ
す
こ
し
み
ゝ
と
ま
り
給
ふ
・
さ
も
さ
ふ
ら
ひ
な
れ
な
ま
し
か
は
い
ま
に
お
も
ふ
さ
ま
に
侍
ら
ま
し
み
な
さ
し
は
な
た
せ
給
ひ
て
と
う
ら
め
し
け
に
け
し
き
は
み
き
こ
え
給
ふ
あ
な
た
の
御
ま
へ
を
み
や
り
た
ま
へ
は
か
れ


な
る
せ
ん
さ
い
の
心
は
へ
も
こ
と
に
見
わ
た
さ
れ
て
の
と
や
か
に
な
か
め
給
ふ
ら
ん
御
あ
り
さ
ま
か
た
ち
も
い
と
ゆ
か
し
くく
あ
は
れ
に
て
え
ね
ん
し
給
は
て
か
く
さ
ふ
ら
ひ
た
る
つ
ゐ
て
を
す
く
し
侍
ら
ん
は
心
さ
し
な
き
や
う
な
る
を
あ
な
た
の
御
と
ふ
ら
ひ
き
こ
ゆ
へ
か
り
け
り
と
て
や
３
ウ
か
て
す
の
こ
よ
り
わ
た
り
給
ふ
く
ら
う
な
り
た
る
ほ
と
な
れ
と
に
ひ
色
の
み
す
に
く
ろ
き
み
き
帳
の
す
き
か
け
あ
は
れ
に
を
ひ
風
な
ま
め
か
し
く
ふ
き
と
を
し
け
は
ひ
あ
ら
ま
ほ
し
66
す
の
ことイ
は
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
み
な
み
の
ひ
さ
し
に
い
れ
奉
る
せ
ん
し
た
い
め
ん
し
て
御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
・
い
ま
さ
ら
に
わ
か


し
き
心
ち
す
る
み
す
の
ま
へ
か
な
神
さ
ひ
に
け
る
年
月
の
ら
う
か
そ
へ
ら
れ
侍
に
い
ま
は
内
くく
ゑ
も
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
て
ん
と
そ
た
の
み
侍
り
け
る
と
て
あ
か
す
お
ほ
し
た
り
あ
り
し
世
は
み
な無イ
夢
に
み
な
し
て
い
ま
な
ん
さ
め
て
は
か
な
き
に
や
と
思
た
ま
へ
さ
た
め
か
た
く
侍
る
に
ら
う
な
と
は
し
つ
か
に
４
オ
や
さ
た
め
き
こ
え
さ
す
へ
う
侍
ら
ん
と
き
こ
え
い
た
し
給
へ
り
け
に
こ
そ
さ
た
め
か
た
き
世
な
れ
と
は
か
な
き
事
に
つ
け
て
お
ほ
し
つ
ゝ
け
らけ
る
人
し
れ
す
神
の
ゆ
る
し
を
ま
ち
し
ま
に
こ
ゝ
ら
つ
れ
な
き
よ
を
す
く
す
か
な
い
ま
は
な
に
の
い
さ
め
に
か
か
こ
た
せ
給
は
ん
と
す
ら
ん
な
へ
て
世
に
わ
つ
ら
は
し
き
こ
と
さ
へ
侍
し
の
ち
さ
ま


に
思
給
へ
あ
つ
め
し
か
な
い
とか
て
か
た
は
し
を
た
に
と
あ
な
か
ち
に
き
こ
え
給
ふ
御
よ
う
い
な
と
も
む
か
し
よ
り
も
今
す
こ
し
な
ま
め
か
し
き
け
さ
へ
そ
ひ
た
ま
ひ
に
け
り
さ
る
は
い
と
い
た
う
す
く
し
給
へ
と
御
く
ら
ゐ
の
ほ
と
４
ウ
に
は
あ
は
さ
め
り
な
へ
て
よ
の
あ
は
れ
は
か
り
を
と
ふ
○か
ら
に
ち
か
ひ
し
こ
と
ゝ
神
や
い
さ
め
ん
と
あ
れ
は
・
あ
な
心
う
そ
の
よ
の
つ
み
は
み
な
し
な
と
の
風
に
た
く
へ
て
き
と
の
た
ま
ふ
あ
い
き
や
う
も
こ
よ
な
し
み
そ
き
を
か
み
は
い
か
ゝ
侍
け
ん
な
と
は
か
な
き
事
を
き
こ
ゆ
る
も
ま
め
や
か
に
は
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
よ
つ
か
ぬ
御
あ
り
さ
ま
は
年
月
に
そ
へ
て
も
物
ふ
か
く
の
み
ひ
き
い
り
給
ひ
て
え
き
こ
え
給
は
ぬ
を
見
た
て
ま
つ
り
な
や
め
り
す
き


し
き
や
う
に
な
り
ぬ
る
を
な
と
あ
さ
は
か
な
ら
す
う
ち
な
け
き
て
た
ち
た
ま
ふ
よ
は
ひ
の
つ
も
り
に
は
５
オ
お
も
な
く
こ
そ
な
る
わ
さ
な
り
け
れ
世
に
し
ら
ぬ
や
つ
れ
を
い
ま
そ
と
た
に
き
こ
え
さ
す
へ
くく
や
は
も
て
な
し
給
ひ
け
る
と
て
い
て
給
ふ
名
残
所
せ
き
ま
て
れ
い
の
き
こ
え
あ
へ
り
・
お
ほ
か
た
の
空
も
お
か
し
き
ほ
と
に
木
葉
の
を
と
な
ひ
に
つ
け
て
も
す
き
に
し
も
の
ゝ
あ
は
れ
と
り
か
へ
し
つ
ゝ
そ
の
お
り


お
か
し
くく
も
あ
は
れ
に
も
ふ
か
く
見
え
給
し
御
67
心
は
へ
な
と
も
お
も
ひ
い
て
き
こ
え
さ
す
心
や
ま
し
くく
て
た
ち
い
て
給
ひ
ぬ
る
は
ま
し
て
ね
さ
め
か
ち
に
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
と
く
み
か
う
し
ま
い
ら
せ
給
て
朝
き
り
を
な
か
め
給
ふ
か
れ
た
る
花
と
も
の
中
に
あ
さ
か
ほ
の
こ
れ
か
れ
に
は
ひ
５
ウ
ま
つ
は
れ
て
あ
る
か
な
き
か
に
さ
き
て
に
ほ
ひ
も
こ
と
に
か
は
れ
る
を
お
ら
せ
給
て
た
て
ま
つ
れ
給
ふ
け
さ
や
か
な
り
し
御
も
て
な
し
に
人
わ
ろ
き
心
ち
し
侍
て
う
し
ろ
て
も
い
と
ゝ
い
か
ゝ
御
ら
ん
し
け
ん
と
ね
た
く
さ
れ
と
み
し
お
り
の
露
わ
す
ら
れ
ぬ
朝
か
ほ
の
は
な
の
さ
か
り
は
す
き
や
し
ぬ
ら
ん
年
こ
ろ
の
つ
も
り
も
あ
は
れ
と
は
か
り
は
さ
り
と
も
お
ほ
し
し
る
ら
む
や
と
な
ん
か
つ
は
な
と
き
こ
え
給
へ
り
・
を
と
な
ひ
た
る
御
文
の
心
は
へ
に
お
ほ
つ
か
な
か
ら
ん
も
み
し
ら
ぬ
や
う
に
や
と
お
ほ
し
人
々
も
御
す
ゝ
り
と
り
ま
か
な
ひ
て
き
こ
ゆ
れ
は
６
オ
秋
は
て
ゝ
き
り
の
ま
か
き
に
む
す
ほ
ゝ
れ
あ
る
か
な
き
か
に
う
つ
る
あ
さ
か
ほ
に
つ
か
は
し
き
御
よ
そ
へ
に
つ
け
て
も
露
け
く
と
の
み
あ
る
は
な
に
の
を
か
し
き
ふ
し
も
な
き
を
い
か
な
る
に
か
お
き
か
た
く
御
ら
ん
す
め
り
あ
を
に
ひ
の
か
み
の
な
よ
ひ
か
な
る
・
す
み
つ
き
は
し
も
を
か
し
く
み
ゆ
め
り
人
の
御
ほ
と
か
き
さ
ま
な
と
に
つ
くく
ろ
は
れ
つ
ゝ
そ
の
お
り
は
つ
み
な
き
事
も
つ
き


し
う
ま
ね
ひ
な
す
に
は
ほ
ゝ
ゆ
るか
む
事
も
あ
め
れ
は
こ
そ
さ
か
し
ら
に
か
き
ま
き
ら
は
し
つ
ゝ
お
ほ
つ
か
な
き
事
も
お
ほ
か
り
け
り
・
立
か
へ
り
い
ま
さ
ら
に
わ
か


し
き
御
６
ウ
ふ
み
か
き
な
と
も
に
け
な
き
事
と
お
ほ
せ
と
猶
か
く
む
か
し
よ
り
も
て
は
な
れ
ぬ
御
け
し
き
な
か
ら
く
ち
お
し
く
て
す
き
ぬ
る
を
お
も
ひ
つ
ゝ
え
し
や
む
ま
し
く
て
お
ほ
さ
る
れ
は
さ
ら
か
へ
り
て
ま
め
や
か
に
き
こ
え
給
ふ
ひ
ん
か
し
の
た
い
に
は
な
れ
お
は
し
て
せ
ん
し
を
む
か
へ
つ
ゝ
か
た
ら
ひ
給
ふ
・
さ
ふ
ら
ふ
人
々
も
さ
し
も
あ
ら
ぬ
き
は
の
事
を
た
に
な
ひ
き
や
す
な
る
な
と
は
あ
や
ま
ち
も
し
つ
へ
く
め
て
き
こ
ゆ
れ
と
宮
は
そ
の
か
み
た
に
こ
よ
な
く
お
ほ
し
は
な
れ
た
り
し
を
い
ま
は
ま
し
て
誰
も
お
も
ひ
な
か
る
へ
き
御
よ
は
ひ
お
ほ
え
に
て
は
68
か
な
き
木
草草
に
つ
け
た
る
御
か
へ
り
な
と
の
お
り
す
く
さ
ぬ
も
７
オ
か
る


し
く
や
と
り
な
さ
る
ら
ん
な
と
人
の
も
の
い
ひ
を
は
ゝ
か
り
給
ひ
つ
ゝ
う
ち
と
け
給
へ
き
御
け
し
き
も
な
け
れ
は
ふ
り
か
た
く
お
な
し
さ
ま
な
る
御
心
は
へ
を
よ
人
に
か
は
り
め
つ
ら
し
く
も
ね
た
く
も
お
も
ひ
き
こ
え
給
ふ
・
世
中
に
も
り
き
こ
え
て
せ前
ん
斎
院
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給
へ
は
な
ん
女
五
の
宮
な
と
も
よ
ろ
し
く
お
ほ
し
た
な
り
に
け
な
か
ら
ぬ
御
あ
は
ひ
な
ら
ん
な
と
い
ひ
け
る
を
た
い
の
う
へ
は
つ
た
へ
き
ゝ
給
て
し
は
し
は
さ
り
と
も
さ
や
う
な
ら
ん
事
も
あ
ら
は
へ
た
て
ゝ
は
お
ほ
し
た
ゝ
し
と
お
ほ
し
け
れ
と
う
ち
つ
け
に
め
と
ゝ
め
き
こ
え
給
に
御
け
し
き
な
と
も
れ
い
な
ら
す
あ
く
か
れ
た
る
も
心
う
く
ま
め


し
７
ウ
く
お
ほ
し
な
る
ら
ん
事
を
つ
れ
な
く
た
は
ふ
れ
に
い
ひ
な
し
給
ひ
け
ん
よ
と
お
な
し
す
ち
に
は
も
の
し
た
ま
へ
と
お
ほ
え
こ
と
に
む
か
し
よ
り
や
む
こ
と
な
く
き
こ
え
給
ふ
を
御
心
な
と
う
つ
り
な
は
は
し
た
な
く
も
あ
へ
い
か
な
○と
年
こ
ろ
の
御
も
て
な
し
な
と
は
立
な
ら
ふ
か
た
な
く
さ
す
か
に
な
ら
ひ
て
人
に
を
し
け
た
れ
ん
事
な
と
人
し
れ
す
お
ほ
し
な
け
か
る
か
き
た
え
な
こ
り
な
き
さ
ま
に
は
も
て
な
し
給
は
す
と
も
い
と
物
は
か
な
き
さ
ま
に
て
み
な
れ
給
へ
る
と
し
こ
ろ
の
む
つ
ひ
あ
な
つ
ら
は
し
き
か
た
に
こ
そ
は
あ
ら
め
な
と
さ
ま


に
思
ひ
み
た
れ
給
ふ
に
よ
ろ
し
き
事
こ
そ
う
ち
ゑ
し
な
と
８
オ
に
く
か
ら
す
き
こ
え
給
へ
ま
め
や
か
に
つ
ら
し
と
お
ほ
せ
は
色
に
も
い
た
し
給
は
す
・
は
し
ち
か
う
な
か
め
か
ち
に
う
ち
す
み
し
け
く
な
り
や
くく
と
は
御
文
を
か
き
給
へ
は
け
に
人
の
こ
と
は
む
な
し
か
る
ま
し
き
な
め
り
け
し
き
を
た
に
か
す
め
給
へ
か
し
と
う
と
ま
し
く
の
み
思
ひ
き
こ
え
給
ふ
・
冬
つ
か
た
か
ん
わ
さ
な
と
も
と
ま
り
て
さ
う


し
き
に
つ
れ


と
お
ほ
し
あ
ま
り
て
五
の
宮
に
れ
い
の
ち
か
つ
き
ま
い
り
給
ふ
雪
う
ち
ち
り
て
え
ん
な
る
た
そ
か
れ
と
き
に
な
つ
か
し
き
ほ
と
に
な
れ
た
る
御
そ
と
も
を
い
よ


た
き
し
め
給
ひ
て
心
こ
と
に
け
さ
う
し
く
ら
し
給
へ
れ
は
い
と
ゝ
心
よ
は
か
ら
ん
人
は
い
か
ゝ
と
み
え
た
り
さ
す
か
に
８
ウ
ま
か
り
申
は
た
き
こ
え
給
ふ
女
五
の
宮
の
な
や
ま
し
くく
し
た
69
ま
ふ
な
る
を
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
に
な
ん
と
て
つ
い
ゐ
た
ま
へ
れ
と
み
も
や
り
給
は
す
わ
か
君君
を
も
て
あ
そ
ひ
ま
き
ら
は
し
お
は
す
る
そ
は
め
の
た
ゝ
な
ら
ぬ
を
あ
や
し
く
御
け
し
き
の
か
は
れ
る
へ
き
こ
ろ
か
な
つ
み
も
な
し
や
し
ほ
や
き
衣
の
あ
ま
り
め
な
れ
み
た
て
な
く
お
ほ
さ
る
ゝ
に
や
と
て
と
た
え
を
く
を
ま
た
い
か
ゝ
な
と
き
こ
え
給
へ
は
な
れ
行
こ
そ
け
に
う
き
事
お
ほ
か
り
け
れ
と
は
か
り
に
て
う
ち
そ
む
き
て
ふ
し
給
へ
る
は
み
す
て
ゝ
い
て
給
ふ
み
ち
物
う
け
れ
と
宮
に
御
せ
う
そ
こ
き
こ
え
給
て
け
れ
は
出
給
ぬ
か
ゝ
り
け
る
事
も
あ
り
け
る
よ
を
う
ら
９
オ
な
く
て
す
く
し
け
る
よ
と
思
ひ
つ
ゝ
け
て
ふ
し
給
へ
り
・
に
ひ
た
る
御
そ
と
も
な
れ
と
色
あ
ひ
か
さ
な
り
こ
の
ま
し
くく
な
か


み
え
て
雪
の
ひ
か
り
に
い
み
し
く
え
ん
な
る
御
す
か
た
を
見
い
た
し
て
ま
こ
と
に
か
れ
ま
さ
り
給
は
ゝ
と
し
の
ひ
あ
へ
す
お
ほ
さ
る
御
せ
ん
な
と
し
の
ひ
や
か
な
る
か
き
り
し
て
う
ち
よ
り
ほ
か
の
あ
り
き
は
も
の
う
き
ほ
と
に
な
り
に
け
り
や
も
ゝ
そ
の
ゝ
宮
の
心
ほ
そ
き
さ
ま
に
て
も
の
し
給
ふ
も
式
部

宮
に
と
し
こ
ろ
は
ゆ
つ
り
き
こ
え
つ
る
を
今
は
た
の
む
な
と
お
ほ
し
の
た
ま
ふ
も
こ
と
は
り
に
い
と
を
し
け
れ
は
な
と
人
々
に
も
の
た
ま
ひ
な
せ
と
い
て
や
御
す
き
心
の
ふ
り
９
ウ
か
た
き
そ
あ
た
ら
御
き
す
な
め
る
か
る


し
き
事
も
い
て
き
な
ん
な
と
つ
ふ
や
き
あ
へ
り
宮
に
は
き
た
お
も
て
の
人
し
け
き
か
た
な
る
み
か
と
は
い
り
給
は
ん
も
か
ろ


し
け
れ
は
に
し
な
る
か
こ
と


し
き
を
人
い
れ
さ
せ
給
て
宮
の
御
方
に
御
せ
う
そ
こ
あ
れ
は
け
ふ
し
も
わ
た
り
給
は
し
と
お
ほ
し
け
る
を
お
と
ろ
き
て
あ
け
さ
せ
給
み
か
と
も
り
さ
む
け
な
る
け
は
ひ
う
す
ゝ
き
い
て
き
て
と
み
に
も
え
あ
け
や
ら
す
こ
れ
よ
り
ほ
か
の
お
の
こ
は
た
な
き
な
る
へ
し
こ
ほ
こ
ほ
と
ひ
き
て
錠
の
い
と
い
た
く
さ
ひ
に
け
れ
は
あ
か
す
と
う
れ
ふ
る
を
あ
は
れ
と
き
こ
し
め
す
き
の
ふ
け
ふ
と
お
ほ
す
ほ
と
に
み
そ
10
オ
と
せ
の
あ
な
た
に
も
な
り
に
け
る
よ
か
な
か
ゝ
る
を
見
つ
ゝ
か
り
そ
め
の
や
と
り
を
え
お
も
ひ
す
て
す
木
葉草
の
色
に
も
心
う
つ
す
よ
と
お
ほ
し
し
ら
る
く
ち
す
さ
ひ
に
い
つ
の
ま
に
蓬
か
も
と
ゝ
む
す
ほ
ゝ
れ
雪
ふ
る
さ
70
と
ゝ
あ
れ
し
か
き
ね
そ
や
ゝ
ひ
さ
し
う
ひ
こ
し
ら
ひ
あ
け
て
い
り
給
ふ
・
宮
の
御
か
た
に
れ
い
の
御
物
か
た
り
き
こ
え
給
に
ふ
る
事
と
も
の
そ
こ
は
か
と
な
き
う
ち
は
し
め
き
こ
え
つ
く
し
給
へ
と
御
み
ゝ
も
お
と
ろ
か
す
ね
ふ
た
き
に
宮
も
あ
く
ひ
う
ち
し
給
ひ
て
よ
ひ
ま
と
ひ
を
し
侍
れ
は
物
も
え
き
こ
え
や
ら
す
と
の
給
ほ
と
も
な
くく
い
ひ
き
と
か
き
ゝ
し
ら
ぬ
を
と
す
10
ウ
れ
は
よ
ろ
こ
ひ
な
か
ら
立
い
て
給
は
ん
と
す
る
に
ま
た
い
と
ふ
る
め
か
し
き
し
は
ふ
き
う
ち
し
て
ま
い
り
た
る
人
あ
り
か
し
こ
け
れ
と
き
こ
し
め
し
た
ら
ん
と
た
の
み
き
こ
え
さ
す
る
を
よ
に
あ
る
も
の
と
も
か
す
ま
へ
さ
せ
給
は
ぬ
に
な
ん
院
の
う
へ
は
を
は
お
と
ゝ
と
わ
ら
は
せ
給
し
な
と
な
の
り
い
つ
る
に
そ
お
ほ
し
い
つ
る
源
内
侍
の
す
け
と
い
ひ
し
人
は
あ
ま
に
な
り
て
こ
の
宮
に
御
て
し
に
て
な
ん
を
こ
な
ふ
と
き
き
し
こか
と
今
ま
て
あ
ら
ん
と
も
た
つ
ね
し
り
給
は
さ
り
つ
る
を
あ
さ
ま
し
う
な
り
ぬ
そ
の
世
の
事
は
み
な
む
か
し
か
た
り
に
な
り
ゆ
く
を
は
る
か
に
お
も
ひ
い
つ
る
も
心
ほ
そ
き
に
う
れ
し
き
御
声
か
な
お
や
な
し
に
ふ
せ
る
11
オ
た
ひ
人
と
は
く
ゝ
み
給
へ
か
し
と
て
よ
り
ゐ
た
ま
へ
る
御
け
は
ひ
に
い
と
ゝ
む
か
し
お
も
ひ
い
て
つ
ゝ
ふ
り
か
た
く
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
に
も
て
な
し
て
い
た
う
す
け
み
に
た
る
く
ち
つ
き
思
や
ら
る
ゝ
こ
は
つ
か
ひ
の
さ
す
か
に
し
た
つ
き
に
て
う
ち
さ
れ
ん
と
は
猶
お
も
へ
り
い
ひ
こ
し
ほ
と
に
な
と
き
こ
え
か
ゝ
る
ま
は
ゆ
さ
よ
い
ま
し
も
き
た
る
お
い
の
や
う
に
な
と
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
給
ふ
も
の
か
ら
ひ
き
か
へ
こ
れ
も
あ
は
れ
な
り
こ
の
さ
か
り
に
い
と
見
給
し
女
御
更
衣
あ
る
は
ひ
た
す
ら
な
く
な
り
給
あ
る
は
か
ひ
な
く
て
は
か
な
き
世
に
さ
す
ら
へ
た
ま
ふ
も
あ
へ
か
め
り
入
道
の
宮
な
と
の
御
よ
は
ひ
よ
あ
さ
ま
し
と
の
み
お
ほ
さ
る
ゝ
世
に
年
11
ウ
の
程
身
の
残
り
す
く
な
け
さ
に
心
は
へ
な
と
も
物
は
か
な
く
み
え
し
人
の
い
き
と
ま
り
て
の
と
や
か
に
お
こ
な
ひ
を
も
う
ち
し
て
す
く
し
け
る
は
猶
す
へ
て
さ
た
め
な
き
世
な
り
と
お
ほ
す
に
も
の
あ
は
れ
な
る
御
け
し
き
を
心
と
き
め
き
に
お
も
ひ
て
わ
か
や
く
年
ふ
れ
と
こ
の
契
こ
そ
わ
す
ら
れ
ね
お
や
の
お
や
と
か
い
ひ
し
ひ
と
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
れ
は
う
と
ま
し
く
て
71
身
を
か
へ
て
後
も
ま
ち
み
よ
こ
の
よ
に
て
お
や
を
わ
す
る
ゝ
た
め
し
あ
り
や
と
た
の
も
し
き
ち
き
り
そ
や
い
ま
の
と
か
に
そ
き
こ
え
さ
す
へ
き
と
て
た
ち
給
ひ
ぬ
・
西
お
も
て
に
12
オ
は
み
か
う
し
ま
い
り
た
れ
と
い
と
ひ
き
こ
え
か
ほ
な
ら
む
も
い
か
ゝ
と
て
ひ
と
ま
ふ
た
ま
は
お
ろ
さ
す
月
さ
し
い
て
ゝ
う
す
ら
か
に
つ
も
れ
る
雪
の
ひ
か
り
に
あ
ひ
て
な
か


い
と
お
も
し
ろ
き
よ
の
さ
ま
な
り
あ
り
つ
る
老おひ
ら
く
の
心
け
さ
う
も
よ
か
ら
ぬ
物
の
よ
の
た
と
ひ
と
か
き
ゝ
し
と
お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
お
か
し
く
な
ん
こ
よ
ひ
は
い
と
ま
め
や
か
に
き
こ
え
給
ひ
て
ひ
と
こ
と
に
く
し
な
と
も
人
つ
て
な
ら
て
の
た
ま
は
せ
ん
を
お
も
ひ
た
ゆ
る
ふ
し
に
も
せ
(
マ
マ)
ん
を
思
た
ゆ
る
ふ
し
に
も
せ
ん
と
お
り
た
ち
て
せ
め
き
こ
え
給
へ
と
む
か
し
わ
れ
も
人
も
わ
か
や
か
に
つ
み
ゆ
る
さ
れ
た
りり
し
世
に
た
に
こ
宮
な
と
の
12
ウ
心
よ
せ
お
ほ
し
た
り
し
を
猶
あ
る
ま
し
く
は
つ
か
し
と
思
き
こ
え
て
や
み
に
し
を
世
の
す
ゑ
に
まさ
た
す
き
つ
き
な
き
ほ
と
に
て
ひ
と
こ
ゑ
も
い
と
ま
は
ゆ
か
ら
ん
と
お
ほ
し
て
さ
ら
に
う
こ
き
な
き
御
心
な
れ
は
あ
さ
ま
し
う
つ
ら
し
と
思
き
こ
え
給
さ
す
か
に
は
し
た
な
く
さ
し
は
な
ち
て
な
と
は
あ
ら
ぬ
人
つ
て
の
御
か
へ
り
な
と
そそ
心
や
ま
し
き
や
よ
も
い
た
う
ふ
け
ゆ
く
に
風
の
け
は
ひ
は
け
し
く
て
ま
こ
と
に
い
と
も
の
心
ほ
そ
く
お
ほ
ゆ
れ
は
さ
ま
よ
き
程
に
を
し
の
こ
ひ
給
て
つ
れ
な
さ
を
む
か
し
に
こ
り
ぬ
心
こ
そ
人
の
つ
ら
き
に
そ
へ
て
つ
ら
け
れ
心
○つ
か
ら
の
と
の
給
ひ
す
さ
ふ
る
を
13
オ
け
に
か
た
は
ら
い
た
し
と
人
々
れ
い
の
き
こ
ゆ
あ
ら
た
め
て
な
に
か
は
見
え
ん
人
の
う
へ
に
か
ゝ
り
と
き
ゝ
し
心
か
は
り
を
む
か
し
に
か
は
る
事
は
な
ら
は
す
な
と
き
こ
え
給
へ
り
い
ふ
か
ひ
な
く
て
い
と
ま
め
や
か
に
ゑゑ
し
き
こ
え
て
出
給
も
い
と
わ
か


し
き
心
ち
し
給
へ
は
い
と
か
く
よ
の
た
め
し
に
な
り
ぬ
へ
き
あ
り
さ
ま
も
ら
し
給
ふ
な
よ
ゆ
め


い
さ
ら
か
は
な
と
も
な
れ


し
や
と
て
せ
ち
に
う
ち
さ
ゝ
め
き
か
た
ら
ひ
給
へ
と
な
に
事
に
か
あ
ら
ん
・
人
々
も
あ
な
か
た
し
け
な
あ
な
か
ち
に
な
さ
け
を
く
れ
て
も
て
な
し
き
こ
え
給
ら
ん
か
る
ら
か
に
を
し
た
ち
て
な
と
は
見
え
給
は
ぬ
御
け
き
し
72
13
ウ
を
心
く
る
し
う
と
い
ふ
け
に
人
の
ほ
と
の
お
か
し
き
に
も
あ
は
れ
に
も
お
ほ
し
し
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
と
物
お
も
ひ
し
る
さ
ま
に
見
え
た
て
ま
つ
る
と
て
を
し
な
へ
て
の
よ
の
人
の
め
て
き
こ
ゆ
ら
ん
つ
ら
に
や
お
も
ひ
な
さ
れ
む
か
つ
は
か
る


し
き
心
の
ほ
と
も
み
し
り
給
ぬ
へ
くく
は
つ
か
し
け
な
め
る
御
あ
り
さ
ま
を
と
お
ほ
せ
と
な
つ
か
し
か
ら
ん
な
さ
け
も
い
と
あ
ひ
な
し
よ
そ
の
御
か
へ
り
な
と
は
う
ち
た
え
て
お
ほ
つ
か
な
か
る
ま
し
き
程
に
き
こ
え
給
人
つ
て
の
御
い
ら
へ
は
し
た
な
か
ら
て
す
く
し
て
ん
年
こ
ろ
し
つ
み
つ
る
つ
み
う
し
な
ふ
は
か
り
御
お
こ
な
ひ
を
と
は
お
ほ
し
た
て
と
に
は
か
に
か
ゝ
る
御
事
を
し
も
も
て
14
オ
は
な
れ
か
ほ
に
あ
ら
ん
も
な
か


い
ま
め
か
し
き
や
う
に
み
え
き
こ
え
て
人
の
と
り
な
さ
し
や
は
と
よ
の
人
の
く
ち
さ
か
な
さ
を
お
ほ
し
し
り
に
し
か
は
か
つ
さ
ふ
ら
ふ
人
に
も
う
ち
と
け
給
は
す
い
た
う
御
心
つ
か
ひ
し
給
ひ
つ
ゝ
や
う


御
お
こ
な
ひ
を
の
み
し
給
ふ
御
は
ら
か
ら
の
君君
達
あ
ま
た
も
の
し
た
ま
へ
と
ひ
と
つ
御
は
ら
な
ら
ね
は
い
と
う
と


し
く
宮
の
う
ち
い
と
か
す
か
に
な
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
さ
は
か
り
め
て
た
き
人
の
ね
ん
こ
ろ
に
御
心
を
つ
く
し
き
こ
え
給
へ
は
み
な
人
心
を
よ
せ
き
こ
ゆ
る
も
ひ
と
つ
心
と
み
ゆ
お
と
ゝ
は
あ
な
か
ち
に
お
ほ
し
い
ら
る
ゝ
に
し
も
あ
ら
ね
と
つ
れ
な
き
御
け
し
き
の
う
れ
た
き
に
ま
け
14
ウ
て
や
み
な
ん
も
く
ち
お
し
く
け
に
は
た
人
の
御
あ
り
さ
ま
よ
の
お
ほ
え
こ
と
に
あ
ら
ま
ほ
し
く
物
を
ふ
か
く
お
ほ
し
ゝ
り
よ
の
人
の
と
あ
る
か
ゝ
る
け
ち
め
も
き
ゝ
あ
つ
め
給
ひ
て
む
か
し
よ
り
も
あ
ま
た
へ
ま
さ
り
て
お
ほ
さ
る
れ
は
い
ま
さ
ら
の
御
あ
た
け
も
か
つ
は
よ
の
も
と
き
を
も
お
ほ
し
な
か
ら
む
な
し
か
ら
ん
は
い
よ


人
わ
ら
へ
な
る
へ
し
い
か
に
せ
ん
と
御
心
う
こ
き
て
二
条
院
に
夜
か
れ
か
さ
ね
給
を
女
君君
は
た
は
ふ
れ
に
く
ゝ
の
み
お
ほ
す
し
の
ひ
給
へ
と
い
か
ゝ
う
ち
こ
ほ
る
ゝ
お
り
も
な
か
ら
む
あ
や
し
く
れ
い
な
ら
ぬ
御
け
し
き
こ
そ
心
え
か
た
け
れ
と
て
御
く
し
を
か
き
や
り
つ
ゝ
い
と
を
し
と
お
15
オ
ほ
し
た
る
さ
ま
も
ゑ
に
か
ゝ
ま
ほ
し
き
御
あ
は
ひ
な
り
宮
う
せ
給
ひ
て
後
う
へ
の
い
と
さ
う


し
け
に
の
み
お
ほ
し
た
る
73
も
心
く
る
し
う
見
奉
り
お
ほ
き
お
と
ゝ
も
ゝ
の
し
給
は
て
見
ゆ
つ
る
人
な
き
こ
と
し
け
さ
に
な
む
こ
の
程
の
た
え
ま
な
と
を
見
な
ら
は
ぬ
事
に
お
ほ
す
ら
ん
も
こ
と
は
り
に
あ
は
れ
な
れ
と
今
は
さ
り
と
も
心
の
と
か
に
お
ほ
せ
を
と
な
ひ
給
た
め
れ
と
ま
た
い
と
お
も
ひ
や
り
も
な
く
人
の
心
も
み
し
ら
ぬ
さ
ま
に
物
し
給
ふ
こ
そ
ら
う
た
け
れ
な
と
ま
ろ
か
れ
た
る
御
ひ
た
ひ
か
み
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
給
へ
と
い
よ


そ
む
き
て
物
も
き
こ
え
給
は
す
い
と
い
た
う
わ
か
ひ
給
へ
る
は
た
か
な
ら
は
し
き
15
ウ
こ
え
た
る
そ
と
て
つ
ね
な
き
世
に
か
く
ま
て
心
を
か
る
ゝ
も
あ
ち
き
な
の
わ
さ
や
と
か
つ
は
う
ち
な
か
め
給
ふ
斎
院
に
は
か
な
し
こ
と
き
こ
ゆ
る
や
も
し
お
ほ
し
ひ
か
む
る
方
あ
る
そ
れ
は
い
と
も
て
は
な
れ
た
る
事
そ
よ
を
の
つ
か
ら
見
給
ひ
て
ん
昔
よ
り
こ
よ
な
う
け
と
を
き
御
心
は
へ
な
る
を
さ
う


し
き
お
り


た
ゝ
な
ら
て
き
こ
え
な
や
ま
す
に
か
し
こ
も
つ
れ
つ
れ
に
物
し
給
所
な
れ
は
玉
さ
か
の
い
ら
へ
な
と
し
給
へ
と
ま
め


し
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ぬ
を
か
く
な
ん
あ
る
と
し
も
う
れ
へ
き
こ
ゆ
へ
き
事
に
や
は
う
し
ろ
め
た
う
○は
あ
ら
し
と
を
お
も
ひ
な
を
し
給
へ
な
と
ひ
ゝ
と
ひ
な
く
さ
め
き
こ
え
給
ふ
雪
の
い
た
う
16
オ
降
つ
も
り
た
る
う
へ
に
い
ま
も
ち
り
つ
ゝ
松
と
竹
と
の
け
ち
め
お
か
し
う
み
ゆ
る
タ
暮
に
人
の
御
か
た
ち
も
ひ
か
り
ま
さ
り
て
み
ゆ
と
き


に
つ
け
て
も
人
の
心
を
う
つ
す
め
りる
花
紅
葉
の
さ
か
り
よ
り
も
冬
の
夜
の
す
め
る
月
に
雪
の
光
あ
ひ
た
る
空
こ
そ
あ
や
し
う
色
な
き
物
の
身
に
し
み
て
こ
の
よ
の
外
の
事
ま
て
思
ひ
な
か
さ
れ
出お
も
し
ろ
さ
も
あ
は
れ
さ
も
残
ら
ぬ
お
り
な
れ
す
さ
ま
し
き
た
め
し
に
い
ひ
を
き
け
ん
人
の
心
あ
さ
ゝ
よ
と
て
み
す
ま
き
あ
け
さ
せ
給
ふ
月
は
く
ま
な
く
さ
し
出
て
ひ
と
つ
色
に
み
え
わ
た
さ
れ
た
る
に
し
ほ
れ
た
る
せ
ん
さ
い
の
か
け
心
く
る
し
う
や
り
水
も
い
と
い
た
う
む
せ
16
ウ
ひ
て
池
の
氷
も
え
も
い
は
す
す
こ
き
に
わ
ら
は
へ
お
ろ
し
て
雪
ま
ろ
は
し
せ
さ
せ
た
ま
ふ
お
か
し
け
な
る
す
か
た
か
し
ら
つ
き
と
も
月
に
は
へ
て
お
ほ
き
や
か
に
な
れ
た
る
さ
ま


の
あ
こ
め
み
た
れ
き
ほ
ひ
し
と
け
な
き
と
の
ゐ
す
か
た
な
ま
め
ひ
た
る
に
こ
よ
な
う
あ
ま
れ
る
か
み
の
す
ゑ
し
ろ
き
に
は
にイ
は
74
ま
し
て
も
て
は
や
し
た
る
い
と
け
さ
や
か
な
り
ち
い
さ
き
は
わ
ら
は
け
て
よ
ろ
こ
ひ
は
し
る
に
あ
ふ
き
な
と
も
お
と
し
て
う
ち
と
け
か
ほ
お
か
し
け
な
り
い
と
お
ほ
ふ
ま
ろ
は
さ
ん
と
ふ
く
つ
け
か
れ
と
え
も
を
し
う
こ
か
さ
て
わ
ふ
め
り
か
た
へ
は
東
の
妻
な
と
に
い
て
ゐ
て
心
も
と
な
け
に
わ
ら
ふ
一
と
17
オ
せ
中
宮
の
御
前
に
雪
の
山
つ
く
ら
れ
た
り
し
世
に
ふ
り
○に
た
る
こ
と
な
れ
と
猶
め
つ
ら
し
く
も
は
か
な
き
事
を
し
な
し
給
へ
り
し
か
な
な
に
の
お
り


に
つ
け
て
も
口
お
し
く
あ
か
す
も
あ
る
か
な
い
と
け
と
を
く
も
て
な
し
給
ひ
て
く
は
し
き
御
あ
り
さ
ま
を
み
な
ら
し
奉
り
し
事
は
な
か
り
し
か
と
御
ま
し
ら
ひ
の
程
に
う
し
ろ
や
す
き
物
に
は
お
ほ
し
た
り
き
か
し
う
ち
た
の
み
き
こ
え
て
と
あ
る
事
か
ゝ
る
お
り
に
つ
け
て
な
に
事
も
き
こ
え
か
よ
ひ
し
に
も
て
い
て
ゝ
ら
う


し
き
事
も
み
え
給
は
さ
り
し
か
と
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
思
ふ
さ
ま
に
は
か
な
き
こ
と
わ
さ
を
も
17
ウ
し
な
し
給
ひ
し
は
や
よ
に
ま
た
さ
は
か
り
の
た
く
ひ
あ
り
な
ん
や
や
は
ら
か
に
お
ひ
れ
た
る
物
か
ら
ふ
か
う
よ
し
つ
き
た
る
所
の
な
ら
ひ
な
く
物
し
給
ひ
し
を
君君
こ
そ
は
さ
い
へ
と
む
ら
さ
き
の
ゆ
へ
こ
よ
な
か
ら
す
物
し
た
ま
ふ
め
れ
と
す
こ
し
わ
つつ
ら
は
し
き
け
そ
ひ
て
か
と


し
さ
の
きすゝ
ゝ
み
給
へ
る
や
く
る
し
か
ら
ん
せ
ん
斎
院
の
御
心
は
へ
は
又
さ
ま
こ
と
に
そ
み
ゆ
る
さ
う


し
き
に
な
に
と
は
な
く
と
も
き
こ
え
あ
は
せ
わ
れ
も
心
つ
か
ひ
せ
ら
る
へ
き
御
あ
た
り
た
ゝ
此
ひ
と
所
や
よ
に
残
り
給
へ
ら
ん
と
の
給
ふ
・
内
侍
の
か
み
こ
そ
は
ら
う


し
く
ゆ
へ


し
き
方
は
人
に
ま
さ
り
給
へ
れ
あ
さ
は
か
な
る
す
ち
18
オ
な
と
も
て
は
な
れ
給
へ
り
け
る
人
の
御
心
を
あ
や
し
く
も
あ
り
け
る
事
と
も
か
な
と
の
給
へ
は
・
さ
か
し
な
ま
め
か
し
う
か
た
ち
よ
き
女
の
た
め
し
に
は
猶
ひ
き
い
て
つ
へ
き
人
そ
か
し
さ
も
お
も
ふ
に
い
と
お
し
く
く
や
し
き
事
の
お
ほ
か
る
か
な
ま
ひ
て
う
ち
あ
た
け
す
き
た
る
人
の
年
つ
も
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
い
か
に
くく
や
し
き
事
お
ほ
か
ら
ん
人
よ
り
は
こ
よ
な
き
し
つ
け
さ
と
お
も
ひ
し
た
に
な
と
の
給
ひ
出
て
か
む
の
君君
の
御
こ
と
に
も
涙
す
こ
し
お
と
し
給
ひ
つ
こ
の
か
す
に
も
あ
ら
す
お
と
し
め
給
ふ
山
75
里
の
人
こ
そ
は
身
の
ほ
と
に
は
や
ゝ
う
ち
す
き
物
の
心
な
と
え
つ
へ
け
れ
と
人
よ
り
こ
と
な
る
へ
き
も
の
な
れ
は
お
も
ひ
あ
か
れ
る18
ウ
さ
ま
を
も
み
け
ち
て
侍
か
な
い
ふ
か
ひ
な
き
き
は
の
人
は
ま
た
み
す
人
は
す
く
れ
た
る
は
か
た
き
世
な
り
や
東
の
院
に
な
か
む
る
人
の
心
は
へ
こ
そ
ふ
り
か
た
く
ら
う
た
け
れ
さ
は
た
さ
ら
に
え
あ
ら
ぬ
物
を
さ
まる
方
に
つ
け
て
の
こ
ゝ
ろ
は
せ
人
に
と
りり
つ
ゝ
見
そ
め
し
よ
り
お
な
し
や
う
に
世
を
つ
ゝ
ま
し
け
に
お
も
ひ
て
過
ぬ
る
よ
今
は
た
か
た
み
に
そ
む
くく
へ
くく
も
あ
ら
す
ふ
か
う
あ
は
れ
と
お
も
ひ
侍
な
と
む
か
し
い
ま
の
御
物
語
に
夜
ふ
け
ゆ
く
月
い
よ


す
み
て
し
つ
か
に
お
も
し
ろ
し
女
君
氷
と
ち
石
ま
の
水
は
ゆ
き
な
や
み
空
す
む
月
の
影
そ
な
か
る
ゝ
と
を
見
い
た
し
て
す
こ
し
か
た
ふ
き
給
19
オ
へ
る
程
に
ひる
も
の
な
く
う
つ
く
し
け
な
り
か
ん
さ
し
お
も
や
う
の
こ
ひ
き
こ
ゆ
る
人
の
お
も
か
け
に
ふ
と
お
ほ
え
て
め
て
た
け
れ
は
い
さ
ゝ
か
わ
く
る
御
こ
ゝ
ろ
も
と
り
か
へ
し
つ
へ
し
を
し
の
う
ち
な
き
た
る
に
か
き
つ
め
て
む
か
し
恋
し
き
ゆ
き
も
よ
に
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
を
し
の
う
き
ね
か
い
り
給
て
も
宮
の
御
事
を
お
も
ひ
つ
ゝ
お
ほ
と
の
こ
も
れ
る
に
夢
と
も
な
く
ほ
の
か
に
見
た
て
ま
つ
る
を
い
み
し
く
う
ら
み
給
へ
る
御
け
し
き
に
て
も
ら
さ
し
と
の
給
ひ
し
か
と
う
き
名
の
か
く
れ
な
か
り
け
れ
は
は
つ
か
し
う
く
る
し
き
め
を
み
る
に
つ
け
て
も
19
ウ
つ
ら
くく
な
ん
と
の
給
ふ
御
い
ら
へ
き
こ
ゆ
と
お
ほ
す
に
お
そ
は
る
ゝ
心
ち
し
て
女
君君
の
こ
は
な
と
か
く
は
と
の
給
ふ
に
お
と
ろ
き
て
い
み
し
くく
く
ち
お
し
くく
む
ね
の
を
き
所
な
く
さ
は
け
は
を
さ
へ
て
な
み
た
も
な
か
れ
出
に
け
り
い
ま
も
い
み
し
くく
ぬ
ら
し
そ
へ
給
ふ
女
君きみ
い
か
な
る
こ
と
に
か
と
お
ほ
す
に
う
ち
も
み
し
ろ
か
て
ふ
し
給
へ
り
と
け
て
ね
ぬ
ね
覚
さ
ひ
し
き
冬
の
夜
に
む
す
ほ
ゝ
れ
つ
る
夢
の
み
し
か
さ
中


あ
か
す
か
な
し
と
お
ほ
す
に
と
く
お
き
給
ひ
て
さ
と
は
な
く
て
所
々
に
み
す
き
や
う
な
と
せ
さ
せ
給
ふ
く
る
し
き
め
み
せ
給
ふ
と
20
オ
76
う
ら
み
給
へ
る
も
さ
そ
お
ほ
さ
る
ら
ん
か
し
お
こ
な
ひ
せを
し
給
ひ
よ
ろ
つ
に
つ
み
か
ろ
け
な
り
し
御
あ
り
さ
ま
な
か
ら
こ
の
ひ
と
つ
事
に
て
そ
こ
の
世
の
に
こ
り
を
す
く
い
給
は
さ
ら
ん
と
も
の
ゝ
こ
ゝ
ろ
を
ふ
か
く
お
ほ
し
た
と
る
に
い
み
し
く
か
な
し
け
れ
は
な
に
わ
さ
を
し
て
し
る
人遍イ
な
き
世
界
に
お
は
す
ら
ん
を
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
に
ま
ふう
て
ゝ
つ
み
に
も
か
は
り
き
こ
え
は
や
な
と
つ
く


と
お
ほ
す
か
の
御
た
め
に
と
り
た
て
ゝ
な
に
わ
さ
を
も
し
給
は
ん
は
人
と
か
め
き
こ
え
つ
へ
し
う
ち
う
ち
に
も
御
こ
ゝ
ろ
の
お
に
ゝ
も
お
ほ
す
所
や
あ
ら
ん
と
お
ほ
20
ウ
し
つ
ゝつ
む
程
に
あ
み
た
仏
を
心
に
か
け
て
ね
ん
し
た
て
ま
つ
り
給
ふ
お
な
し
は
ち
す
に
と
こ
そ
は
な
き
人
を
し
た
ふ
心
に
ま
か
せ
て
も
か
け
み
ぬ
み
つ
の
せ
に
や
ま
と
は
ん
と
お
ほ
す
そ
う
か
り
け
る
と
や
21
オ
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注(
１)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
源
氏
物
語
筆
者
目
録
源
氏
物
語
秘
訣｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
三
月)
(
２)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
昌
琢
筆
桐
壺｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
一
〇
月)
(
３)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
陳
筆
帚
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
三
月)
(
４)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
蓬
生
手
習
玄
陳
筆
関
屋｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
一
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
九
年
三
月)
(
５)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
的
筆
空
蝉
岡
本
主
水
筆
夕
顔｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
一
〇
月)
(
６)
注
５
に
同
じ
。
(
７)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
若
紫
石
井
了
倶
筆
末
摘
花
左
馬
助
筆
花
宴｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
三
月)
(
８)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
東
寺
観
智
院
筆
葵
岡
本
主
水
筆
賢
木
北
左
平
次
行
生
筆
花
散
里｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
一
〇
月)
(
９)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
大
鳥
居
信
岩
筆
須
磨
岡
本
主
水
筆
明
石
澪
標｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
八
年
三
月)
(
)
注
９
に
同
じ
。
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
橋
姫｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
一
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
八
年
一
二
月)
(
)
注
４
に
同
じ
。
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()
注
７
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
一
〇
月)
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
注
９
に
同
じ
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
(
	)
高
柳
光
寿
氏
他
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』
第
二
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
九
年
六
月)
(

)
宝
月
圭
吾
氏
他
監
修
『
系
図
纂
要』
第
一
一
冊
(
名
著
出
版
昭
和
四
九
年
四
月)
等
を
参
考
。
(
)
高
柳
光
寿
氏
他
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』
第
一
八
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
四
〇
年
一
二
月)
小
高
敏
郎
氏
『
あ
る
連
歌
師
の
生
涯
―
里
村
紹
巴
の
知
ら
れ
ざ
る
生
活』
(
至
文
堂
昭
和
四
二
年
一
二
月)
で
は
、
玄
仍
に
は
妙
三
と
い
う
娘
が
あ
り
、
堺
の
医
者
で
和
歌
・
俳
諧
・
狂
歌
で
名
高
い
半
井
慶
友
の
妻
と
な
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究』
(
有
精
堂
昭
和
四
四
年
一
一
月)
で
は
、
昌
琢
の
妻
と
す
る
。
両
角
倉
一
氏
『
連
歌
師
紹
巴』
(
新
典
社
平
成
一
四
年
一
〇
月)
｢
子
息
の
玄
仍
に
つ
い
て｣
も
参
考
。
(
)
奥
田
勲
氏
『
連
歌
師
―
そ
の
行
動
と
文
学』
(
評
論
社
昭
和
五
一
年
六
月)
(
)
野
間
光
辰
氏
『
談
林
叢
談』
(
岩
波
書
店
昭
和
六
二
年
八
月)
(
)
注
５
に
同
じ
。
(
)
市
場
直
次
郎
氏
｢
西
山
宗
因
と
寛
佐｣
『
国
語
国
文』
第
四
巻
三
号
(
昭
和
九
年
六
月)
、
加
藤
楸
邨
氏
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典』
(
角
川
79
書
店
平
成
七
年
一
〇
月)
を
参
考
。
(
)
市
古
貞
次
氏
他
編
『
国
書
人
名
辞
典』
第
二
巻
(
岩
波
書
店
平
成
七
年
五
月)
、
渡
辺
憲
司
氏
『
近
世
大
名
文
芸
圏
研
究』
(
八
木
書
店
平
成
九
年
二
月)
を
参
考
。
(
)
尾
崎
千
佳
氏
｢
西
山
宗
因
年
譜
稿｣
『
ビ
ブ
リ
ア』
一
一
一
(
平
成
一
一
年
五
月)
等
を
参
考
。
(
)
『
西
山
宗
因
全
集』
第
四
巻
(
八
木
書
店
平
成
一
八
年
八
月)
(
)
竹
中
友
里
代
氏
｢
近
世
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
受
容
と
社
務
家｣
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文』
第
六
八
号
(
平
成
二
八
年
一
二
月)
(
)
『
幻
の
写
本
大
沢
本
源
氏
物
語』
(
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
平
成
二
一
年
一
〇
月)
(
)
佐
佐
木
信
綱
氏
編
『
日
本
歌
学
大
系』
第
四
巻
(
風
間
書
房
昭
和
四
三
年
五
月)
(
)
嘉
禄
元
年
(
一
二
二
五)
二
月
十
六
日
の
条
。
(
)
石
川
謙
氏
校
訂
『
養
生
訓
・
和
俗
童
子
訓』
(
岩
波
文
庫
昭
和
三
六
年
一
月)
塚
本
哲
三
氏
編
『
益
軒
十
訓』
上
(
有
朋
堂
文
庫
昭
和
三
年
三
月)
を
参
考
。
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